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埼経協ニュース３３７号

平
成
一
九
年
新
年
会
員
懇
談
会
は
一

月
一
九
日
�
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
同

五
時
ま
で
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開

催
さ
れ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
ご
来
賓
の
方
々
な

ら
び
に
会
員
の
方
々
あ
わ
せ
て
三
〇
〇

名
で
あ
っ
た
（
ご
来
賓
の
ご
芳
名
は
三

頁
参
照
）。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
。

〔
第
一
部

挨
拶
・
講
演
の
部
〕

開
会
挨
拶

原

宏
会
長

（
武
州
ガ
ス
�
代
表
取

締
役
会
長
）

（
挨
拶
全
文
は
二
頁
参

照
）

来
賓
挨
拶

埼
玉
県
副
知
事

岡
島

敦
子
氏

埼
玉
労
働
局
局
長

古
曳

享
司
氏

も
の
つ
く
り
大
学
学
長

野
村

東
太
氏

埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長

大
久
保
政
一
氏

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合

会
（
連
合
埼
玉
）
会
長

片
山

修
三
氏

衆
議
院
議
員
、
外
務
常
任
委
員
長

山
口

泰
明
氏

来
賓
ご
紹
介

事
務
局
報
告
専
務
理
事

野
上

武
利

講
演

演
題
「
日
本
社
会
の
再
構
築
に
向
け
て

〜
日
本
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
？
〜
」

講
師

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
�
取
締
役
副
会

長

日
本
経
団
連
少
子
化
対
策
委
員
会

共
同
委
員
長

茂
木
賢
三
郎
氏

（
講
演
要
旨
は
五
頁
以
下
参
照
）

講
演
謝
辞

栗
原

�
副
会
長

（
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
�
特
別
顧
問
）

〔
第
二
部懇

親
パ
ー
テ
ィ
ー
の
部
〕

開
宴
挨
拶

利
根

忠
博
副
会
長

（
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
会
長
）

来
賓
祝
辞

埼
玉
県
知
事

上
田

清
司
氏

関
東
経
済
産
業
局
局
長

脇
本

眞
也
氏

乾
杯

埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭

川
本

宜
彦
氏

懇
談

閉
宴
挨
拶

中
部
地
区
協
議
会
議
長

新
井

是
男
氏

（
東
京
電
力
�
執
行
役
員
）

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’０７ 月号

日本経団連 埼玉

平平
成成
１１９９
年年
新新
年年
会会
員員
懇懇
談談
会会
開開
催催
ささ
れれ
るる

原会長

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
もももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評
価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価
ささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
やややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等

２・３

▲平成１９年新年会員懇談会が盛大に開催された

▲あいさつする原宏会長

― １ ―
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新
年
を
迎
え
て
か
ら
大
分
日
が
経
ち

ま
す
が
、
会
と
し
て
皆
様
と
こ
う
し
て

一
堂
に
会
す
の
は
始
め
て
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。本

日
は
、
年
始

の
大
変
お
忙
し
い

中
、
県
内
各
地
か

ら
、
多
勢
の
会
員

の
皆
様
に
ご
出
席

を
い
た
だ
き
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
お
手
元
の
ご
来
賓
名
簿
に
ご

ざ
い
ま
す
よ
う
に
、
岡
島
副
知
事
さ
ん

を
は
じ
め
県
・
国
そ
し
て
各
界
か
ら
、

か
く
も
大
勢
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜

わ
り
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
景
気
の
方
は
こ
こ
に
き
て
、

よ
う
や
く
回
復
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
県
内
津
津

浦
浦
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
油
断

は
禁
物
で
す
し
、
改
善
傾
向
に
あ
る
雇

用
情
況
に
し
て
も
ニ
ー
ト
、
フ
リ
ー
タ

ー
問
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
決
し
て
手
放
し
で
喜
べ

る
ま
で
に
は
至
っ
て
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。更

に
今
年
は
人
口
減
少
社
会
の
到
来

が
現
実
化
し
た
中
で
、
２
０
０
７
年
問

題
が
本
番
を
迎
え
る
な
ど
、
今
後
の
日

本
の
行
方
を
左
右
す
る
年
に
な
る
の
で

は
と
さ
え
思
い
ま
す
。
従
っ
て
、
景
気

が
多
少
上
向
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ

れ
ま
で
の
経
営
改
革
の
手
綱
を
、
こ
こ

で
緩
め
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
さ
に
油
断
し
て
は
な
ら
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
経
済
界
の
み
な

ら
ず
県
社
会
全
体
に
言
え
る
こ
と
で
す

が
、
幸
い
に
し
て
、
こ
こ
彩
の
国
埼
玉

で
は
上
田
知
事
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
で
企
業
誘
致
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
育
成
な
ど
が
着
実
に
成
果
を
挙
げ

て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
昨
年
末
に
は
当

協
会
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
の
５
つ
の

経
済
団
体
と
の
間
で
少
子
化
対
策
の
た

め
の
子
育
て
支
援
策
が
打
ち
出
さ
れ
る

な
ど
、
先
に
、
先
に
と
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
当
協
会
は
、

県
社
会
が
抱
え
る
問
題
に
会
員
の
皆
様

の
強
い
ご
支
援
と
、
本
日
ご
臨
席
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
ご
来
賓
の
皆
様
方
に

ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
積
極
的
に

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

お
か
げ
さ
ま
で
取
り
組
み
ま
し
た
多
く

の
事
業
が
内
外
か
ら
評
価
を
い
た
だ
く

な
ど
高
い
成
果
を
治
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
県
の
次
代
を
担

う
若
者
対
策
、
並
び
に
教
育
問
題
に
は

力
を
入
れ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
般
安

倍
内
閣
の
発
足
と
同
時
に
、
安
倍
首
相

自
ら
が
本
部
長
に
就
任
し
て
い
る
「
青

少
年
育
成
推
進
本
部
」
に
設
置
さ
れ
た

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
推
進
会
議
」
に
お

け
る
高
市
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
と
の

十
回
余
に
及
ぶ
会
議
に
は
、
当
協
会
の

こ
れ
ま
で
の
実
績
が
評
価
さ
れ
現
在
野

上
専
務
理
事
が
出
席
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
会
員
の
皆
様
方

そ
し
て
教
育
局
な
ど
県
当
局
や
ご
関
係

者
と
の
連
携
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
ま

し
て
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

何
れ
に
致
し
ま
し
て
も
当
協
会
は
、

県
内
の
中
心
的
に
し
て
、
中

核
的
な
企
業
が
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
こ
と
か
ら
会
員
企
業
の

発
展
は
勿
論
の
こ
と
、
県
経

済
社
会
の
発
展
に
も
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
と

も
に
、
求
め
ら
れ
る
使
命
か

と
存
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
の
発
展
に

高
い
実
績
を
挙
げ
る
上
田
知
事
に
は
今

後
と
も
引
き
続
き
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
活
力
に
溢
れ

る
県
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
当
協
会
と

し
て
も
そ
う
し
た
県
社
会
の
実
現
に
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
お
力

添
え
を
お
願
い
し
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

原
宏
会
長
挨
拶
（
全
文
）

改
革
の
手
綱
緩
め
ず
人
口
減
少
社

会
や
二
〇
〇
七
年
問
題
に
対
応
を

目

次

頁

�
新
年
会
員
懇
談
会

１

�
同
原
会
長
挨
拶
、
目
次

２

�
同
来
賓
名
簿

３

�
同
写
真
ア
ル
バ
ム

４

�
同
講
演
要
旨
「
日
本
社
会
の
構
築
に
向
け

て
」
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
�
取
締
役
副
会
長

茂
木
賢
三
郎
氏

５
〜
１３

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介
、ボ
ッ
シ
ュ

�
専
務
取
締
役

齊
藤
俊
雄
氏
１４
〜
１５

�
青
年
部
会
新
春
特
別
講
演
会

１６

�
視
点
「
渋
沢
栄
一
賞
が
意
味
す
る
も
の
」

専
務
理
事

野
上
武
利

１７

�
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座
「
人
づ

く
り
も
の
づ
く
り
地
域
づ
く
り
」

１８

�
同
講
演
要
旨
「
さ
い
た
ま
ゴ
ー
ル
ド
・
シ

ア
タ
ー
の
挑
戦
」
埼
玉
県
芸
術
文
化
振
興

財
団
芸
術
監
督

蜷
川
幸
雄
氏

１９
〜
２３

�
四
地
区
下
期
地
区
協
議
会
、
西
・
南
・
中
・

北
各
地
区

２４
〜
２６

�
日
本
経
団
連
「
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

２７

�
就
職
支
援
機
構
「
四
者
面
談
」、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
学
生
受
入
れ
の
お
願
い

２８

�
渋
沢
栄
一
賞
な
ど
を
表
彰

２９

�
連
載
３４
回
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な
話

題

南
・
北
・
中
・
西

３０
〜
３１

�
連
載
４０
回
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い

の
広
場

３２

�
連
載
第
２０
回
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ

う
こ
そ

３３

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報
第
３４
回
、「
埼
玉

県
産
業
元
気
・
雇
用
ア
ッ
プ
戦
略
」

３４

�
さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟
子
賞

３５

�
第
４２
期
労
働
法
ゼ
ミ
終
わ
る
、
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
労
働
法

弁
護
士
安
西
�
氏

３６

�
日
本
経
団
連
か
ら
の
提
言
・
提
案
な
ど
３７

�
第
２５
期
担
当
者
養
成
講
座
案
内

３８

�
事
業
だ
よ
り
、
埼
玉
労
働
局
か
ら
の
お
知

ら
せ
な
ど
、
連
載
１５６
回
企
業
存
続
の
岐
路

は
こ
こ
に

３９

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き
、
埼
玉
音
協

４０

― ２ ―
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衆
議
院
議
員
、
外
務
常
任
委
員
長

山
口

泰
明

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
�

取
締
役
副
会
長
、

日
本
経
団
連

少
子
化
対
策
委
員
会
共

同
委
員
長

茂
木
賢
三
郎

埼
玉
県
知
事

上
田

清
司

埼
玉
県
副
知
事

岡
島

敦
子

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

局
長

脇
本

眞
也

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

地
域

経
済
部
長

箱
崎

慶
一

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

総
務

企
画
部
総
務
課
調
整
係
長

麻
生

浩
司

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

局
長

古
曳

享
司

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
長

亀
田

敦
志

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定

部
長

神
山

哲
雄

防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

本
部
長

園
田

郁
夫

県
産
業
労
働
部

部
長

飯
島

和
夫

県
産
業
労
働
部

参
事

小
暮

謙
一

県
産
業
労
働
部

若
年
者
就
業
支
援
室

長

鈴
木

享

県
産
業
労
働
部

産
業
労
働
政
策
課
長

阿
部

芳
文

県
産
業
労
働
部

新
産
業
育
成
課
長

星
野

弘
志

県
産
業
労
働
部

創
業
・
企
業
支
援
課

長

吉
田

幸
夫

県
産
業
労
働
部

雇
用
対
策
課
長

岩
橋

薫

県
産
業
労
働
部

職
業
能
力
開
発
課
長

中
山

典
明

県
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
長

山
岸

�

埼
玉
県
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ
ン

タ
ー

所
長

島
村

道
雄

県
教
育
局

県
立
学
校
部
長水

野

潔

県
労
働
委
員
会

事
務
局
長関

根

清
司

�
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

会
頭

川
本

宜
彦

�
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

専
務

理
事

田
端

直
人

埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長

大
久
保
政
一

埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

事
務

局
長

柏
木

昭
寿

�
埼
玉
県
中
小
企
業
振
興
公
社

理
事

長

赤
石
沢
寿
彦

埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

会
長

菰
田

勇
司

�
埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事

長
職
務
執
行
者

専
務
理
事吉

田
久
二
男

�
埼
玉
県
物
産
振
興
協
会

常
務
理
事

和
田

隆
雄

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

専
務
理
事

秋
本

一
幸

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
社

長

川
田

憲
治

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
兼

常
務
執
行
委
員

上
條

正
仁

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員

戸
所

邦
弘

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

平
山

隆
志

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

平
野

秀
樹

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

北
村

静
夫

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

池
田
都
史
彦

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

公
共
法
人
部
長

綱
島

邦
夫

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

寺
田

幸
弘

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
西
支
店
長

塚
本

陽
一

�
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
本
店

営
業
部
長

清
水

秀
美

�
武
蔵
野
銀
行

執
行
役
員
公
務
渉
外

部
長

木
村

健
司

も
の
つ
く
り
大
学

学
長

野
村

東
太

も
の
つ
く
り
大
学

名
誉
教
授

上
田

惇
生

埼
玉
大
学

学
長

田
隅

三
生

埼
玉
大
学

理
事
・
副
学
長貝

山

道
博

埼
玉
大
学

副
学
長

中
山

重
蔵

埼
玉
大
学

地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授

太
田

公
廣

早
稲
田
大
学

黒
澤

雄
一

�
日
本
経
済
団
体
連
合
会

専
務
理
事

紀
陸

孝

�
日
本
経
済
団
体
連
合
会

常
務
理
事

鈴
木

正
人

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合

会

会
長

片
山

修
三

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合

会

事
務
局
長

竹
花

康
雄

�
埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務

理
事

鈴
木

雄
一

埼
玉
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

丸
山

晃

�
テ
レ
ビ
埼
玉

代
表
取
締
役
社
長

岩
崎

勝
義

�
テ
レ
ビ
埼
玉

報
道
制
作
局
制
作
部

次
長

平
野

正
美

日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
長

平
田

喜
裕

日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

尾
崎
真
一
郎

産
経
新
聞
社

編
集
局
さ
い
た
ま
総
局

総
局
長

福
島

保

元
産
経
新
聞

編
集
委
員

野
口

貢
一

�
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

�
埼
玉
県
剣
道
連
盟

副
会
長

関
口

善
行

来来

賓賓

にに

各各

界界

かか

らら

多多

士士

済済

済済

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
役
職
名
は
同
日
現
在
）

▲

ご
来
賓
の
方
々

▲

本
会
役
員
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会
場寸景

会
場寸景

▲

本
会
副
会
長

利
根
忠
博
氏

▲開会前、控室で記念撮影

▲

衆
議
院
議
員

山
口
泰
明
氏

▲

も
の
つ
く
り
大
学
学
長

野
村
東
太
氏

▲

県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭

川
本
宜
彦
氏

▲
埼
玉
県
知
事

上
田
清
司
氏

▲
関
東
経
済
産
業
局
局
長

脇
本
眞
也
氏

▲パーティはなごやかな雰囲気で

▲

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長

大
久
保
政
一
氏

▲

本
会
中
部
地
区
協
議
会
議
長

新
井
是
男
氏

▲

埼
玉
労
働
局
局
長

古
曳
享
司
氏

▲

連
合
埼
玉
会
長

片
山
修
三
氏

▲

埼
玉
県
副
知
事

岡
島
敦
子
氏
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大
変
ご
丁
寧
な
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
茂
木
賢
三
郎
で
ご
ざ
い
ま

す
。
本
日
は
、
お
招
き
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
埼
玉
県
経
営
者
協
会
さ
ん
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
昨
年
め
で
た
く
創
立
六
〇
周
年

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
て
、
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
目
下
、
わ
が
国
に
と
り
ま
し

て
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
ご
ざ
い
ま
す
少
子
化
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
県
ご
当
局
並
び
に
他

の
経
済
団
体
等
と
ご
一
緒
に
「
子
育
て
応
援
共
同

宣
言
」
に
署
名
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
し
て
、
上
田
知
事
さ
ん
、
原
会
長
さ
ん
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
本
日
は
、
お
手
元
に
レ
ジ
ュ
メ
を
お
配
り

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、『
日
本
社
会
の
再
構

築
に
向
け
て
』
と
い
う
、
大
変
な
テ
ー
マ
を
掲
げ

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
は
特
段
の
研

究
を
し
て
い
る
わ
け
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
し
、
ま

た
さ
ほ
ど
の
勉
強
も
し
て
お
ら
な
い
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
甚
だ
僭
越
に
存
じ
て
お
り
ま
し
て
、

改
め
て
こ
の
壇
上
で
恐
縮
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
一
つ
、
私
は
自
ら
言
う
の
も
変
で
す
が
、
世

の
中
で
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
通
説
、
多
数

説
を
や
た
ら
に
鵜
呑
み
に
は
し
な
い
、
と
い
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
決
し
て
猜
疑
心
が
強
い
わ
け

で
も
、
へ
そ
が
曲
が
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の

で
す
が
、
よ
く
よ
く
検
討
し
て
み
る
と
世
の
中
で

も
っ
ぱ
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
実
は
か
な
り

間
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
誤
解
を
さ
れ

て
い
た
り
、
ま
た
人
に
よ
っ
て
は
、
敢
え
て
曲
解

を
し
て
そ
う
い
う
主
張
を
声
高
に
述
べ
、
世
の
中

を
そ
ち
ら
の
方
に
引
っ
張
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
向

き
も
、
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私

は
、
そ
れ
で
は
い
け
な
い
と
常
々
強
く
感
じ
て
お

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
お
招
き
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
き
ょ
う
は
い
わ
ゆ
る
裃
を
脱
ぎ
捨
て
、
オ
ブ

ラ
ー
ト
に
包
ま
ず
に
、
日
頃
私
の
感
じ
て
い
る
こ

と
を
、
率
直
に
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
社
会
の
現
状
を
ど
う
思
う
か
？

〜
最
近
の
社
会
風
潮
を
見
て
〜

最
近
の
社
会
風
潮
を
み
ま
す
と
、
学
力
低
下
、

学
級
崩
壊
、
躾
の
欠
如
、
マ
ナ
ー
・
エ
チ
ケ
ッ
ト

の
乱
れ
、
傍
若
無
人
、
自
己
中
心
的
メ
ン
タ
リ
テ

ィ
ー
、
道
徳
の
退
廃
、
規
範
意
識
・
遵
法
精
神
の

希
薄
化
、
十
七
歳
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
も
呼
ぶ
べ
き

現
象
、
犯
罪
の
増
加
等
々
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
毎
日
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
を
見
て
お
り
ま
し
て
も
、
信
じ
ら

れ
な
い
よ
う
な
事
件
、
事
故
の
類
が
続
発
し
て
い

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
果
た
し
て
「
こ
れ
で

い
い
の
か
」
と
い
う
思
い
を
、
私
は
持
っ
て
い
る

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
恐
ら
く
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
同
じ
よ
う
な
お
気
持
ち
で
は
な
い
か

と
推
察
し
て
お
り
ま
す
。

「
国
づ
く
り
」
の
基
は

「
人
づ
く
り
」
�
「
教
育
」

国
の
状
態
を
良
く
す
る
た
め
の
、
国
づ
く
り
の

基
本
は
何
か
と
言
う
と
人
づ
く
り
、
即
ち
教
育
で

ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
日
本
の
教
育
は
、
そ
の
本
質

的
な
目
的
を
達
成
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
？

そ

れ
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
人
づ
く
り
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し

て
は
、
二
つ
要
素
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
載
っ
て
お

り
ま
す
が
、
第
一
点
は
「
生
き
抜
く
力
」
を
身
に

つ
け
る
、
社
会
の
中
で
一
人
の
人
間
と
し
て
自
立

新
年
会
員
懇
談
会
特
別
講
演
要
旨

日
本
社
会
の
再
構
築
に
向
け
て

〜
日
本
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
？
〜

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
�
取
締
役
副
会
長

日
本
経
団
連
少
子
化
対
策
委
員
会
共
同
委
員
長

茂
木
賢
三
郎
氏
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し
て
、
生
き
抜
く
力
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
う
一
つ
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
戦
後
六
〇

年
の
間
、
日
本
社
会
の
中
で
は
、
こ
の
一
人
で
自

立
し
て
生
き
抜
く
力
と
い
う
こ
と
は
強
調
さ
れ
る

の
で
す
け
れ
ど
も
、
私
が
同
じ
よ
う
に
重
要
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
第
二
点
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り

言
わ
れ
ま
せ
ん
。
第
二
点
は
「
社
会
に
貢
献
し
、

そ
の
秩
序
の
中
で
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
」
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
あ
ま
り
強
調

さ
れ
て
来
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
日
の
い
ろ
い
ろ

な
問
題
の
基
本
的
な
原
因
で
は
な
い
か
思
う
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

教
育
の
社
会
背
景
と
し
て
の

日
本
社
会
の
現
状
と
問
題
点
、

そ
の
教
育
へ
の
影
響

そ
れ
で
は
教
育
の
社
会
背
景
と
し
て
、
日
本
社

会
の
現
状
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
そ
の
問
題
点
は

奈
辺
に
あ
る
の
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
教
育
に
ど
う

影
響
し
て
い
る
か
を
、
具
体
的
に
見
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
は
三
つ
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
と
思
う
の
で

す
。
一
つ
は
、
昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日
以
来
生

じ
た
「
振
り
子
の
振
れ
す
ぎ
現
象
」
で
す
。
私
が

勝
手
に
そ
う
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い

う
現
象
が
起
き
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
現
象
に
対
し
て
無
為
無
策
の
ま
ま
に
六
〇
年
、

少
な
く
と
も
五
〇
年
は
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
こ
一
〇
年
位
は
少
し
く
反
省
の
動
き
が
出
て
い

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
偏
り
が
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

昔
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
右
振
れ
し
て
い
た

と
い
う
反
省
を
し
た
方
が
い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
今
は
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
か
ら
逆
に
左
に
振
れ

す
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
二
点
は
、
徹
底
し
た
論
理
的
検
討
を
し
な
い

ま
ま
に
、
何
か
目
新
し
い
、
或
い
は
耳
新
し
い
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
日
本
の
社

会
が
付
和
雷
同
現
象
を
起
こ
す
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
誰
か
が
何
か
耳
馴
れ
な
い
こ
と
を
言
う
と
、

一
斉
に
そ
ち
ら
に
い
っ
て
し
ま
う
。
ゆ
と
り
教
育

な
ど
、
そ
の
典
型
だ
と
思
い
ま
す
。

第
三
点
は
、
長
期
的
・
全
体
的
展
望
と
い
う
も

の
が
欠
如
し
て
お
り
ま
し
て
、
短
期
的
・
部
分
的

な
対
症
療
法
に
終
始
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
三
点
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
一
点
か
ら
、
少
し
く
具
体
例
を
交
え
て
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
終
戦
後
、
民

主
主
義
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま

で
の
社
会
的
価
値
観
と
い
う
も
の
が
否
定
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
問
題
は
そ
こ
で
殆
ど
全
否
定

が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
日
本
の
社
会
に
も
い
い
と
こ
ろ
は
た

く
さ
ん
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
ひ
っ
く

る
め
て
す
べ
て
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

ど
う
し
て
そ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
か
と
言

い
ま
す
と
、
実
は
こ
れ
は
ご
存
知
の
方
も
お
ら
れ

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
占
領
軍
に
よ
る
「
日

本
弱
体
化
計
画
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
強
力

に
実
行
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
計
画
に
は
「
ウ

ォ
ー
・
ギ
ル
ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
と
い
う
正
式
の
名
前
が
つ
い
て
お
り
ま

す
。
日
本
語
で
は
「
戦
争
犯
罪
周
知
計
画
」
と
訳

せ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合

国
軍
総
司
令
部
）
に
よ
っ
て
強
力
に
展
開
を
さ
れ

た
の
で
す
。

そ
し
て
講
和
条
約
締
結
ま
で
の
間
、
完
全
な
言

論
統
制
が
行
わ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
新
聞
、
雑
誌
、
そ

れ
か
ら
当
時
の
電
波
メ
デ
ア
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ

し
か
な
か
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
完
全
に
連

合
軍
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
で
、
い
か
に
日
本

帝
国
主
義
が
悪
い
こ
と
を
し
た
か
と
い
う
報
道
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
例
え
ば
原
子
爆

弾
投
下
と
か
、
ソ
連
軍
が
満
州
で
行
っ
た
蛮
行
に

対
す
る
批
判
は
愚
か
、
報
道
さ
え
も
厳
し
く
制
限

さ
れ
た
と
い
う
時
期
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
事
実

が
捻
じ
曲
げ
ら
れ
た
こ
と
は
幾
つ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
最
も
典
型
的
な
も
の
、
こ
れ
を

私
は
「
歴
史
認
識
の
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
」
と
名
づ

け
て
、
こ
う
い
う
機
会
を
利
用
し
て
、
皆
さ
ま
方

に
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

き
ょ
う
も
是
非
そ
う
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
が
、
そ
れ
は
何
か
と
い
い
ま
す
と
昭
和
二
〇

年
八
月
に
、
日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て

無
条
件
降
伏
し
た
、
こ
う
我
々
は
教
え
ら
れ
て
参

り
ま
し
た
。
中
学
校
の
社
会
科
の
教
科
書
、
高
校

の
歴
史
教
科
書
の
殆
ど
全
部
に
そ
う
書
い
て
あ
り

ま
す
し
、
我
々
が
普
通
目
に
す
る
新
聞
や
雑
誌
に

も
無
条
件
降
伏
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
た
報
道

記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

さ
て
、「
こ
れ
に
異
議
あ
り
、
そ
う
で
は
な
い
」

と
、
お
思
い
の
方
は
恐
縮
で
す
が
ご
遠
慮
な
く
挙

手
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
お
一
人
だ
け
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
ね
。
二
年
前
ま
で
私
も
き
ち
ん
と
読
ん

で
い
な
か
っ
た
の
で
が
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
お
読

み
に
な
っ
た
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

お

ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

私
は
、
県
単
位
、
或
い
は
市
町
村
単
位
の
先
生

方
の
研
修
会
に
も
お
招
き
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
大
抵
何
人
か
の
社
会
科

の
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
社
会
科
の
先
生

に
伺
っ
て
も
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
お
読
み
に
な
っ
た

方
は
、
ま
ず
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
安
倍
総
理
が
官
房

長
官
時
代
に
時
々
東
京
の
ホ
テ
ル
で
昼
食
会
を
や

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
五
〇
〇
人
の
方
が

集
ま
る
の
で
す
が
、
或
る
と
き
質
問
に
立
っ
た
機

会
に
会
場
に
お
集
ま
り
の
方
々
に
こ
の
質
問
を
し

て
み
ま
し
た
。
大
体
私
位
の
年
配
の
経
済
人
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、「
異
議
あ
り
」
は
一
％
位
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
僅
か
一
三
項
目
の
短
い
文
章

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
検
索
で
き
ま

す
か
ら
、
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
一
項
目

〜
四
項
目
は
大
義
名
分
論
で
、
五
項
目
に
至
り
ま

す
と
「
我
ら
の
条
件
以
下
の
如
し
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
な
ん
と
六
〜
一
三
の
八
項
目
に
、

降
伏
の
条
件
が
具
体
的
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
に
▽
言
論
の
自
由
は
回
復
せ
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
▽
日
本
軍
の
将
兵
は
武
装
解
除
後
、
速

― ６ ―



や
か
に
帰
国
し
て
平
和
で
生
産
的
な
活
動
に
、
従

事
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
べ
し
、
と
書
い
て
あ
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
「
日
本
の
軍
隊
は
即
時
無
条

件
に
降
伏
し
て
、
武
装
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
軍
隊
は
、
無
条
件
降

伏
し
て
武
装
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

が
、
そ
れ
は
国
家
と
し
て
の
八
つ
の
降
伏
条
件
の

う
ち
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

国
家
の
降
伏
と
軍
隊
の
降
伏
、
こ
れ
は
全
く
別
で

ご
ざ
い
ま
す
ね
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
で
日
本
が
無
条
件
降
伏
と
い

う
の
は
変
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
そ
こ

で
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
日
本
が
武

装
解
除
し
て
、
ど
う
に
も
抵
抗
が
で
き
な
く
な
っ

た
時
点
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
に
対
し
て
「
無

条
件
降
伏
で
あ
る
こ
と
を
、
前
提
と
し
て
占
領
統

治
を
せ
よ
」
と
い
う
訓
令
が
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
出

た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
「
無
条
件
降
伏
で
は

な
い
」
と
報
道
し
た
同
盟
通
信
社
に
は
二
四
時
間

だ
か
、
四
八
時
間
だ
か
の
業
務
停
止
命
令
が
出
ま

し
た
。
そ
の
業
務
停
止
命
令
解
除
に
あ
た
っ
て
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が
出
し
た
声
明
に
驚
い
た
当

時
外
務
省
の
萩
原
さ
ん
と
い
う
条
約
局
長
が
、「
い

や
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
条
件
が
つ

い
て
い
る
」
と
抗
議
し
た
と
こ
ろ
、
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
元
帥
の
逆
鱗
に
触
れ
て
左
遷
さ
せ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
そ
う
で
す
。

こ
う
い
う
無
茶
苦
茶
な
こ
と
が
、
行
わ
れ
て

い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
時
、
唯
一
の
電

波
で
あ
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
「
真
相
は
こ
う

だ
」
と
い
う
番
組
が
あ
っ
た
の
を
、
ご
記
憶
の

方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
ょ
う
か
。
私
も
当
時

小
学
校
二
、
三
年
で
し
た
が
、
毎
週
一
回
ゴ
ー

ル
デ
ン
タ
イ
ム
に
、
日
本
帝
国
は
如
何
に
悪
逆

非
道
な
こ
と
を
し
た
か
、
日
本
軍
隊
は
外
国
に

対
し
て
ど
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
迷
惑
を
か

け
た
か
、
そ
し
て
戦
争
の
第
一
線
で
は
日
本
の

大
勢
の
将
兵
が
、
ど
れ
ほ
ど
悲
惨
な
境
遇
の
中

で
、
嘆
き
悲
し
み
な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た
か
な

ど
を
繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
放
送
し
、
学
校
か

ら
は
反
戦
映
画
の
鑑
賞
に
連
れ
て
行
か
れ
ま
し

た
。新

聞
も
そ
う
い
う
報
道
一
色
で
し
た
。
勿
論
、

日
本
の
軍
隊
は
外
国
の
領
土
に
行
っ
て
、
明
ら
か

に
現
地
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。
殺
人
、
略

奪
、
暴
行
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
レ
イ
プ
も

あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
迷
惑
を
か
け
た
こ
と

は
事
実
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
た
ち
は
被
害
者
感

情
を
重
く
受
け
止
め
て
、
き
ち
ん
と
お
詫
び
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
、
私
は
村
山
談
話
を
踏
襲
す
る
こ
と
は
、
必

要
だ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
際

に
極
め
て
大
事
な
こ
と
は
、
日
本
だ
け
が
悪
逆
非

道
の
国
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

考
え
て
み
れ
ば
人
類
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
昔

か
ら
戦
争
と
い
う
も
の
は
、
数
限
り
な
く
起
き
て

い
ま
す
。
昔
は
力
づ
く
で
領
土
を
拡
張
し
た
り
、

物
資
を
掠
め
取
っ
た
り
、
支
配
を
し
た
り
、
労
働

力
に
被
占
領
国
の
人
間
を
使
っ
た
り
と
い
う
の
は
、

当
然
の
こ
と
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
決
し
て
い
い
こ

と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
長
い
歴
史

の
最
後
の
方
で
、
日
本
は
植
民
地
主
義
、
帝
国
主

義
と
い
う
名
の
バ
ス
の
ス
テ
ッ
プ
に
足
を
か
け
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
戦
争
に
敗
れ
て
降
伏
し
た
わ

け
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

日
本
を
罰
し
た
国
々
の
大
半
は
、
植
民
地
主
義
、

帝
国
主
義
の
先
輩
国
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
も
、

日
本
が
昭
和
二
〇
年
八
月
に
降
伏
し
た
後
、
全
部

の
植
民
地
が
解
放
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
が

解
放
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
二
年
後
の
一
九
四
七
年

で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
印
度
支
那
半
島
は
、
さ

ら
に
後
で
す
。
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
至
っ
て
は
、
な

ん
と
独
立
を
許
さ
れ
た
の
は
一
九
六
〇
（
昭
和
三

五
）
年
で
し
た
。

日
本
は
平
和
に
対
す
る
罪
を
犯
し
た
、
帝
国
主

義
、
軍
国
主
義
、
植
民
地
主
義
を
展
開
し
た
と
い

う
の
で
、
Ａ
級
戦
犯
七
人
が
死
刑
に
な
り
ま
し
た
。

で
は
そ
の
時
に
、
多
く
の
植
民
地
主
義
先
輩
国
の

女
王
陛
下
や
大
統
領
、
首
相
な
ど
の
指
導
者
が
、

植
民
地
主
義
展
開
を
理
由
に
刑
罰
を
受
け
た
か
と

い
う
と
、
誰
も
受
け
て
は
い
な
い
。
大
体
当
時
は
、

ま
だ
そ
う
い
う
こ
と
は
法
律
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
し
、
正
確
に
言
い
ま
す
と
、
い
ま
で
も
法

律
に
は
な
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

今
、
こ
う
い
う
行
為
を
罰
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
、

国
連
の
安
全
保
障
理
事
会
で
決
議
が
な
さ
れ
て
は

じ
ま
る
の
で
す
。
そ
れ
で
国
連
軍
が
出
動
す
る
、

或
い
は
多
国
籍
軍
が
結
成
さ
れ
て
、
侵
略
者
を
追

い
出
す
。
こ
う
い
う
言
う
な
れ
ば
、
政
治
プ
ロ
セ

ス
が
よ
う
や
く
確
立
し
て
き
た
と
い
う
だ
け
な
の

で
す
。
法
律
的
に
は
、
い
ま
で
も
厳
密
に
い
う
と

犯
罪
と
い
う
ふ
う
に
、
な
か
な
か
認
定
で
き
な
い

と
い
う
の
が
、
国
際
法
の
専
門
家
の
意
見
で
あ
り
、

こ
れ
は
非
常
に
論
理
的
に
納
得
で
き
る
説
明
で
す
。

私
は
そ
れ
が
い
い
と
い
う
こ
と
を
、
言
っ
て
い

る
わ
け
で
は
決
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
一
九
二
八

年
、
パ
リ
不
戦
条
約
と
い
う
の
が
成
立
し
ま
し
て
、

そ
れ
以
来
、
侵
攻
戦
争
が
悪
で
あ
る
と
い
う
価
値

観
が
、
段
々
世
界
中
に
広
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す

か
ら
、
私
は
そ
れ
が
い
ず
れ
の
日
に
か
、
法
律
的

に
も
き
ち
ん
と
制
定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
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と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
ま

し
て
も
、
一
九
四
五
年
の
時
点
で
そ
う
い
う
こ
と

は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
日
本
を
け
し
か
ら
ん
と

裁
い
た
国
々
が
、
と
う
の
昔
か
ら
植
民
地
主
義
を

や
り
、
日
本
が
謝
っ
て
や
め
た
後
も
、
そ
れ
を
続

け
た
と
い
う
事
実
。
こ
れ
は
お
互
い
に
認
識
を
し

て
お
か
な
け
れ
ば
、
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
日
本
だ
け
が
さ
も

悪
逆
非
道
な
国
家
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
占
領
政

策
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
教
え
方
を
、
独
立
後
も
日

本
は
ず
っ
と
続
け
て
き
た
の
で
す
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
は
条

件
が
幾
つ
か
付
い
て
お
り
ま
す
。
驚
い
た
こ
と
に
、

独
立
を
回
復
し
て
か
ら
す
で
に
五
五
年
目
で
す
け

れ
ど
も
、
現
在
の
文
部
科
学
省
検
定
の
中
学
校
、

高
校
の
教
科
書
の
九
九
％
と
い
っ
て
も
宜
し
い
の

で
す
が
、
日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
、
無
条

件
で
降
伏
を
し
た
と
書
い
て
あ
る
の
で
す
。
つ
ま

り
、
占
領
下
で
ア
メ
リ
カ
を
主
と
す
る
占
領
軍
に

押
し
付
け
ら
れ
た
、
事
実
と
は
違
う
教
え
方
が
い

ま
だ
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
不
思
議
な
こ
と
は
、

そ
ろ
そ
ろ
き
ち
ん
と
考
え
直
し
て
も
、
宜
し
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安
倍
総
理
が
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
と
い

う
こ
と
を
掲
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
決
し
て

昔
の
帝
国
主
義
、
軍
国
主
義
の
時
代
に
戻
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
て
、
日
本
民
族
の
誇
り
、
そ
し

て
日
本
国
の
独
立
を
守
る
た
め
に
は
、
き
ち
ん
と

冷
静
、
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
い
て
、
日
本
が
国

際
社
会
の
中
で
ど
う
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
、

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
。
こ
れ
を
い
ま
も
っ
て
し
て
い
な
い
こ

と
が
、
私
は
戦
後
の
価
値
観
が
ゆ
が
ん
だ
ま
ま
で

あ
る
こ
と
の
、
一
番
の
根
本
で
は
な
い
か
と
思
う

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

例
え
ば
、
犯
罪
者
の
人
権
ば
か
り
を
大
事
に
し

て
、
被
害
者
の
人
権
を
あ
ま
り
顧
な
い
と
い
う
よ

う
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
確
か
、
一
〇
年
ほ
ど
前

で
し
た
か
、
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
が
運
転

台
で
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
ラ
ッ
パ
飲
み
し
な
が
ら
東
名

高
速
道
路
を
運
転
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ラ
イ
ブ
の

乗
用
車
に
追
突
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
。
こ
の
事

故
で
乗
用
車
が
炎
上
し
、
後
部
座
席
に
乗
っ
て
い

た
幼
い
女
児
二
人
が
焼
死
、
前
部
座
席
の
両
親
も

大
や
け
ど
を
し
た
の
で
す
。

こ
の
時
の
罪
名
は
業
務
上
過
失
致
死
罪
で
、
当

時
、
最
高
刑
は
五
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
も
、

判
決
は
一
審
、
二
審
と
も
懲
役
四
年
。
な
ぜ
か
と

い
い
ま
す
と
、
日
本
は
判
例
主
義
を
と
っ
て
お
り
、

従
来
ケ
ー
ス
の
最
高
刑
に
倣
っ
た
か
ら
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
世
論
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、

危
険
運
転
致
死
傷
罪
が
で
き
、
今
は
最
高
刑
が
二

〇
年
に
な
り
ま
し
た
。
罪
を
重
く
す
る
と
民
主
主

義
に
反
す
る
。
個
人
的
人
権
を
侵
害
す
る
こ
と
に

な
る
、
そ
う
い
う
妙
な
人
権
意
識
・
感
覚
、
こ
れ

が
戦
後
教
育
の
中
で
、
我
々
に
植
え
付
け
ら
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
い
ま
、
世
論

が
段
々
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
が
、
後
ほ
ど

申
し
上
げ
ま
す
よ
う
に
、
私
は
罰
則
を
強
化
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
徹
底
し
た
論
理
的
検
討
の
欠
如
と
、
付

和
雷
同
的
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
の
話
に
、
移
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

レ
ジ
ュ
メ
で
は
▽
教
育
に
関
す
る
基
本
的
理
念

の
「
ゆ
れ
」
▽
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
ブ
ー
ム
の
誤
り
▽

Ｉ
Ｔ
革
命
と
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
論
▽
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
の
偏
り
ー
の
四
点
を
掲

げ
ま
し
た
が
、
時
間
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、

最
も
典
型
的
な
例
で
あ
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
ブ
ー
ム

の
こ
と
だ
け
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
九
九
九
年
の
半
ば
頃
か
ら
、
世
界
中
が
ミ
レ

ニ
ア
ム
・
ブ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年

と
い
う
年
が
、
新
し
い
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
始
ま
り
で

あ
る
と
さ
れ
た
の
で
す
。
皆
さ
ま
ご
存
知
の
よ
う

に
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
が
世
紀
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
は
千
年
紀
と
日
本
語
に
訳
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
暦
を
一
〇
〇
〇
年
毎
に
区
切
っ
た

期
間
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
二
〇
〇
〇
年
が
ミ

レ
ニ
ア
ム
で
あ
る
と
、
大
騒
ぎ
を
し
て
し
ま
っ
た
。

結
論
か
ら
申
し
上
げ
る
と
、
こ
れ
は
一
年
早
ま
っ

た
の
で
す
。

私
は
、
そ
の
二
、
三
年
前
ま
で
は
ミ
レ
ニ
ア
ム

と
い
う
単
語
を
、
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る
時
、

そ
の
単
語
に
出
会
い
ま
し
て
、
知
ら
な
い
も
で
す

か
ら
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
デ
ス
ク
版
を
引
い
て
調
べ

ま
し
て
、
Ｘ
〇
〇
一
年
か
ら
始
ま
っ
て
、
Ｙ
〇
〇

〇
年
ま
で
と
、
ち
ゃ
ん
と
解
説
が
出
て
い
た
の
を

記
憶
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
あ
の
騒
ぎ
の
と

き
に
お
か
し
い
と
思
い
、
も
う
一
度
辞
書
を
見
て
、

世
の
中
の
騒
ぎ
が
間
違
い
だ
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

ど
う
し
て
、
そ
ん
な
間
違
い
が
起
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。
誰
か
が
目
新
し
い
こ
と
、
耳
新
し
い
こ
と

を
言
っ
て
、
世
の
中
が
付
和
雷
同
を
し
て
し
ま
っ

た
わ
け
で
す
が
、
多
分
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
二
〇

〇
〇
年
問
題
等
の
特
殊
な
年
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ

れ
に
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
こ
と
を

大
聖
年
と
い
う
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ

は
、
四
桁
の
数
字
の
頭
が
一
か
ら
二
に
変
わ
る
。

こ
う
い
う
単
純
な
こ
と
で
、
ま
る
で
新
し
い
時
代

が
始
ま
る
の
だ
と
い
う
感
覚
を
、
最
初
に
誰
か
が

持
ち
、
勘
違
い
で
ミ
レ
ニ
ア
ム
だ
と
言
い
出
し
た

の
を
、
み
ん
な
が
付
和
雷
同
的
に
追
い
か
け
た
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
だ
け
が

異
論
を
唱
え
る
の
で
は
な
く
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
に

そ
う
書
い
て
あ
る
と
言
え
ば
、
信
じ
て
い
た
だ
け

る
で
し
ょ
う
ね
。
生
意
気
な
よ
う
で
す
が
、
私
は

会
社
の
若
い
連
中
に
も
「
噂
や
伝
聞
は
情
報
と
思

う
な
。
ち
ゃ
ん
と
原
典
・
根
拠
を
確
か
め
て
、
そ

の
上
で
そ
れ
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
論

理
的
に
考
え
て
納
得
す
る
ま
で
、
突
き
詰
め
る
こ

と
を
心
掛
け
る
」
よ
う
に
申
し
て
お
り
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
に
、
書
い
て
あ
る
か
ら
い
い
で

は
な
く
て
、
理
由
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
実
は
簡
単

な
話
で
す
。
人
間
は
オ
ギ
ャ
ア
と
生
ま
れ
た
ら
、

ゼ
ロ
歳
で
し
ょ
う
。
温
度
計
も
一
度
に
な
る
ま
で

の
間
に
、
ゼ
ロ
点
、
何
度
の
ゼ
ロ
度
帯
の
幅
が
ご

ざ
い
ま
す
。

暦
に
は
、
ゼ
ロ
年
と
い
う
年
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
。
西
暦
も
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン

ト
は
あ
り
ま
す
ね
。
紀
元
前
一
年
一
二
月
三
一
日

― ８ ―



の
真
夜
中
の
一
二
時
。
時
計
の
針
が
真
上
を
指
す

瞬
間
で
す
。
即
ち
、
西
暦
一
年
一
月
一
日
の
午
前

〇
時
で
す
。
こ
の
瞬
間
だ
け
が
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト

で
す
が
、
そ
の
前
は
ゼ
ロ
年
で
は
な
く
て
紀
元
前

一
年
で
す
。
そ
の
後
は
西
暦
ゼ
ロ
年
で
は
な
く
、

一
年
で
す
。
一
か
ら
始
ま
る
の
で
す
か
ら
一
〇
ま

で
数
え
終
わ
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
で
ご
ざ
い

ま
し
ょ
う
。
次
の
一
〇
年
は
一
一
年
か
ら
始
ま
る
。

こ
れ
は
一
〇
〇
年
で
も
、
一
〇
〇
〇
年
で
も
構
造

は
同
じ
で
す
。
暦
に
ゼ
ロ
年
は
な
い
の
で
す
か
ら
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
の
区
切
り
は
一
年
か
ら
一
〇
〇
〇
年

ま
で
、
一
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
、
そ

し
て
第
三
ミ
レ
ニ
ア
ム
は
二
〇
〇
一
年
か
ら
三
〇

〇
〇
年
ま
で
と
な
る
わ
け
で
す
。

暦
の
間
違
い
位
な
ら
、
目
く
じ
ら
立
て
な
く
て

も
…
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を

永
遠
に
間
違
っ
て
い
ま
す
と
、
第
一
ミ
レ
ニ
ア
ム

が
一
〇
〇
〇
年
で
第
二
ミ
レ
ニ
ア
ム
が
九
九
九
年
、

そ
れ
か
ら
後
は
一
〇
〇
〇
年
ず
つ
に
な
る
の
か
、

ど
こ
か
で
修
正
さ
れ
て
一
〇
〇
一
年
の
ミ
レ
ニ
ア

ム
が
出
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
こ

と
で
人
類
史
を
纏
め
る
の
は
、
如
何
な
も
の
か
と

思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
の
外
交
政
策
、
或
い
は
会
社
の
長

期
経
営
戦
略
と
か
、
よ
り
重
要
な
問
題
を
考
え
る

時
に
、
噂
や
伝
聞
な
ど
を
正
し
い
情
報
と
信
じ
込

ん
で
、
よ
く
確
か
め
も
せ
ず
に
、
原
典
に
も
遡
ら

ず
に
、
そ
し
て
よ
く
考
え
れ
ば
論
理
的
に
も
納
得

で
き
な
い
こ
と
を
、
誰
か
が
言
っ
て
い
た
と
か
、

テ
レ
ビ
で
著
名
人
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
か
ら
、
そ

う
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
や
っ
た
ら
、
こ
れ

は
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ミ
レ
ニ
ア
ム
騒
ぎ
の
時
に
、
非
常
に
心
外
だ
っ

た
の
は
、
今
で
も
署
名
入
り
論
説
を
某
新
聞
に
お

書
き
に
な
る
有
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
方
に

「
あ
れ
、
違
い
ま
す
よ
ね
」
と
言
い
ま
し
た
ら
、

「
今
頃
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
だ
っ
て
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
だ

っ
て
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
だ
な
ん
て
言
っ
て
い
る

の
は
、
日
本
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
二
〇
〇
〇

年
で
い
い
の
で
す
よ
」
と
言
う
の
で
す
。
も
う
一

人
、
有
名
な
政
治
評
論
家
は
「
あ
れ
は
確
か
二
説

あ
っ
て
ね
」
と
言
う
の
で
す
。
二
説
は
な
い
の
で

す
。
著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
新
聞
や
テ
レ
ビ

に
、
い
つ
も
出
て
く
る
方
々
で
も
そ
う
い
う
こ
と

で
、
確
か
め
も
せ
ず
に
署
名
記
事
を
書
い
た
り
、

テ
レ
ビ
で
堂
々
と
論
陣
を
張
っ
た
り
す
る
。
我
々

と
し
て
は
、
是
非
気
を
付
け
た
い
と
思
う
の
で
あ

り
ま
す
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
も
、

全
く
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
り
ま
し

て
、
我
こ
そ
は
株
主
で
あ
り
、
株
主
で
あ
り
と
言

う
人
た
ち
、
よ
く
よ
く
見
る
と
、
法
律
的
に
は
と

も
か
く
、
道
義
的
に
問
題
が
あ
り
そ
う
な
方
法
で
、

大
量
の
株
を
取
得
し
、
い
き
な
り
株
主
だ
と
名
乗

り
を
上
げ
、
我
こ
そ
は
大
勢
の
株
主
の
代
弁
者
で

あ
る
と
称
し
て
、
社
長
室
に
乗
り
込
み
声
高
に
い

ろ
い
ろ
な
要
求
を
す
る
人
が
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
の
人
た
ち
は
株
価
が
上
が
っ
た
時
、
ど

う
す
る
か
と
言
う
と
、
あ
る
日
突
然
売
り
抜
け
ま

す
。
サ
ヤ
取
り
ゲ
ー
ム
だ
け
を
や
る
わ
け
で
す
。

後
に
残
さ
れ
た
の
は
、
必
要
な
設
備
投
資
も
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
せ
ず
に
、
一
生
懸
命
利
益
を
上
げ
て

株
価
を
上
げ
、
配
当
を
増
や
し
て
体
質
の
弱
く
な

っ
た
会
社
で
す
。
そ
の
会
社
の
将
来
を
楽
し
み
に
、

長
期
的
株
主
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
よ
う
な
、

本
当
の
意
味
の
株
主
が
残
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
が
ち
な
の
で
す
。
最
近
、
株
主
主
権
論
と

い
う
の
が
流
行
っ
て
い
ま
す
。
個
人
が
一
〇
〇
％

株
を
持
っ
て
い
る
会
社
は
、
完
全
な
株
主
の
持
ち

物
で
あ
る
と
考
え
て
宜
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
少

な
く
と
も
上
場
会
社
の
場
合
は
、
声
高
に
株
価
を

上
げ
さ
せ
て
売
り
抜
け
る
よ
う
な
株
主
が
持
ち
主

で
あ
っ
て
宜
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

三
つ
目
の
長
期
的
・
全
体
的
展
望
の
欠
如
で
す

が
、
と
か
く
我
々
は
目
先
の
こ
と
に
気
を
取
ら
れ

や
す
い
の
で
す
。
今
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
と
も
関
連
し
ま
す
が
、
昔
、
日
本
の
経
営
者

は
ア
メ
リ
カ
の
経
営
者
に
対
し
て
、
彼
ら
は
短
期

的
な
利
益
ば
か
り
追
っ
て
、
長
期
的
経
営
を
し
て

い
な
い
と
批
判
し
て
お
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

最
近
の
日
本
の
経
営
は
、
ほ
と
ん
ど
ア
メ
リ
カ
的

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て

な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
も
▽
社
会
環
境
の
変
化
（
男
女
共
同
参

加
型
社
会
へ
の
変
化
な
ど
）
▽
「
激
動
の
時
代
」

と
「
微
動
の
集
積
」
▽
過
去
延
長
型
／
前
例
踏
襲

型
／
現
状
肯
定
型
vs
環
境
変
化
適
応
型
発
想
▽
短

期
的
な
最
適
の
積
み
重
ね
が
長
期
的
最
適
を
実
現

す
る
か
？
▽
「
事
勿
れ

そ
の
場
し
の
ぎ
で

先

送
り
」
等
、
い
ろ
い
ろ
列
記
し
ま
し
た
が
、
一
つ

重
要
な
こ
と
は
、
今
、
世
界
の
人
口
は
何
人
お
り

ま
し
ょ
う
か
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
ま
す

と
、
き
の
う
午
後
の
時
点
で
、
な
ん
と
六
五
億
六

六
〇
〇
万
人
で
す
。
一
分
間
に
全
世
界
で
一
五
〇

人
、
一
日
二
〇
万
人
、
一
年
間
で
八
〇
〇
〇
万
人

ず
つ
人
間
が
増
え
て
い
ま
す
。
過
去
四
〇
年
間
で

人
口
が
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
海
外
依
存
率
が
約
九
〇

％
で
す
。
食
糧
の
海
外
依
存
率
が
約
六
〇
％
、
逆

に
言
え
ば
、
自
給
率
が
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
四
〇

％
で
す
。
こ
れ
か
ら
こ
う
し
て
ど
ん
ど
ん
人
間
が

増
え
て
い
っ
て
、
日
本
の
自
給
率
を
こ
れ
以
上
、

下
げ
て
い
い
の
か
。
そ
う
し
た
こ
と
を
、
経
済
学

者
は
あ
ま
り
問
題
に
し
ま
せ
ん
。
目
の
前
の
Ｇ
Ｎ

Ｐ
成
長
率
ば
か
り
が
、
も
っ
ぱ
ら
議
論
の
対
象
に
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な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
短
期
的
な
最
適
の
積

み
重
ね
が
、
長
期
的
最
適
を
実
現
す
る
か
と
い
う

と
、
こ
れ
は
絶
対
に
あ
り
得
な
い
わ
け
で
す
。
も

う
少
し
長
期
的
観
点
に
立
っ
て
、
日
本
の
将
来
を

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

思
い
で
、
い
っ
ぱ
い
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

安
全
保
障
に
つ
い
て
も
そ
う
で
す
。
最
近
は
、

か
な
り
改
善
が
な
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
不
十
分
で
す
。
私
の
感
覚
で
は
、
も
し
海
外

か
ら
攻
め
ら
れ
た
時
、
ど
う
対
応
す
る
か
を
検
討

し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
防
衛
省
の
怠
慢

だ
と
思
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
前
ま
で
は
、
そ
れ
を

検
討
し
た
だ
け
で
責
任
を
と
っ
て
辞
め
さ
せ
ら
れ

た
、
と
い
う
よ
う
な
、
時
代
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
非
武
装
中
立
を
主
張
し
、
隣
の
将
軍

さ
ま
は
平
和
主
義
者
で
、
そ
の
国
は
地
上
の
楽
園

だ
、
拉
致
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
動
機
が
な
い
か

ら
存
在
し
な
い
と
、
一
部
の
政
治
家
が
大
声
を
上

げ
て
言
っ
て
お
り
ま
し
た
ね
。
果
た
し
て
、
そ
の

通
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
非
武
装
中
立
な
ど
と
い
う
の
は
、
国
際
法
上

あ
り
得
な
い
概
念
な
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
も
過

去
一
、
二
年
の
間
に
、
俄
か
勉
強
し
た
こ
と
で
す

が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ス
イ
ス
は
中
立
を
守

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
時
国
際
法
の
上
で
中

立
国
の
義
務
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
の
戦

争
当
事
国
に
対
し
て
も
、
有
利
な
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
当

事
国
の
一
方
が
中
立
国
の
領
土
を
利
用
し
て
戦
お

う
と
す
る
よ
う
な
時
は
、
断
固
武
力
で
排
除
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
非
武
装

だ
っ
た
ら
、
排
除
で
き
な
い
の
で
す
。

こ
こ
に
驚
く
べ
き
事
実
が
あ
り
ま
す
。
第
二
次

大
戦
中
、
ス
イ
ス
は
何
機
も
外
国
軍
隊
の
航
空
機

を
撃
墜
し
て
い
る
。
な
ん
と
連
合
軍
の
航
空
機
は

一
九
〇
機
、
ド
イ
ツ
の
航
空
機
も
六
〇
機
を
撃
墜

し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。つ
ま
り
、双
方
と
も
ス

イ
ス
の
領
土
を
侵
犯
し
て
は
な
ら
な
い
、
例
え
ば

連
合
軍
の
航
空
機
が
、
ス
イ
ス
の
上
空
を
経
て
ド

イ
ツ
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
ら
、
ま
ず
ス
イ
ス
軍

が
出
動
し
、
こ
れ
を
撃
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
が
、
中
立
国
の
義
務
な
の
だ
そ
う
で
す
。

日
本
の
新
聞
で
は
、
非
武
装
中
立
と
い
う
言
葉

が
、
あ
た
か
も
正
義
を
表
す
用
語
で
あ
る
か
の
よ

う
に
長
年
扱
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

実
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
知
ら
な
い

と
い
う
の
は
、
本
当
に
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。

社
会
的
価
値
観
の
大
転
換
を

実
現
す
る
た
め
の
教
育
・
社
会
改
革

こ
う
い
う
歪
ん
だ
価
値
観
が
、
ま
だ
ま
だ
日
本

の
中
に
は
残
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
大
転
換
し

て
、
教
育
・
社
会
改
革
を
実
行
す
る
こ
と
が
、
私

は
国
づ
く
り
の
根
本
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

幼
児
期
か
ら
の
躾
・
道
徳
教
育
、
こ
れ
が
、
ま

ず
第
一
歩
で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
「
人
間
は
自
分

勝
手
に
生
き
て
は
い
け
な
い
の
だ
。
自
分
も
大
事

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
自
分
以
外
の
他
人

の
こ
と
も
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う

い
う
個
々
人
が
集
ま
っ
て
、
社
会
に
な
り
、
国
に

な
る
。
一
人
一
人
の
人
間
が
自
分
を
大
事
に
す
る

と
同
時
に
、
社
会
の
、
或
い
は
国
の
一
員
で
あ
り
、

国
に
対
す
る
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で

支
え
あ
っ
て
生
き
て
い
く
の
が
、
世
の
中
な
の

だ
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
本
当
は
家
庭
教
育
で
や
る
べ
き
な
の
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
い
ま
の
子
育
て
世
代
の
ご
両

親
方
は
、
戦
後
教
育
の
産
物
で
す
か
ら
、
ほ
と
ん

ど
期
待
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
事
例
は
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ま
方
も
目
に
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
問
題
を
き
ち
ん
と
す
る
た
め
に
は
、

幼
稚
園
、
保
育
園
で
躾
・
道
徳
教
育
を
も
っ
と
も

っ
と
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
幼
稚
園
は
こ
の
と
こ
ろ
、
か
な
り
進
ん
で
参

り
ま
し
た
。
保
育
園
の
場
合
は
、
ま
だ
ま
だ
「
生

理
的
・
肉
体
的
保
育
」
と
申
し
ま
す
か
、
栄
養
と

か
、
休
養
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
主
で
ご
ざ
い

ま
す
。
勿
論
、
保
育
士
さ
ん
た
ち
も
、
躾
は
や
っ

て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
保
育
士
さ

ん
た
ち
の
正
式
の
仕
事
と
し
て
、
き
ち
ん
と
制
度

化
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
は
提
案
し

た
い
の
で
す
。

初
等
・
中
等
教
育
段
階
で
は
、
基
礎
教
育
を
き

ち
っ
と
徹
底
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
そ
れ
も
現

代
版
の
ヨ
ミ
・
カ
キ
・
ソ
ロ
バ
ン
の
、
徹
底
習
得

と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
、
私
が
強
調
し
た
い
の

は
国
語
教
育
、
こ
れ
を
き
ち
ん
と
や
ら
な
い
と
だ

め
で
す
。
小
学
校
か
ら
英
語
教
育
を
と
い
う
話
が

出
て
い
ま
す
。
私
は
余
裕
が
あ
れ
ば
そ
れ
も
宜
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
中
途
半
端
な
教
え

方
で
は
困
る
。
ま
ず
国
語
を
き
ち
ん
と
教
え
て
、

日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
日
本
語

で
の
論
理
的
発
想
力
・
思
考
力
を
確
立
し
た
上
で
、

そ
れ
か
ら
外
国
語
を
習
っ
て
も
、
決
し
て
遅
く
は

な
い
と
い
う
の
が
、
私
の
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
、
い
ま
の
子
供
さ
ん
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど

本
を
読
み
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
子
供
の
頃
、
大
き

な
楽
し
み
の
一
つ
は
読
書
で
し
た
。
冒
険
小
説
、

剣
豪
も
の
の
時
代
小
説
、
空
想
科
学
小
説
、
探
偵

小
説
―
。
粗
末
な
印
刷
の
も
の
で
し
た
が
、
友
達

と
貸
し
借
り
し
た
り
、
巡
回
図
書
館
で
借
り
た
り
、

小
遣
い
を
も
ら
う
と
本
屋
に
走
っ
て
、
そ
う
い
う

も
の
を
買
っ
て
来
て
、
夢
中
で
読
ん
だ
も
の
で
す
。

い
ま
は
楽
し
い
も
の
が
多
過
ぎ
ま
す
。
大
体
平
均

三
時
間
は
テ
レ
ビ
に
費
や
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

た
ま
に
本
を
読
ん
で
い
る
と
思
う
と
そ
れ
が
漫
画

で
す
。
し
か
も
最
近
の
漫
画
は
「
ぎ
ゃ
ッ
」、「
ぐ

さ
ッ
」
等
の
言
葉
が
主
で
、
文
字
が
少
な
い
。
皆

さ
ま
方
は
ご
存
知
か
ど
う
か
、
暴
力
や
セ
ッ
ク
ス

に
関
す
る
刺
激
的
な
絵
と
間
投
詞
の
羅
列
で
、
ス

ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
れ
を
小
学
校
低
学
年
の
子
供
た
ち
が
、表
現
・

出
版
の
自
由
と
い
う
美
名
の
も
と
に
読
ん
で
い
る

わ
け
で
、
こ
れ
も
大
変
困
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
に
飽
き
る
と
次
は
、
黙
っ
て
携
帯
メ
ー

ル
か
な
に
か
を
始
め
て
い
る
。
こ
れ
で
は
文
字
は

覚
え
ま
せ
ん
。

昨
年
、
お
盆
の
頃
の
夜
中
に
放
映
さ
れ
た
番
組
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で
す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
で
国
語
教
育
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
た
ま
た

ま
私
は
お
招
き
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
先
生
方
に
「
宿
題
を
出
し
て
下
さ
い
」
と
強
調

し
た
の
で
す
。
国
語
の
教
科
書
を
読
む
こ
と
は
当

然
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
不

十
分
な
の
で
、
副
読
本
を
宿
題
と
し
て
与
え
、
意

味
や
読
み
方
の
分
か
ら
な
い
も
の
は
ノ
ー
ト
に
書

き
出
し
て
、
そ
れ
を
自
分
で
調
べ
る
よ
う
に
さ
せ

た
ら
ど
う
か
。
親
御
さ
ん
た
ち
も
先
生
に
協
力
し

て
、
宿
題
が
終
る
ま
で
は
テ
レ
ビ
を
見
て
は
い
け

な
い
と
か
、
漫
画
や
携
帯
を
止
め
な
さ
い
と
か
、

厳
し
く
言
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
、
と
提
案
し
た
の

で
す
。
も
っ
と
も
あ
ま
り
厳
し
く
や
り
過
ぎ
る
と
、

な
に
や
か
や
事
件
が
多
い
よ
う
で
す
か
ら
、
気
を

つ
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
こ
と
で

も
し
な
い
と
、
今
の
若
い
人
た
ち
の
国
語
力
は
、

向
上
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
の
問
題
を
、

特
に
中
等
教
育
で
は
や
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
近
現
代
史
の
学
習
を
、
重
点
的
に
行

う
こ
と
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
と
こ

ろ
で
触
れ
ま
し
た
か
ら
、
あ
ま
り
詳
し
く
申
し
あ

げ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
要
す
る
に
明
治
維
新
・
開

国
以
来
の
日
本
が
、
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
通
っ

て
今
日
に
至
っ
て
い
る
か
と
言
う
こ
と
を
、
き
ち

ん
と
教
え
る
べ
き
で
す
。
大
体
の
学
校
が
学
期
末

時
間
切
れ
で
、
そ
の
辺
は
触
ら
な
い
よ
う
で
す
ね
。

あ
る
い
は
、
触
ら
ぬ
神
に
祟
り
な
し
と
い
う
こ
と

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
と
か
く
攻
撃
さ
れ
易
い
よ
う

な
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
先
生
方
も
億
劫

に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
も
、
先
生
方
が

お
使
い
に
な
る
教
科
書
は
、
占
領
下
で
押
し
付
け

ら
れ
た
物
の
見
方
を
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る

わ
け
で
す
。

こ
れ
で
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
大
体
開
国

し
た
時
に
、
日
本
が
見
た
も
の
は
世
界
中
吹
き
荒

れ
る
植
民
地
主
義
の
嵐
で
し
た
。
大
航
海
時
代
頃

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
…
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
な
ど
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ

イ
ン
が
全
部
占
領
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
嵐
の
中
に
日
本
は
開
国
を
し
た
の
で
す
。

当
時
、
日
本
自
身
が
植
民
地
主
義
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
な
り
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
先
輩
た
ち

は
富
国
強
兵
策
で
、
日
本
の
独
立
を
守
る
た
め
に
、

一
生
懸
命
努
力
を
し
た
の
で
す
。
富
国
強
兵
な
ど

と
言
う
と
、
と
ん
で
も
な
い
考
え
方
の
よ
う
に
攻

撃
を
す
る
人
が
結
構
多
い
の
で
す
が
、
し
か
し
、

日
本
が
当
時
富
国
強
兵
策
を
と
ら
な
か
っ
た
ら
、

間
違
い
な
く
日
本
は
ど
こ
か
の
国
の
植
民
地
に
な

っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

あ
ら
ゆ
る
戦
争
は
、
悪
で
あ
る
と
言
い
ま
す
が
、

し
か
し
、
も
し
日
露
戦
争
で
東
郷
艦
隊
の
奮
戦
が

な
く
て
、
あ
の
時
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
に
敗
れ
て
い

た
ら
、
多
分
我
々
が
真
っ
先
に
習
う
外
国
語
は
英

語
で
は
な
く
て
、
ロ
シ
ア
語
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
本
当
に
そ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
日
本
も
そ
う
い

う
列
強
の
植
民
地
主
義
の
嵐
の
中
で
、
あ
の
マ
ッ

カ
サ
ー
元
帥
で
さ
え
も
が
、
後
に
な
っ
て
昭
和
二

六
年
五
月
三
日
の
米
国
上
院
軍
事
外
交
合
同
委
員

会
に
お
い
て
、
日
本
が
戦
争
に
訴
え
た
の
は
ほ
と

ん
ど
自
衛
が
目
的
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
証
言

し
て
い
る
の
で
す
。
相
手
が
言
っ
て
く
れ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
全
て
日
本
の
や
っ
た
こ
と
は
正
し
い

と
主
張
し
た
ら
、
こ
れ
ま
た
行
き
過
ぎ
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
要
す
る
に
日
本
は
、
日
露
戦
争

に
し
て
も
第
二
次
世
界
大
戦
に
し
て
も
、
自
衛
の

側
面
も
か
な
り
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
隠

蔽
し
て
、
あ
た
か
も
日
本
だ
け
が
極
悪
非
道
な
帝

国
主
義
国
家
だ
っ
た
と
の
教
え
方
を
、
ず
っ
と
し

て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

日
本
と
ド
イ
ツ
を
並
べ
て
議
論
す
る
人
が
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
保
守
系
の
政
治
家
の
中
に
も
い

ま
す
。
い
わ
く
、
ド
イ
ツ
は
十
分
に
謝
罪
し
た
が
、

日
本
は
謝
り
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
…
と
。
私

は
、
真
っ
向
か
ら
反
論
し
ま
し
た
。
日
本
も
悪
い

と
こ
ろ
は
謝
罪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
日
本

と
ド
イ
ツ
を
並
べ
る
の
は
お
か
し
い
。
確
か
に
、

三
国
同
盟
の
同
盟
国
で
は
あ
っ
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ

戦
争
に
敗
れ
て
戦
争
裁
判
で
裁
か
れ
た
。
そ
う
い

う
共
通
点
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
絶
対
に
共
通
し
て
い
な
い
重
要
な
点

が
、
一
つ
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
も
第
一
線

の
軍
隊
が
い
ろ
い
ろ
な
不
法
行
為
を
し
た
、
こ
れ

は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
が
い
つ

国
策
と
し
て
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
や
っ
た
ユ
ダ

ヤ
人
の
大
量
虐
殺
の
よ
う
な
こ
と
を
や
り
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
絶
対
に
や
っ
て
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
胸
を
張
っ
て
堂
々
と
言
う
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
あ
る
講
演
会
で
講
師
に
、
あ
な
た
が

日
本
を
並
べ
る
の
は
ド
イ
ツ
で
は
な
く
て
、
フ
ラ

ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
等
々
で
は
な
い
で
す
か
、
と
い
う
こ
と

を
言
っ
た
の
で
す
。
日
本
は
ド
イ
ツ
と
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
や
っ
た
と
い
う
の
は
全
く
の
誤
解
、
曲

解
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
申
し
上
げ
た
い
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
す
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
一
一

条
で
日
本
は
東
京
裁
判
を
受
け
入
れ
た
と
、
多
く

の
政
治
家
が
間
違
っ
て
信
じ
込
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
裁
判
を
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
判
決

を
受
け
入
れ
て
刑
の
執
行
を
停
止
し
な
い
こ
と
を

約
束
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
そ
の
後
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も
巣
鴨
を
始
め
と
す
る
刑
務
所
に
、
戦
犯
が
繋
が

れ
て
い
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
気
の
毒
だ
し
、
国
際
法

の
慣
習
に
反
す
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
講
和
条

約
発
効
後
、
国
会
で
四
回
に
わ
た
っ
て
戦
犯
の
全

員
赦
免
を
求
め
る
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
全
員
赦
免
が
実
現
し
、
Ａ
級
戦
犯
の
中
か

ら
国
会
議
員
に
な
り
、
閣
僚
に
な
り
、
お
一
人
は

確
か
辞
退
な
さ
っ
た
が
勲
一
等
を
お
受
け
に
な
っ

た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
重
光
葵
さ
ん
で
す
。

敗
戦
時
の
外
務
大
臣
で
巣
鴨
か
ら
出
て
、
後
に
外

務
大
臣
に
返
り
咲
か
れ
て
、
勲
一
等
を
受
け
て
お

ら
れ
ま
す
。
も
う
お
一
人
は
、
賀
屋
興
宣
さ
ん
で

法
務
大
臣
に
な
り
、
完
全
に
名
誉
を
回
復
し
て
い

る
の
で
す
。

で
は
、
な
ぜ
命
を
差
し
出
し
て
罪
を
償
っ
た
人

た
ち
が
、
仮
に
罪
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
つ
ま

で
も
悪
人
だ
、
悪
人
だ
と
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
る

こ
と
が
、
果
た
し
て
人
権
上
の
観
点
か
ら
も
、
許

さ
れ
て
よ
い
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
こ
の
辺
の

こ
と
を
我
々
は
、
き
ち
ん
と
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
恐
ら
く
自
民
党
の
政
治
家
の

中
で
こ
の
辺
に
一
番
お
詳
し
い
の
は
、
安
倍
総
理

ご
本
人
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。
安
倍
さ
ん
は
総

理
に
な
ら
れ
る
ま
で
、
そ
う
い
う
発
言
を
ず
っ
と

続
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
総
理
就
任
後
は
や
や
政

治
的
に
そ
の
辺
は
曖
昧
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

私
は
曖
昧
戦
略
と
い
う
の
は
究
極
の
と
こ
ろ
で
は
、

維
持
し
得
な
い
と
思
う
の
で
す
。
や
は
り
歴
史
的

事
実
に
基
づ
い
て
、
国
際
法
の
観
点
か
ら
き
ち
ん

と
し
た
主
張
を
す
る
こ
と
が
、
長
期
的
な
日
中
友

好
を
確
立
す
る
た
め
に
は
絶
対
必
要
な
こ
と
だ
ろ

う
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

い
ま
申
上
げ
ま
し
た
「
裁
判
」
と
「
判
決
」
と

い
う
の
は
、
や
や
こ
し
い
と
お
思
い
に
な
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
要
す
る
に
東
京
裁
判
を
全
部
受

け
入
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
実
は
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
と
い
う
の
は
、
四
つ
の
言

語
が
正
文
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
日
本
語
で
す
。

英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ク

セ
プ
ト
・
ジ
ャ
ジ
メ
ン
ツ
・
オ
ブ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
・

イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
リ
タ
リ
ー
ト
ラ
イ
ビ
ュ

ー
ナ
ル
、
即
ち
極
東
国
際
軍
事
裁
判
の
ジ
ャ
ッ
ジ

メ
ン
ツ
を
日
本
は
ア
ク
セ
プ
ト
す
る
と
あ
る
。

judgm
ents

（
ジ
ャ
ジ
メ
ン
ツ
）
は
、
辞
書
を
引

き
ま
す
と
、
判
決
と
い
う
意
味
が
主
体
で
ご
ざ
い

ま
す
け
ど
も
、
裁
判
と
い
う
意
味
も
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
語
は
、
こ
れ
を
外
務
省
が
「
裁
判
」
と
訳
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の
間
違
っ
た
訳
を
、
ず

っ
と
踏
襲
し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
ど
こ
ま
で

た
っ
て
も
矛
盾
が
解
消
し
な
い
。
そ
れ
で
は
、
ス

ペ
イ
ン
語
は
ど
う
か
。
ス
ペ
イ
ン
語
の
発
音
は
自

信
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ロ
ー
マ
字
式
で
読
む
と
エ
ル
、

ハ
ポ
ン
、
…
ジ
ャ
パ
ン
で
す
ね
。
ア
ク
セ
プ
タ
・

ラ
ス
・
セ
ン
テ
ン
シ
ア
ス
と
書
い
て
あ
る
。
英
語

で
い
う
と
セ
ン
テ
ン
ス
。
セ
ン
テ
ン
ス
に
は
判
決

と
い
う
意
味
だ
け
で
、
裁
判
と
い
う
意
味
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
に
い
ろ
い
ろ
論
証
出
来
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
日
本

は
東
京
裁
判
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、
こ
れ
は
全
く
の
誤
解
、
曲
解
だ
と
い
う
こ

と
を
、
皆
さ
ま
方
に
は
是
非
ご
認
識
い
た
だ
き
た

い
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
そ
う
い
う
近
現
代

史
の
正
確
な
教
育
を
日
本
の
中
で
行
う
べ
き
だ
と
、

私
は
思
い
ま
す
。

高
等
学
校
で
は
、
学
ぶ
場
所
で
あ
る
と
い
う
自

覚
を
持
っ
て
貰
う
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
キ
ャ

リ
ア
教
育
で
す
。
社
会
に
出
て
働
く
と
は
、
ど
う

い
う
こ
と
か
。
こ
れ
は
中
学
校
時
代
か
ら
教
え
る

べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
高
校
以
上
に

つ
い
て
は
社
会
の
一
員
と
し
て
、
親
の
す
ね
を
齧

っ
て
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、

そ
れ
な
ら
ど
こ
か
行
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も

し
ろ
と
言
う
位
の
厳
し
さ
が
な
け
れ
ば
、
私
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
教
育
を
き
ち
ん

と
や
る
べ
き
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
人
社
会
の
道
徳
率
向
上
、
こ
れ
を
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
よ
く
大
人
の
背
中
を
見
て
子
供

は
育
つ
と
言
い
ま
す
。
我
々
大
人
社
会
の
現
状
は
、

果
た
し
て
自
信
を
持
っ
て
子
供
に
背
中
を
見
せ
ら

れ
ま
す
か
。
こ
れ
を
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

大
人
に
対
し
て
今
か
ら
教
育
と
言
っ
て
も
大
変

な
の
で
、
取
敢
え
ず
罰
則
強
化
、
こ
れ
で
や
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
高
校
の
先
生
方
の
集
ま

り
で
、
こ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
た
時
で
し
た
が
、

若
い
女
性
教
諭
か
ら
、「
あ
な
た
の
お
っ
し
ゃ
る

こ
と
は
間
違
い
で
す
」
と
迫
力
を
も
っ
て
叱
ら
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
世
の
中
を
正
す
の
は

罰
則
で
は
な
い
、
愛
情
と
教
育
で
す
」
と
。「
そ

れ
で
良
く
な
れ
ば
理
想
で
す
が
、
現
実
は
良
く
な

ら
な
い
か
ら
私
は
こ
う
主
張
し
て
い
る
の
で
す
」

と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
結
局
平
行
線
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。

あ
と
一
つ
は
、
公
共
の
秩
序
維
持
に
あ
た
る
人

た
ち
の
立
場
を
強
化
し
、
権
限
を
与
え
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
公
共
の
秩
序
維
持
が
仕
事
で
あ
る
の

は
警
察
官
が
典
型
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
か

な
り
立
場
を
強
化
し
、
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ピ
ス
ト
ル
を
携
行
し
て
い
ま
す
し
、
警
察
官

の
職
務
を
妨
害
す
れ
ば
、
公
務
執
行
妨
害
罪
と
い

う
罪
が
科
せ
ら
れ
る
。
気
の
毒
な
の
は
駅
員
や
乗

り
物
の
乗
務
員
、
劇
場
・
野
球
場
等
の
場
内
整
理

員
、
こ
う
い
う
方
々
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
人
た

ち
は
、
殴
ら
れ
た
ら
殴
ら
れ
損
で
す
。
し
か
し
、

そ
う
い
う
方
々
が
身
体
を
張
っ
て
、
公
共
の
場
の

秩
序
維
持
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
局
面
は
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
あ
る

の
で
す
。

広
く
考
え
れ
ば
国
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
責
任

を
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
う
っ
か
り
手
や
口
を

出
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
ま
す
か
ら
迂

闊
な
行
動
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
携
帯
電
話

で
警
察
に
通
報
す
る
、
駅
員
さ
ん
や
場
内
整
理
員

に
す
ぐ
知
ら
せ
る
、
大
勢
の
人
を
集
め
て
み
ん
な

で
大
声
を
出
す
な
ど
、
お
互
い
に
連
帯
感
を
も
っ

て
、
何
ら
か
の
形
で
犯
罪
防
止
に
努
力
す
る
べ
き

で
す
。
こ
う
い
う
連
帯
意
識
が
、
日
本
の
社
会
か

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
昔
は
、
そ
う
い
う
こ
と
は
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当
た
り
前
だ
っ
た
の
で
す
。
連
帯
感
、
責
任
感
、

使
命
感
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
、
日
本
社
会
か
ら

極
め
て
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
先
ほ

ど
か
ら
申
し
上
げ
て
い
る
戦
後
教
育
の
結
果
で
は

な
い
か
と
考
え
、
残
念
で
な
ら
な
い
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。

少
子
化
問
題
へ
の
対
応

少
子
化
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
言

で
申
し
上
げ
れ
ば
、
男
性
と
し
て
の
懺
悔
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
は
、
昔
、

女
性
の
極
め
て
大
き
な
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
供

を
た
く
さ
ん
産
み
、
家
事
を
全
部
引
き
受
け
、
何

一
つ
文
句
も
言
わ
ず
に
、
お
姑
さ
ん
勤
め
を
し
て

き
た
。
そ
う
い
う
女
性
の
努
力
、
犠
牲
の
上
に
日

本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
は
成
り
立
ち
、
子
供
も
た
く

さ
ん
生
ま
れ
て
き
た
、
と
い
う
状
況
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
社
会
背
景
が
全
く

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
よ

ほ
ど
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
私
は
行
過
ぎ
た
男
女
共
同
参
画
推
進

論
者
に
、
与
す
る
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

子
供
を
産
む
こ
と
は
女
性
で
し
か
出
来
ま
せ
ん
。

男
に
は
子
供
は
産
め
ま
せ
ん
。
の
み
な
ら
ず
母
乳

で
育
て
る
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
女
性
の
役
割
は
男
性

に
は
真
似
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
授
乳
期
が
過

ぎ
た
な
ら
ば
、
男
性
で
あ
っ
て
も
人
工
栄
養
を
与

え
る
こ
と
く
ら
い
の
こ
と
は
、
当
然
で
き
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
私
は
あ
る
一
定
の
時
期
を
過
ぎ
た

ら
、
男
性
が
育
児
休
業
を
取
る
こ
と
を
、
大
い
に

推
奨
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
が
育
児

休
業
を
少
な
く
と
も
最
初
の
六
、
七
ヶ
月
の
授
乳

期
に
取
っ
て
い
る
間
に
、
出
来
れ
ば
二
週
間
に
一

度
で
い
い
で
す
か
ら
、
夫
が
会
社
を
休
ん
で
、
家

で
子
守
を
す
る
こ
と
に
し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
、
そ
の
日
は
女
性
が
休
業
中
の
会
社

に
出
て
行
っ
て
、
同
僚
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
新

し
く
開
発
さ
れ
た
新
製
品
な
ど
を
、
実
際
に
自
分

で
い
じ
っ
て
み
る
。
そ
う
す
れ
ば
休
業
明
け
に
会

社
に
出
て
い
っ
た
時
、
浦
島
花
子
さ
ん
に
な
ら
ず

に
す
む
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

し
、
気
分
転
換
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う

や
り
方
が
制
度
化
さ
れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
が
、

取
り
敢
え
ず
は
有
給
休
暇
を
活
用
し
て
で
も
や
っ

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

最
近
、
児
童
虐
待
の
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
そ

う
で
す
。
密
室
に
親
子
二
人
だ
け
で
こ
も
っ
て
い

ま
す
と
、
慣
れ
な
い
子
育
て
で
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

に
な
り
が
ち
で
し
ょ
う
か
ら
、「
親
子
揃
っ
て
保

育
園
」
に
行
く
こ
と
を
提
唱
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
は
子
育
て
の
博
物
館
み
た
い
な
も
の
で
す
。

自
分
の
ゼ
ロ
歳
児
以
外
に
他
所
さ
ま
の
一
歳
児
、

二
歳
児
、
三
歳
児
と
揃
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

と
こ
ろ
で
保
育
士
さ
ん
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、

子
育
て
の
勉
強
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
制
度
化
す

れ
ば
よ
い
。
こ
う
す
れ
ば
、
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
な

ど
は
な
く
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
少
子
化
対
策
は

単
に
「
量
」
の
問
題
だ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

「
質
」
が
大
事
で
す
。
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
お
母

さ
ん
や
お
父
さ
ん
の
も
と
で
、
極
端
な
場
合
は
虐

待
を
受
け
て
育
っ
た
よ
う
な
子
が
、
将
来
の
日
本

を
支
え
る
人
材
に
な
り
得
る
か
ど
う
か
。
私
は
、

そ
れ
は
非
常
に
危
う
い
と
思
い
ま
す
。
小
田
晋
先

生
と
い
う
心
理
学
者
の
方
が
、
犯
罪
者
の
履
歴
を

調
べ
て
み
ま
す
と
、
幼
児
期
に
授
乳
を
通
じ
て
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
不
足
し
て
い
る
者
は
、
と
か
く

長
じ
て
犯
罪
者
に
な
り
勝
ち
で
あ
る
と
、
本
に
書

い
て
お
ら
れ
ま
す
。
子
供
は
本
当
に
豊
か
な
愛
情

を
持
っ
て
、
主
体
的
に
は
親
が
、
そ
し
て
周
囲
の

人
も
、
社
会
も
、
温
か
く
情
操
豊
か
な
人
間
に
育

て
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
の

次
代
を
背
負
う
若
者
が
育
つ
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
子
育
て
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
少

子
化
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が
日
本
の
将

来
に
と
っ
て
必
要
な
の
で
あ
り
、
単
に
あ
た
ま
数

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と
い
う
の
が
、
私
の
考
え

方
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
社
会
の
将
来
を
展
望
し
て

最
後
の
「
日
本
社
会
の
将
来
を
展
望
し
て
」
の

項
に
、
三
点
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
日
本
社
会
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
確

立
し
、
社
会
的
価
値
観
の
大
転
換
を
は
か
る
こ
と
。

二
つ
目
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
「
長
期
的
最

適
」
を
実
現
す
る
信
念
を
持
つ
こ
と
。

そ
し
て
、
三
つ
目
が
事
な
か
れ
を
排
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
。

皆
で
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
う
い
う
努
力
を
し
た

い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

時
間
の
関
係
で
話
を
端
折
っ
て
大
変
恐
縮
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
私
の
拙
い
話
を
終
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
文
責
・
事
務
局
）

﹇
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈

茂
木
賢
三
郎
（
も
ぎ
・
け
ん
ざ
ぶ
ろ
う
）

昭

和
十
三
年
千
葉
県
出
身
。
三
十
五
年
一
橋
大
学

経
済
学
部
を
卒
業
、
三
十
七
年
キ
ッ
コ
ー
マ
ン

�
に
入
社
。
四
十
六
年
か
ら
四
十
八
年
ま
で
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
経
営
大
学
院
へ
留
学
、
М
Ｂ
Ａ

を
取
得
。
五
十
八
年
取
締
役
に
就
任
、
常
務
、

専
務
、
副
社
長
を
経
て
、
平
成
十
六
年
六
月
取

締
役
副
会
長
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。

社
外
関
係
で
は
、
現
在
、
日
本
経
済
団
体
連

合
会
少
子
化
対
策
委
員
会
共
同
委
員
長
、
学
校

と
企
業
・
経
営
者
の
交
流
活
動
推
進
委
員
会
副

委
員
長
、
文
部
科
学
省
大
学
設
置
・
学
校
法
人

審
議
会
委
員
等
を
務
め
る
。
他
に
一
橋
大
学
非

常
勤
講
師
、
厚
生
労
働
省
中
央
児
童
福
祉
審
議

会
委
員
等
を
歴
任
。
訳
書
に
「
ハ
ー
バ
ー
ド
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の
経
営
教
育
」。
日
本

社
会
の
現
状
と
将
来
等
の
長
期
的
課
題
に
関
す

る
講
演
や
論
文
執
筆
を
行
っ
て
い
る
。

―１３―
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こ
の
人
の
語
り
口
は
、
淡
々
と
し
て
さ
り
げ
な
い

が
、『
人
生
は
一
冊
の
書
物
に
似
て
い
る
』
と
い
う

言
葉
を
思
い
出
さ
せ
る
。
そ
の
生
き
ざ
ま
に
は
一
寸

の
飾
り
も
な
く
、
そ
れ
だ
け
に
た
だ
一
度
だ
け
し
か

読
め
な
い
書
物
に
も
似
た
ズ
シ
リ
と
し
た
重
み
を
感

じ
さ
せ
る
。

昭
和
二
十
二
年
十
月
三
十
日
、
川
越
市
生
ま
れ
。

四
十
五
年
三
月
法
政
大
学
を
卒
業
し
、
同
四
月
ヂ
ー

ゼ
ル
機
器
�
に
入
社
。
五
十
七
年
六
月
ゼ
ク
セ
ル
・

ア
メ
リ
カ
副
社
長
、
平
成
元
年
七
月
海
外
事
業
部
長
、

四
年
四
月
ゼ
ク
セ
ル
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
長
、
六

年
八
月
ゼ
ク
セ
ル
・
ア
メ
リ
カ
社
長
、
十
一
年
十
月

経
営
企
画
副
本
部
長
、
十
二
年
四
月
空
調
合
弁
事
業

準
備
室
長
、
同
七
月
�
ゼ
ク
セ
ル
空
調
執
行
役
員
、

同
八
月
同
社
が
�
ゼ
ク
セ
ル
ヴ
ァ
レ
オ
・
ク
ラ
イ
メ

ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
社
名
変
更
、
十
三
年
六
月
常

務
執
行
役
員
、
十
五
年
三
月
専
務
取
締
役
、
十
六
年

十
二
月
同
社
退
任
、
十
七
年
一
月
ボ
ッ
シ
ュ
�
（
旧

ボ
ッ
シ
ュ
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
）
常
務
執

行
役
員
、
同
四
月
専
務
取
締
役
に
就
任
、
現
在
に
至

る
。土

壇
場
で
軌
道
修
正

こ
の
人
は
開
口
一
番
、「
実

は
入
社
す
る
ま
で
、
ウ
チ
の
会
社
は
知
ら
な
か
っ

た
」
と
い
う
。
理
由
は
最
初
大
学
に
残
る
つ
も
り
で

い
た
が
、
土
壇
場
で
軌
道
修
正
し
た
た
め
に
、
就
職

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
て
し
ま
い
、「
遠
縁
に
ヂ
ー

ゼ
ル
機
器
を
知
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
、
叔
父

の
紹
介
で
こ
っ
そ
り
入
社
し
た
」。
従
っ
て
、
会
社

の
こ
と
は
全
く
何
も
知
ら
な
い
ま
ま
に
入
社
し
た
と

い
う
。

「
た
い
て
い
の
人
が
入
社
し
て
三
年
経
つ
と
、
会

社
を
辞
め
よ
う
と
思
う
そ
う
で
す
。
私
も
大
学
の
時

か
ら
専
門
的
な
こ
と
を
、
充
実
し
て
や
り
た
い
心
も

あ
っ
て
悩
み
に
悩
ん
だ
が
、
結
局
、
ず
る
ず
る
と
…
」。

在
職
年
数
の
半
分
は
海
外
暮
ら
し

入
社
時
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
は
販
売
だ
っ
た
が
、「
そ
の
後
は
子
会
社

が
で
き
る
と
、そ
こ
に
移
っ
た
り
、ま
た
販
売
に
戻
っ

た
り
、
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
た
り
で
、
何
だ
か
だ
と
会

社
を
出
た
り
入
っ
た
り
十
三
回
も
繰
り
返
し
、

一
ヶ
所
で
長
く
同
じ
仕
事
を
し
た
こ
と
は
な

い
」。
そ
の
間
に
会
社
の
社
名
も
い
ろ
い
ろ

変
わ
っ
た
が
、
若
い
頃
か
ら
海
外
で
、
か
な

り
経
営
の
仕
事
を
さ
せ
て
貰
っ
た
感
じ
と
い

う
。
因
み
に
在
職
三
十
六
年
間
の
約
半
分
、

十
六
、
七
年
が
海
外
暮
ら
し
だ
っ
た
と
か
。

異
名
は
�
リ
ス
ト
ラ
の
齊
藤
�

元
来
、

ゼ
ク
セ
ル
は
燃
料
噴
射
ポ
ン
プ
が
メ
ー
ン
で
、

も
う
一
つ
の
柱
は
空
調
事
業
。
一
九
九
九
年

の
売
上
で
六
割
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
、
四
割
が
エ

ア
コ
ン
だ
っ
た
が
、
空
調
を
切
り
離
し
て
売

却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
の
リ
ー
ダ

ー
が
齊
藤
さ
ん
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
ゼ
ク
セ
ル
空
調

の
執
行
役
員
に
転
出
す
る
。

こ
の
人
が
�
リ
ス
ト
ラ
の
齊
藤
�
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
ゼ
ク
セ
ル
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

社
長
時
代
だ
っ
た
。
当
時
、
齊
藤
さ
ん
は
同
社
初
の

海
外
リ
ス
ト
ラ
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
エ
ア
コ
ン
の
製

造
販
売
を
し
て
い
た
同
社
の
工
場
閉
鎖
を
担
当
。
そ

の
見
事
な
成
功
手
腕
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。「
そ
こ

か
ら
、
私
は
企
業
の
整
理
屋
と
な
っ
た
」
と
い
い
、

齊
藤
さ
ん
は
そ
の
足
で
ア
メ
リ
カ
に
直
行
。
経
営
的

に
危
機
的
状
況
に
陥
り
、
撤
退
も
憂
慮
さ
れ
て
い
た

ゼ
ク
セ
ル
・
ア
メ
リ
カ
社
長
と
し
て
、
大
リ
ス
ト
ラ

を
実
施
し
、
四
年
か
け
て
収
益
的
に
も
立
ち
直
ら
せ

る
こ
と
に
成
功
し
た
。

一
九
九
九
年
、
今
度
は
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
ゼ
ク

セ
ル
本
体
の
リ
ス
ト
ラ
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
最
重
点

が
空
調
事
業
で
、
当
然
の
如
く
齊
藤
さ
ん
に
白
羽
の

矢
が
立
て
ら
れ
、
急
遽
経
営
企
画
副
本
部
長
と
し
て

呼
び
戻
さ
れ
る
。
そ
し
て
従
業
員
も
六
対
四
の
割
合

で
分
割
さ
れ
、
齊
藤
さ
ん
は
空
調
合
弁
事
業
準
備
室

長
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
、
私
は
四
回
も
リ
ス
ト
ラ

に
巻
き
込
ま
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
大
き
な
一
つ

の
事
業
戦
略
だ
。
当
然
痛
み
は
伴
う
が
や
ら
ね
ば
な

ら
な
い
外
科
手
術
な
の
で
、
粛
々
と
や
っ
た
。
最
後

は
人
に
な
る
が
、
基
本
的
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
り
、
ネ
ガ
チ
ブ
な
印
象
で
執
行
し
て
い
た
ら
、

き
っ
と
ダ
メ
だ
っ
た
と
思
う
」。

過
去
の
経
営
者
は
批
判
で
は
な
く
尊
敬

新
し
い

経
営
者
に
な
る
と
、「
大
体
過
去
の
経
営
者
を
批
判

す
る
人
が
多
い
が
、
そ
れ
は
私
は
絶
対
に
し
な
い
。

結
果
と
し
て
は
間
違
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
当
時
の
経
営
者
は
、
そ
れ
な
り
に
最
大

の
努
力
を
し
て
い
て
、
結
果
と
し
て
は
悪
か
っ
た
の

か
、
良
か
っ
た
の
か
と
い
う
話
で
あ
っ
て
、
過
去
に

対
し
て
は
最
大
の
尊
敬
を
す
る
と
い
う
の
が
、
ま
ず

根
底
に
な
い
と
信
頼
は
取
れ
な
い
の
か
な
と
思
う
。

過
去
を
批
判
す
る
の
で
な
く
、
今
を
ど
う
す
る
か
で

あ
り
、
要
は
現
状
は
冷
た
く
厳
し
い
目
で
分
析
し
、

最
適
な
こ
と
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
、
目
を
向
け
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
。
将
来
に
対
し
て
は
、
明
る
い
側
面
を

見
る
と
い
う
か
必
ず
夢
を
見
る
。
夢
が
な
い
と
動
け

な
い
し
、
夢
を
語
れ
な
い
と
ダ
メ
だ
。
夢
が
あ
れ
ば

ひ
と
か
け
ら
の
パ
ン
で
も
、
付
い
て
来
る
人
は
多

い
」
と
い
う
。

厳
し
け
れ
ば
厳
し
い
ほ
ど

同
社
は
、
今
期
売
上
、

利
益
と
も
に
史
上
最
高
。
環
境
・
安
全
が
一
つ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
と
い
い
、「
ウ
チ
の
主
力
製
品
は
燃
料
噴

射
ポ
ン
プ
と
ブ
レ
ー
キ
だ
。
環
境
で
は
次
世
代
の
ク

リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
市
場
到
来
の

可
能
性
が
期
待
で
き
、
安
全
の
ブ
レ
ー
キ
で
は
�
横

滑
り
防
止
�
装
置
の
開
発
に
成
功
し
て
い
る
。
す
で

に
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
装
置
が
法
制
化
さ
れ
、
世
界

的
な
流
れ
に
な
る
な
ど
、
先
を
見
る
と
相
当
強
い
追

い
風
が
吹
い
て
い
る
。

一
方
、
自
動
車
産
業
の
世
界
で
は
、
勝
ち
組
は
日

本
だ
け
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
日
本
に
拠
点
を
置
き
、
勝

ち
組
の
中
で
ど
う
飛
躍
す
る
か
だ
が
、
厳
し
け
れ
ば

厳
し
い
ほ
ど
勝
て
る
チ
ャ
ン
ス
は
多
い
」。

家
族
の
絆

「
私
は
幸
か
不
幸
か
、
海
外
駐
在
に

ず
っ
と
家
族
を
同
伴
し
て
い
る
。
海
外
で
は
、
本
当

に
家
族
が
大
事
と
い
う
の
か
絆
が
強
く
な
る
。
従
っ

て
、
離
婚
し
そ
う
な
人
は
海
外
駐
在
に
出
す
と
大
体

治
ま
る
。
離
婚
の
理
由
は
、
だ
ん
な
の
浮
気
、
お
金

の
問
題
、
親
兄
弟
と
の
関
係
、
教
育
く
ら
い
で
あ
る
。

ま
ず
浮
気
が
出
来
る
ほ
ど
、
日
本
人
は
魅
力
、
語
学

力
が
な
い
。
教
育
問
題
は
海
外
へ
行
っ
た
ら
、
諦
め

ざ
る
を
得
な
い
し
、
お
金
の
問
題
も
、
駐
在
は
そ
れ

な
り
に
貰
え
る
。
あ
と
親
兄
弟
が
い
な
い
と
な
れ
ば

離
婚
の
ネ
タ
は
な
い
」。

現
在
、
川
崎
市
在
住
で
家
族
は
、
妻
悦
子
さ
ん
と
、

長
男
、
そ
の
下
に
十
二
歳
違
い
の
長
女
。

趣
味
は
、
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
な
ど
。

（
葛
）

ボ
ッ
シ
ュ
株
式
会
社

専

務

取
締
役

齊

藤

俊

雄
氏
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ボ
ッ
シ
ュ
�
の
歴
史
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
�
の
設
立
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。
第
二
次
大
戦
前
、
石
油
資
源
の
乏
し
い

わ
が
国
に
と
っ
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
心

臓
部
に
あ
た
る
燃
料
噴
射
装
置
の
国
産
化
は
国

策
的
な
課
題
で
し
た
。
ド
イ
ツ
のRobert

Bosch
G
m
bH

と
の
交
渉
の
末
、
ボ
ッ
シ
ュ

式
デ
ィ
ー
ゼ
ル
噴
射
装
置
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取

得
、
東
京
自
動
車
工
業
、
三
菱
重
工
業
な
ど
当

時
の
代
表
的
な
大
型
車
両
用
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ

ー
か
ら
の
出
資
に
よ
り
、
１
９
３
９
年
７
月
ヂ

ー
ゼ
ル
機
器
�
が
誕
生
、
埼
玉
玉
県
比
企
郡
松

山
町
（
現：

東
松
山
市
）
で
創
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

創
業
当
時
は
、
軍
需
工
場
と
し
て
軍
用
ト
ラ

ッ
ク
や
戦
車
向
け
の
燃
料
噴
射
装
置
を
製
造
し

て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
は
民
生
用
に
転
換
、
デ

ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
用
燃
料
噴
射
装
置
メ
ー
カ

ー
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ブ
レ
ー
キ
事
業
（
１
９
５
５
年
８
月
自

動
車
機
器
�
と
し
て
分
離
）
や
車
輌
用
空
調
機

器
事
業
に
も
参
入
し
、
当
社
は
自
動
車
産
業
の

成
長
と
と
も
に
順
調
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

１
９
９
０
年
に
は
、
創
立
５１
周
年
を
期
に
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
導
入
し
、
社

名
も
�
ゼ
ク
セ
ル
に
変
更
し
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
のRobert

Bosch
G
m
bH

と
は
１

９
３
９
年
の
設
立
以
来
か
わ
ら
ぬ
協
調
関
係
を

築
き
、
１
９
７
３
年
に
は
ガ
ソ
リ
ン
噴
射
技
術

の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結
し
て
日
本
電
子
機

器
�
（
現：

�
日
立
ユ
ニ
シ
ア
オ
ー
ト
モ
ー
テ

ィ
ブ
）
を
、
１
９
９
２
年
に
は
エ
ア
バ
ッ
グ
制

御
Ｅ
Ｃ
Ｕ
製
造
販
売
の
合
弁
会
社
と
し
て
ア
ス

コ
�
（
２
０
０
０
年
に
ボ
ッ
シ
ュ
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
�
に
改
称
）
を
設
立
す
る
な
ど
し
ま
し

た
。１

９
９
０
年
代
半
ば
に
入
り
、
当
社
主
力
製

品
で
あ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
用
燃
料
噴
射

ポ
ン
プ
を
と
り
ま
く
環
境
や
望
ま
れ
る
技
術
が

変
化
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は

従
来
の
技
術
に
加
え
て
新
た
に
電
子
制
御
技
術

の
取
り
入
れ
が
不
可
欠
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
一
方
でRobert

Bosch
G
m
bH

も
、

電
子
制
御
技
術
を
主
体
と
す
る
製
品
事
業
の
拡

大
と
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
参
入
を
強
く
望
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
当
社
はRobert

Bosch
G
m
bH

と
共
同
で
、
１
９
９
６
年
に
コ
モ
ン

レ
ー
ル
、
ユ
ニ
ッ
ト
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
な
ど
次
世

代
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
用
噴
射
シ
ス
テ
ム

の
販
売
・
開
発
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
両
社
の
協
力
関
係
を
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
す

る
た
め
、
１
９
９
７
年
８
月
、Robert

Bosch
G
m
bH

が
当
社
へ
の
出
資
比
率
を
引
き
上
げ

筆
頭
株
主
（
出
資
比
率
３０
・
１
％
）
と
な
り
ま

し
た
。
１
９
９
９
年
４
月
に
はRobert

Bosch
G
m
bH

が
当
社
の
株
式
の
過
半
を
取
得
し
、

当
社
は
名
実
と
も
に
ボ
ッ
シ
ュ
・
グ
ル
ー
プ
の

一
員
と
な
っ
た
の
で
す
。

２
０
０
０
年
７
月
に
社
名
を
�
ボ
ッ
シ
ュ
オ

ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
変
更
し
た
当
社

は
、
２
０
０
２
年
７
月
、
ボ
ッ
シ
ュ
ブ
レ
ー
キ

シ
ス
テ
ム
�
（
自
動
車
機
器
な
ど
３
社
が
合

併
）
と
ボ
ッ
シ
ュ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
�
（
旧

社
名
ア
ス
コ
）
を
吸
収
合
併
、
新
社
長
に
は
当

社
史
上
は
じ
め
て
の
外
国
人
社
長
ス
テ
フ
ァ

ン
・
ス
ト
ッ
カ
ー
（
ス
イ
ス
人
�
現
５３
歳
）
が

就
任
し
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
７
月
に
は
�
ボ

ッ
シ
ュ

オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ

シ
ス
テ
ム
と

ボ
ッ
シ
ュ
�
が
合
併
（
�
ボ
ッ
シ
ュ

オ
ー
ト

モ
ー
テ
ィ
ブ

シ
ス
テ
ム
を
存
続
会
社
と
す
る

吸
収
合
併
方
式
）、
同
時
に
社
名
を
ボ
ッ
シ
ュ

�
に
変
更
し
ま
し
た
。

ボ
ッ
シ
ュ
�
は
お
客
さ
ま
の
声
を
確
実
に
キ

ャ
ッ
チ
し
、
ま
す
ま
す
高
度
化
す
る
顧
客
ニ
ー

ズ
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
お
応
え
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
球
規
模
で
展
開
す
る

ボ
ッ
シ
ュ
・
グ
ル
ー
プ
の
開
発
・
生
産
・
販
売
・

サ
ー
ビ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
効
活
用
、
機

能
部
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
、

そ
し
て
開
発
ス
ピ
ー
ド
の
迅
速
化
と
生
産
の
効

率
化
に
よ
っ
て
、
コ
ス
ト
競
争
力
の
あ
る
製
品

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
世
界
の
ボ

ッ
シ
ュ
・
グ
ル
ー
プ
全
体
で
品
質
の
一
層
の
向

上
と
プ
ロ
セ
ス
の
改
革
を
目
指
す
中
で
、
ボ
ッ

シ
ュ
�
が
そ
の
牽
引
役
を
果
た
し
、
継
続
的
な

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
ボ
ッ
シ
ュ
は
、
多
く
の
文

化
が
集
う
組
織
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
強
力
な

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
、

ボ
ッ
シ
ュ
な
ら
で
は
の
有
効
資
源
と
し
て
活
用

し
、
企
業
価
値
の
増
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

独
自
の
価
値
を
も
つ
企
業
市
民
で
あ
る
ボ
ッ
シ

ュ
は
、
先
進
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
提
供
を
通
し

て
、
世
界
中
の
人
々
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、

私
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
発
展
し

て
い
く
た
め
の
循
環
型
環
境
社
会
の
創
出
に
寄

与
し
て
い
き
ま
す
。

◆
会
社
概
要
◆

会
社
名
�
ボ
ッ
シ
ュ
�

代
表
者
�
代
表
取
締
役
社
長

ス
テ
フ
ァ
ン
・
ス
ト
ッ
カ
ー

所
在
地
�
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
３
―
６
―
７

東
松
山
第
一
工
場
�
埼
玉
県
東
松
山
市

箭
弓
町
３
―
１３
―
２６

東
松
山
第
二
工
場
�
埼
玉
県
東
松
山
市

神
明
町
２
―
１１
―
６

む
さ
し
工
場
�
埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町

月
輪
１
４
６
４
―
４

寄
居
工
場
�
埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町

大
字
折
原
１
７
４
４
‐
１

総
工
場
数
�
１０

資
本
金
�
３
６
、８
０
０
百
万
円

売
上
高
�
３
３
８
、８
７
５
百
万
円

（
連
結
�
平
成
１８
年
１２
月
期
）

従
業
員
数
�
７
、２
７
３
名

（
連
結
�
平
成
１８
年
１２
月
３１
日
現
在
）

事
業
内
容
�
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
ガ
ソ
リ
ン
用
エ
ン

ジ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
・
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
、
乗
用
車
向
け
ブ
レ

ー
キ
シ
ス
テ
ム
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ

ョ
ン
制
御
部
品
、
エ
ア
バ
ッ
ク
用
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
、
自
動
車
用

セ
ン
サ
類
の
開
発
・
製
造
・
販
売
、

自
動
車
機
器
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

製
品
、
自
動
車
整
備
機
器
、
電
動
工

具
の
輸
入
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど

会員企業紹介

一一
歩歩
先先
へへ
。。
日日
本本
のの
おお
客客
ささ
まま

のの
もも
っっ
とと
近近
くく
にに
。。

ボッシュ

コモンレールシステム ESC

東松山第一工場
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青
年
経
営
者
部
会
主
催
に
よ
る
平
成

十
九
年
新
春
特
別
講
演
会
が
、
二
月
二

十
六
日
�
午
後
、
大
宮
サ
ン
パ
レ
ス
に

お
い
て
、
来
賓
、
一
般
、
部
会
員
合
計

百
十
余
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

新
春
特
別
講
演
会
は
、
増
田
政
之
副

部
会
長
（
マ
ス
キ
ン
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
・
社
長
）
の
司
会
・
進
行
で
執
り
行

わ
れ
た
。

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
中
込
秀
明
部
会

長（
富
士
電
子
・
社
長
）は
、
我
々
青
年

経
営
者
部
会
は
し
っ
か
り
と
し
た
倫
理

観
を
持
ち
な
が
ら
、
時
代
に
即
応
し
た

経
営
を
心
が
け
、
社
会
に
貢
献
し
て
参

り
た
い
と
述
べ
、
本
日
の
講
演
が
皆
様

の
仕
事
に
お
役
に
立
て
ば
と
挨
拶
し
た
。

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
親

会
の
利
根
忠
博
埼
玉
県
経
営
者
協
会
副

会
長
は
、
挨
拶
の
中
で
親
会
と
青
年
経

営
者
部
会
の
協
力
関
係
に
つ
い
て
ご
披

露
い
た
だ
き
、
本
講
演
会
を
開
催
で
き

る
青
年
経
営
者
部
会
の
今
後
の
活
躍
に

大
い
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、

上
部
団
代
日
本
経
団
連
の
御
手
洗
会
長

が
提
唱
し
て
い
る
絶
え
ざ
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
我
々
に
も
必
要
で

あ
る
こ
と
等
々
を
話
さ
れ
挨
拶
を

結
ば
れ
た
。

講
師
平
尾
誠
二
氏
の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
は
、
六
十
三
年
、
京
都
生
ま

れ
の
四
十
四
歳
。
京
都
市
立
陶
化

中
学
校
入
学
と
同
時
に
ラ
グ
ビ
ー

を
始
め
る
。
伏
見
工
業
高
校
三
年

時
、
全
国
大
会
で
優
勝
。
同
志
社

大
学
入
学
後
、
十
九
歳
で
日
本
代

表
入
り
を
果
た
し
、
在
学
中
、
大

学
選
手
権
三
連
覇
に
貢
献
す
る
。

八
十
六
年
神
戸
製
鋼
所
に
入
社
、

三
年
目
よ
り
チ
ー
ム
を
七
年
連
続

日
本
一
に
導
く
。
八
十
七
年
、
九
十
一

年
、
九
十
五
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に

三
大
会
連
続
出
場
。
九
十
一
年
時
は
キ

ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、
代
表
初
勝
利
を
飾

る
。
九
十
七
年
二
月
か
ら
二
千
年
十
一

月
ま
で
日
本
代
表
監
督
を
務
め
、
九
十

九
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
チ
ー
ム
を

導
く
。
神
戸
製
鋼
ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
、

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
チ
ー

ム
の
運
営
に
当
た
る
。「
ス
ポ
ー
ツ
に

関
心
を
寄
せ
る
全
て
の
人
々
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す

る
」
事
を
目
的
に
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア

ン
ド
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
機
構
を
設

立
し
、
理
事
長
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。

講
演
は
「
ラ
グ
ビ
ー
に
学
ぶ
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
と
強
い
組
織
作
り
」
と
題
し

て
行
わ
れ
た
。
今
は
野
球
で
も
サ
ッ
カ

ー
で
も
、
勿
論
ラ
グ
ビ
ー
で
も
外
国
人

監
督
が
多
い
が
、
日
本
人
監
督
と
の
違

い
は
、
評
価
は
厳
し
い
が
愚
痴
と
ぼ
や

き
は
言
わ
ず
、
良
い
と
こ
ろ
を
引
き
立

て
、
済
ん
だ
こ
と
よ
り
次
の
話
を
す
る
。

「
愚
痴
よ
り
希
望
が
大
切
」
と
の
話
し

か
ら
始
ま
り
、
今
は
コ
ー
チ
の
仕
方
が

変
わ
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
個
人
が
変

わ
っ
て
き
た
か
ら
と
の
こ
と
。
過
去
に

お
い
て
は
「
な
に
く
そ
、
負
け
る
も
の

か
」
と
い
う
「
反
発
係
数
」
が
高
か
っ

た
か
ら
「
突
き
放
し
」
教
育
が
機
能
し

た
が
、
現
在
で
は
ラ
グ
ビ
ー
を
や
め
て

し
ま
え
と
言
え
ば
、
辞
め
、
練
習
に
来

る
な
と
言
え
ば
、
来
な
い
等
々
「
反
発

係
数
」が
下
が
っ
て
お
り「
突
き
放
し
」

教
育
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
自
分
と

相
手
の
距
離
を
半
歩
縮
め
る
「
手
繰
り

寄
せ
」
が
必
要
と
説
く
。
昨
日
と
今
日

の
変
化
を
見
逃
さ
な
い
コ
ー
チ
ン
グ
、

そ
れ
は
、
タ
ッ
ク
ル
で
も
、
ま
た
、
髪

型
で
も
良
い
。
変
化
を
的
確
に
捉
え
、

良
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
褒
め
、
や
る

気
を
起
こ
さ
せ
る
。

「
手
繰
り
寄
せ
」
を
行
う
に
は
、
自

分
自
身
の
殻
を
破
る
勇
気
と
キ
ャ
パ
ス

テ
ー
が
必
要
に
な
る
。「
手
繰
り
寄
せ
」

に
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
、
成

果
を
あ
げ
さ
せ
、
自
信
を
つ
け
さ
せ
る
。

た
だ
し
、
寄
り
過
ぎ
は
良
く
な
い
、
誰

で
も
で
き
る
こ
と
が
、
で
き
な
い
時
は

確
り
と
叱
る
こ
と
も
必
要
と
説
い
た
。

そ
の
他
、
情
報
化
時
代
の
カ
リ
ス
マ
性

の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
、
浦
和
レ
ッ
ズ
の
事

等
、
沢
山
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

講
演
後
、平
沼
大
二
郎
副
部
会
長（
サ

イ
ホ
ー
・
社
長
）
が
謝
辞
を
述
べ
、
第

一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
古
川
元
一
副
部

会
長
（
川
口
土
木
建
築
工
業
・
社
長
）

の
司
会
・
進
行
で
開
宴
し
た
。
始
め
に

中
込
部
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
、
牛
窪
啓

詞
（
愛
工
舎
製
作
所
・
社
長
）
の
ご
発

声
で
乾
杯
し
、
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
懇
談
が
続
い
た
。
最
後
に
閉
会
の

挨
拶
を
平
沼
副
部
会
長
が
行
い
、
会
の

活
性
化
と
魅
力
作
り
に
邁
進
し
た
い
と

述
べ
、
新
春
特
別
講
演
会
は
盛
会
裏
の

内
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

青
年
経
営
者
部
会
が
新
春
特
別
講
演
会

ラ
グ
ビ
ー
に
学
ぶ
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
強
い
組
織
作
り

平
尾

誠
二
（
元
Ｗ
杯
日
本

代
表
監
督

）
講
師
が
熱
弁

講演する平尾誠二氏

挨拶する利根忠博
経営者協会副会長

挨拶する中込秀明部会長

―１６―
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恒
例
と
な
っ
た
渋
沢
栄
一

賞
の
表
彰
式
が
去
る
二
月
五

日
、
さ
い
た
ま
市
内
で
開
か

れ
た
。
関
係
者
の
一
人
と
し

て
参
加
し
て
い
た
私
に
と
っ

て
、
今
回
の
式
典
ほ
ど
印
象

深
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
今

年
は
三
人
の
企
業
人
が
受
賞
し
た
。
こ
の
受

賞
し
た
三
人
の
企
業
家
に
共
通
し
て
い
た
点

は
、
渋
沢
栄
一
翁
の
精
神
で
あ
る
算
盤
と
論

語
に
裏
打
ち
さ
れ
た
経
営
の
実
践
者
で
あ
っ

た
こ
と
。
表
彰
に
先
き
立
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
業

績
が
紹
介
さ
れ
た
が
何
れ
も
翁
の
道
徳
経
済

合
一
の
精
神
に
叶
う
も
の
ば
か
り
。
翁
の
教

え
の
真
骨
頂
を
今
に
受
け
継
ぐ
経
営
者
の
存

在
に
感
動
し
て
い
た
私
の
脳
裏
に
は
こ
の
時

渋
沢
翁
と
も
う
二
人
の
人
物
が
去
来
し
て
い

た
。

《
渋
沢
栄
一
、
安
岡
正
篤
、

Ｐ
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
》

表
彰
式
の
進
行
に
つ
れ
私
の
頭
の
中
を
こ

の
三
人
が
駆
け
巡
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
三

人
を
同
時
に
思
い
出
す
こ
と
な
ど
全
く
な
か

っ
た
が
、
こ
の
日
ば
か
り
は
点
で
は
な
く
線

で
繋
っ
た
。

誕
生
は
渋
沢
、
安
岡
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
順
。

渋
沢
が
一
八
四
〇
年
（
天
保
十
一
年
）、
安

岡
が
一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
年
）、
し

ん
が
り
の
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
一
九
〇
九
年
の
生

ま
れ
。
何
れ
も
長
命
だ
っ
た
が
現
在
は
こ
の

世
に
は
い
な
い
。

私
に
と
っ
て
三
人
が
同
時
に
繋
が
る
こ
と

は
過
去
無
か
っ
た
が
渋
沢
翁
と
ド
ラ
ッ
カ
ー

に
纏
わ
る
話
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

不
思
議
な
縁
だ
が
私
に
そ
う
し
た
話
を
し
て

く
れ
た
の
は
渋
沢
栄
一
賞
の
審
査
委
員
の
上

田
惇
生
氏
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
と
い
え
ば
数
多
く

の
著
作
を
通
し
て
多
く
の
企
業
経
営
者
が
影

響
を
受
け
た
。
そ
の
著
作
の
殆
ん
ど
を
翻
訳

し
た
の
が
上
田
氏
。
上
田
氏
は
翻
訳
家
で
あ

る
と
同
時
に
世
界
的
な
ド
ラ
ッ
カ
ー
研
究
者

で
、
一
昨
年
は
日
本
に
ド
ラ
ッ
カ
ー
学
会
を

立
ち
上
げ
代
表
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
上
田

氏
は
も
の
つ
く
り
大
学
の
名
誉
教
授
だ
が
、

ド
ラ
ッ
カ
ー
は
上
田
氏
と
の
縁
で
同
大
学
の

英
文
名Institute

of
Technologists

の

名
付
け
親
で
も
あ
る
。
こ
の
上
田
氏
か
ら
何

度
と
な
く
ド
ラ
ッ
カ
ー
と
渋
沢
翁
の
話
を
聴

く
機
会
が
あ
っ
た
。

氏
に
よ
れ
ば
日
本
贔
き
と
な
っ
た
ド
ラ
ッ

カ
ー
が
渋
沢
栄
一
に
興
味
と
関
心
を
持
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
。
渋
沢
翁
が
日
本
を
近
代
国

家
と
す
る
た
め
次
々
と
企
業
を
興
こ
す
一
方
、

教
育
や
社
会
事
業
そ
し
て
国
際
親
善
な
ど
社

会
基
盤
づ
く
り
に
心
血
を
注
い
だ
こ
と
に
加

え
、
生
涯
を
通
し
て
国
民
の
道
徳
心
の
教
化

と
普
及
に
尽
く
し
た
こ
と
に
ド
ラ
ッ
カ
ー
は

共
感
し
、
感
動
し
た
と
い
う
の
だ
。

こ
う
し
て
み
れ
ば
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
生
涯
を

か
け
て
取
り
組
ん
だ
領
域
が
渋
沢
翁
に
類
似

し
広
汎
に
わ
た
っ
て
い
る
の
も
う
な
ず
け
る
。

ド
ラ
ッ
カ
ー
は
経
済
、
経
営
分
野
に
止
ま
ら

ず
社
会
、
政
治
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
技
術
、

哲
学
、
教
育
、
文
学
な
ど
、
そ
の
活
動
領
域

は
極
め
て
広
い
も
の
だ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
二
人
の
巨
星
は
軸
足
を
経
済
、

経
営
に
お
き
な
が
ら
も
経
済
至
上
主
義
に
陥

る
こ
と
な
く
、
思
考
の
根
底
に
「
人
」
を
据

え
て
い
た
こ
と
が
一
連
の
活
動
を
通
し
て
見

え
て
く
る
。

特
に
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
失
わ
れ
た
十
年
、
二

十
年
と
言
わ
れ
る
以
前
の
日
本
に
自
身
の
理

想
と
す
る
脱
経
済
至
上
主
義
社
会
の
形
を
見

い
出
す
と
と
も
に
、
人
間
尊
重
を
旨
と
し
た

日
本
的
経
営
の
基
礎
を
築
い
た
渋
沢
翁
に
強

い
関
心
を
寄
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
み
れ
ば
二
人
の
偉
人
の
共
通
項

も
し
っ
か
り
と
見
え
て
く
る
。
残
る
は
安
岡

正
篤
翁
だ
が
、
前
出
の
二
人
に
極
め
て
酷
似

し
て
い
る
。

私
が
同
翁
に
関
心
を
持
つ
切
っ
掛
け
は
、

今
か
ら
二
十
四
年
も
前
の
昭
和
五
十
八
年
に

遡
る
。
当
時
私
は
埼
玉
銀
行
（
現
埼
玉
り
そ

な
銀
行
）
の
研
修
課
長
の
職
に
あ
っ
た
が
業

務
の
関
係
で
銀
行
ト
ッ
プ
の
大
木
恒
四
郎
会

長
に
謦
咳
し
た
折
に
安
岡
翁
の
話
を
何
度
と

な
く
聴
い
て
い
た
。
大
木
会
長
が
語
っ
た
硯

学
安
岡
正
篤
は
大
要
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
。
同
翁
は
生
涯
在
野
に

い
て
人
間
と
し
て
の
基
本
を
陽
明
学
を
拠
り

所
と
し
て
説
き
続
け
た
よ
う
だ
。
当
時
耳
に

し
た
話
は
数
多
く
あ
る
が
特
に
印
象
に
あ
る

の
は
安
岡
翁
の
六
中
観
の
話
。
六
中
観
と
は

「
死
中
有
活
」「
苦
中
有
楽
」「
忙
中
有
閑
」

「
壺
中
有
天
」「
意
中
有
人
」「
腹
中
有
書
」

の
六
つ
の
人
生
訓
。
要
約
す
れ
ば
、
人
間
誰

れ
し
も
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
い
ろ
い
ろ
の
目

に
遭
遇
す
る
。
そ
の
困
難
を
克
服
す
る
た
め

に
は
、
安
易
な
道
を
辿
っ
て
は
だ
め
で
苦
し

ん
で
、
苦
し
み
ぬ
い
て
解
決
の
道
・
活
路
を

見
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
。

特
に
時
の
リ
ー
ダ
ー
、
指
導
者
た
ち
に
対
し

て
は
心
と
行
動
の
一
致
、
つ
ま
り
知
行
合
一

の
精
神
の
持
ち
主
た
れ
と
説
い
た
と
い
う
か

ら
、
渋
沢
翁
の
経
済
も
道
徳
も
合
一
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
教
え
に
あ
い
通
ず
る

も
の
が
あ
る
な
と
表
彰
式
が
続
く
な
か
考
え

た
り
も
し
て
い
た
。
三
人
の
巨
星
が
バ
ラ
バ

ラ
の
点
で
な
く
線
で
繋
っ
た
こ
の
瞬
間
、
あ

ら
た
め
て
三
人
の
共
通
項
を
探
ぐ
っ
て
み
た
。

探
し
あ
て
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
高
潔
な
人
格
、

卓
越
し
た
学
識
と
識
見
の
持
ち
主
」
で
思
考

の
中
心
に
「
人
」
が
あ
る
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。

《
幾
星
霜
、色
褪
せ
な
い
啓
示
》

三
人
が
三
人
共
、
時
の
世
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
こ
と
は
歴
史
が
如
実
に
物
語
っ
て

い
る
。
渋
沢
翁
で
あ
れ
ば
西
郷
隆
盛
、
木
戸

孝
允
、
三
条
実
美
と
い
っ
た
明
治
維
新
の
大

立
て
者
が
国
家
の
一
大
事
の
度
に
年
下
の
渋

沢
翁
を
訪
ね
た
と
い
う
の
だ
か
ら
そ
の
偉
大

さ
が
分
か
る
と
い
う
も
の
。
つ
づ
く
安
岡
翁

に
し
て
み
て
も
深
遠
な
思
想
と
哲
学
の
持
ち

主
に
加
え
壮
大
な
宇
宙
観
、
鋭
い
人
間
観
察

力
を
有
し
て
い
た
た
め
に
歴
代
の
首
相
や
経

済
界
の
重
鎮
、
そ
し
て
文
人
の
吉
川
英
治
と

い
っ
た
斯
界
の
リ
ー
ダ
ー
達
が
こ
ぞ
っ
て
啓

示
と
警
世
の
言
を
求
め
訪
ね
た
こ
と
か
ら
も

そ
の
巨
星
振
り
が
十
分
に
窺
え
る
。
残
る
ド

ラ
ッ
カ
ー
に
し
て
も
一
九
四
三
年
、
昭
和
十

八
年
当
時
世
界
最
大
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た

Ｇ
Ｍ
（
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
）
を
一
年
半
に

わ
た
っ
て
経
営
調
査
し
、
そ
の
調
査
結
果
を

も
と
に
出
版
し
た
「
企
業
と
は
何
か
」
が
評

判
を
よ
び
、
そ
の
後
フ
ォ
ー
ド
が
再
建
の
教

科
書
と
し
た
り
、
Ｇ
Ｅ
（
ゼ
ネ
ラ
ル
エ
レ
ク

ト
リ
ッ
ク
）
が
組
織
改
革
の
手
本
と
し
た
こ

と
で
も
氏
の
秀
逸
振
り
が
分
か
る
。
ま
た
英

国
の
首
相
チ
ャ
ー
チ
ル
が
氏
の
「
経
済
人
の

終
り
」
を
読
ん
で
絶
賛
し
た
と
い
う
し
、
そ

し
て
近
年
同
じ
英
国
の
首
相
で
鉄
の
女
の
異

名
を
持
つ
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
言

を
拠
り
所
と
し
て
国
営
企
業
を
民
営
化
し
、

凋
落
し
た
英
国
経
済
を
建
て
直
し
た
こ
と
は

余
り
に
も
有
名
な
話
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ

の
後
の
世
界
の
民
営
化
ブ
ー
ム
に
火
を
つ
け

る
切
っ
掛
け
と
も
な
っ
た
。
更
に
氏
の
影
響

は
こ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
我
が
国
に
は

年
代
を
問
わ
ず
ド
ラ
ッ
カ
ー
信
奉
者
が
多
い
。

特
に
経
営
者
に
は
熱
烈
な
信
者
が
い
る
。
彼

ら
が
信
者
に
な
る
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が

あ
る
。
氏
の
書
で
あ
る
「
現
代
の
経
営
」
の

冒
頭
部
分
に
「
経
営
管
理
者
は
事
業
に
命
を

吹
き
込
む
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
存
在
で
あ
る
。

彼
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
く
し
て
は
、
生

産
資
源
は
資
源
に
と
ど
ま
り
、
生
産
は
な
さ

れ
な
い
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ
り
、
読
ん
だ

多
く
の
経
営
者
が
皆
勇
気
百
倍
に
な
る
と
い

う
こ
と
か
ら
も
氏
の
影
響
力
の
偉
大
さ
が
分

か
る
。

こ
う
し
た
こ
と
に
加
え
、
私
達
が
日
頃
何

気
な
く
口
に
し
て
い
る
「
目
標
管
理
」「
コ

ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
」「
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
と
い
っ
た
経
営
上
の
理
念
や
手
法
の
多

く
が
氏
に
よ
っ
て
世
に
出
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
氏
が
果
た
し
た
貢
献
は
余
り
に
も
大
き
い
。

か
く
の
ご
と
く
三
人
の
巨
星
が
残
し
た
も

の
は
大
き
く
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
啓
示
は
幾
年
経
っ
て
も
少

し
も
色
褪
せ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
啓
示
の

言
葉
一
つ
一
つ
が
凡
人
の
私
達
を
戒
め
る
警

世
の
句
に
聞
こ
え
て
な
ら
な
い
が
い
か
が
で

あ
ろ
う
か
。
し
か
し
幸
い
に
し
て
こ
こ
埼
玉

に
は
安
岡
正
篤
、
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー

に
相
い
通
ず
る
渋
沢
栄
一
翁
の
精
神
に
触
れ

る
機
会
が
毎
年
こ
う
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
向

う
べ
き
方
向
に
狂
い
は
生
じ
な
い
と
確
信
し

て
い
る
。
何
は
と
も
あ
れ
受
賞
者
に
祝
意
を
、

渋
沢
翁
に
敬
意
を
、
そ
し
て
渋
沢
栄
一
を
生

ん
だ
埼
玉
県
に
拍
手
喝
采
を
送
り
た
い
。

渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
がが

意意
味味
すす
るる
もも
のの

専
務
理
事

野
上

武
利

視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視 点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点
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本
会
は
一
月
三
十
日
�
も
の
つ
く
り
大
学

特
別
公
開
講
座
を
も
の
つ
く
り
大
学
と
の
共

催
（
後
援：

埼
玉
県
、
も
の
つ
く
り
大
学
地

域
連
絡
協
議
会
）
に
よ
り
開
催
し
た
。

同
講
座
は
、
地
域
社
会
貢
献
活
動
の
一
つ

と
し
て
、
広
く
一
般
市
民
を
対
象
に
定
期
的

に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
埼
玉
経
協
が
共

催
し
て
か
ら
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
た
。

第
一
回
目
は
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
三
浦

雄
一
郎
氏
を
迎
え
て
の
講
演
、
二
回
目
は

も
の
つ
く
り
大
学
の
総
長
で
も
あ
る
梅
原

猛
氏
の
講
演
、
そ
し
て
今
回
は
、
さ
い
た

ま
市
の
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
（
埼

玉
県
芸
術
振
興
財
団
）
を
会
場
に
、
第
一

部
で
は
演
出
家
の
蜷
川
幸
雄
氏
の
講
演
�
別

掲
、
第
二
部
で
は
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
と

野
村
東
太
も
の
つ
く
り
大
学
学
長
の
対
談
が

行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
一
般
公
募
の
方
や
本
会
会
員
企

業
、
県
の
職
員
、
大
学
関
係
者
な
ど
約
三
〇

〇
名
が
参
加
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
人
づ
く
り

も
の
づ

く
り

地
域
づ
く
り
〜
そ
れ
ぞ
れ
の
挑
戦

〜
」、
出
演
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
自

ら
の
挑
戦
や
体
験
を
熱
く
語
り
、
当
日
参
加

し
た
大
勢
の
聴
衆
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

講
座
は
、
中
野
知
美
テ
レ
ビ
埼
玉
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
が
司
会
進
行
し
、
ま
ず
野
村
東
太
も

の
つ
く
り
大
学
学
長
と
原
宏
本
会
会
長
が
主

催
者
と
し
て
開
講
あ
い
さ
つ
、
そ
の
後
、
蜷

川
幸
雄
氏
が
「
さ
い
た
ま
ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア

タ
ー
の
挑
戦
」
と
題
し
て
第
一
部
の
講
演
を

行
っ
た
。（
蜷
川
幸
雄
監
督
の
講
演
内
容
は

別
掲
）

第
二
部
の
上
田
知
事
と
野
村
学
長
の
対
談

は
、
野
上
武
利
埼
玉
県
経
営
者
協
会
専
務
理

事
が
司
会
を
務
め
、
変
化
の
時
代
に
自
ら
が

先
頭
に
立
ち
、
変
革
の
担
い
手
と
し
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
き
た
二
人
に
そ
の
精
神
が
ど
の

よ
う
に
培
わ
れ
た
の
か
を
問
い
、
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
今
後
の
め
ざ
す
べ
き
姿

に
つ
い
て
問
い
か
け
た
。
上
田
知
事
は
「
人

間
の
幸
せ
は
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
そ
う
だ
と

い
う
期
待
値
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

進
み
、
課
題
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ

か
ら
見
い
出
さ
れ
る
と
思
う
。
一
方
、
自
然

と
の
共
生
か
ら
子
供
た
ち
も
生
命
の
営
み
を

学
び
、
心
の
ゆ
と
り
や
精
神
の
広
が
り
を
感

じ
る
。
そ
こ
で
、
田
園
と
都
市
の
調
和
を
大

切
に
し
、
ゆ
と
り
と
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
た

県
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
、
野
村
学
長

は
「
も
の
を
単
に
つ
く
る
だ
け
で
は
な
く
新

し
い
も
の
を
創
造
す
る
能
力
は
、
知
識
よ
り

も
感
性
だ
と
思
う
。
人
間
と
し
て
の
道
徳
を

大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
い
い
も
の
と
、
悪

い
も
の
を
判
断
さ
せ
た
上
で
、
も
の
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
直
す
教
育
を

い
て
い
き
た
い
。�
も
の
づ
く
り
と
は
、
も

の
を
創
る
こ
と
な
り
。
も
の
づ
く
り
と
は
、

事
に
依
り
て
も
の
を
創
ら
ぬ
こ
と
な
り
�」と

い
う
言
葉
で
し
め
、
最
後
に
、
神
谷
聖
志
も

の
つ
く
り
大
学
技
能
工
芸
学
部
学
部
長
が
閉

講
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
閉
会
し
た
。

人人
づづ
くく
りり
もも
のの
づづ
くく
りり
地地
域域
づづ
くく
りり

〜〜
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
挑挑
戦戦
〜〜

本

会

共

催

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

上
田
知
事
と
野
村
学
長
�右
の
対
談
、
司
会
は
本
会
野
上
専

務
理
事
�左

原
宏
本
会
会
長
あ
い
さ
つ
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皆
さ
ん
、
蜷
川
で
す
。
今
、（
劇
場
の
）

一
つ
は
舞
台
の
公
演
を
や
っ
て
お
り
、
も
う

一
つ
は
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
格

好
で
稽
古
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
こ
う

い
う
格
好
で
す
。
何
故
、
黒
い
も
の
を
着
て

い
る
か
？

そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
演
じ
て
見
せ

る
時
に
、
床
に
坐
っ
た
り
、
寝
転
ん
だ
り
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
時
に
白
い
も
の

を
着
て
い
る
と
、
汚
れ
が
気
に
な
る
。
自
由

に
動
け
る
た
め
に
は
、
少
々
汚
れ
が
目
立
た

ぬ
も
の
が
よ
い
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

演
劇
人
が
皆
さ
ん
の
前
に
現
れ
る
こ
と
は
、

そ
う
多
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
の
で
、
今

日
は
敢
え
て
こ
う
い
う
格
好
で
登
場
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
種
の
労
働
着
で
す
。

わ
れ
わ
れ
演
劇
に
携
わ
る
者
は
、
別
に
単
な

る
芸
能
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
て
、

こ
の
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
の
稽
古
場
、

或
い
は
劇
場
で
労
働
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う

ふ
う
に
、
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

僕
は
、
先
ほ
ど
の
紹
介
に
も
あ
り
ま
し
た

よ
う
に
、
川
口
市
の
出
身
で
す
。
キ
ュ
ー
ポ

ラ
の
街
で
す
。
本
町
公
団
ア
パ
ー
ト
四
〇
六

号
室
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
四
十
歳
ま
で
お
り

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
大
体
の
自
分
の
基
礎

的
感
性
と
い
う
も
の
は
、
川
口
市
、
或
い
は

埼
玉
県
に
よ
っ
て
養
わ
れ
た
。

僕
は
灰
皿
を
投
げ
る
と
か
、
暴
力
的
だ
と

か
、
横
暴
だ
と
か
、
権
力
的
演
出
家
だ
と
か
、

そ
う
い
う
風
評
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
は
、
モ
ノ
は
投
げ
ま
せ
ん
し
、

穏
や
か
な
比
較
的
円
熟
し
た
演
出
家
に
な
り

つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
自
惚
れ
て
お

り
ま
す
。
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
率
直

に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
初
に
大
変
失
礼
で
す
が
、
彩
の
国
さ
い

た
ま
芸
術
劇
場
で
お
芝
居
を
ご
覧
に
な
っ
た

こ
と
の
あ
る
方
は
、
手
を
上
げ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
思
っ
た
よ
り
、
少
な
い
で
す
ね
。
こ

れ
が
イ
ギ
リ
ス
で
す
と
、
八
割
は
手
が
上
が

り
ま
す
。
経
済
関
係
の
方
、
金
融
関
係
の
方
、

そ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
お
持
ち
の
方

で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
芝
居
を
見
る
。

そ
の
こ
と
が
ま
ず
食
事
、
或
い
は
そ
の
前
の

酒
を
飲
む
間
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
間
の
立
ち
話

の
時
に
、
必
ず
話
題
に
な
る
の
は
演
劇
の
こ

と
、
或
い
は
芸
術
的
な
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん

も
是
非
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
や
っ
て
一
人
一
人
の
お
客
さ
ま
に
支

え
ら
れ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
自
分
た
ち
の

実
績
、
或
い
は
批
判
を
受
け
る
べ
き
と
こ
ろ
、

自
分
た
ち
で
自
負
す
べ
き
と
こ
ろ
が
発
見
で

き
る
わ
け
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
覧
に
な
っ
て
、

「
公
共
の
劇
場
で
お
前
ら
は
、何
し
て
る
か
」、

或
い
は
「
ほ
ん
と
う
に
良
か
っ
た
な
」
と
、

そ
う
い
う
声
援
を
是
非
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

埼
玉
で
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
か

な
り
の
ハ
ン
デ
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
東
京

に
近
い
た
め
に
非
日
常
的
な
芸
能
、
或
い
は

芸
術
の
環
境
に
浸
ろ
う
と
い
う
と
き
に
は
、

み
ん
な
東
京
に
行
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め

に
、
私
が
初
め
て
こ
こ
に
来
た
と
き
、
一
〇

〇
メ
ー
ト
ル
先
の
そ
ば
屋
の
店
員
で
さ
え
、

芸
術
劇
場
の
在
り
処
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
僕
が
聞
い
た
と
き
、「
分
か
ら
な
い
」

と
い
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
ま
ず

地
元
の
人
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
劇
場
、
ま

し
て
や
東
京
か
ら
は
誰
も
来
て
く
れ
な
い
劇

場
。
そ
こ
で
東
京
と
は
違
う
作
品
を
作
り
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
劇
場
を
認
知
し

て
も
ら
う
の
か
。
或
い
は
、
経
済
的
な
採
算

を
含
め
て
、
文
化
を
ど
の
よ
う
に
し
て
、
埼

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

特特
別別
公公
開開
講講
座座
講講
演演
（（
要要
旨旨
））

さ
い
た
ま
ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ーの

挑
戦

埼
玉
県
芸
術
文
化

振
興
財
団
芸
術
監
督

蜷

川

幸

雄

氏
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玉
県
の
人
た
ち
に
支
持
し
て
い
た
だ
く
か
が
、

大
き
な
問
題
で
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
東
京
と
は
、
違

う
こ
と
を
や
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
は
唐
沢
寿
明
さ
ん
が
出
演
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
が
、
そ
う
い
う
個
人
的
ツ
テ
を
た
ど
り

な
が
ら
、
個
々
の
芸
能
人
に
口
説
い
て
、
こ

こ
へ
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
並
大
抵

な
努
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
京
の

劇
場
な
ら
出
る
け
ど
、
な
ぜ
埼
玉
で
は
い
け

な
い
の
か
―
と
。
そ
う
い
う
中
で
、
私
た
ち

が
考
え
た
の
は
差
別
化
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

東
京
に
無
い
も
の
を
、
埼
玉
に
く
れ
ば
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
れ
ば
東
京
か
ら
、

わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
来
て
も
ら
え
る
わ
け
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
優
れ
た
も
の
を
作
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
が
絶
対
的
な
条
件

で
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
勿
論
、
モ
ノ
は

飛
び
ま
す
し
、
廊
下
を
端
か
ら
端
ま
で
走
り

回
っ
て
、
厳
し
い
稽
古
を
や
り
ま
し
た
。
そ

う
い
う
こ
と
の
結
果
の
一
つ
一
つ
が
、
積
み

重
な
っ
て
芸
術
劇
場
で
、
今
、
私
た
ち
が
さ

ま
ざ
ま
な
実
験
を
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
、
基
礎
的
な
も
の

が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
地
域
の
方
に
、
そ
れ
を
見
て
い
た

だ
こ
う
と
思
っ
て
、
稽
古
場
を
開
放
し
ま
し

た
。
一
回
の
公
演
で
地
元
の
方
、
約
三
十
人

を
抽
選
で
招
待
し
、
公
共
の
劇
場
を
使
っ
て

わ
れ
わ
れ
が
何
を
し
て
い
る
の
か
を
見
て
い

た
だ
き
、
わ
ら
わ
れ
が
何
に
苦
労
を
し
、
何

と
戦
っ
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
ど
う
い
う
恩

恵
を
、
芸
術
劇
場
か
ら
受
け
て
い
る
か
を
分

か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
或
い
は
、
支
持
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
稽
古
場

開
放
の
日
を
設
け
た
わ
け
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
か
ぶ
れ
を
し
て
、
外
国

を
例
に
取
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
外
国
で
は
個
々
の
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
、
或
い
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る

た
め
に
、
稽
古
場
と
い
う
と
こ
ろ
は
、

当
事
者
以
外
は
絶
対
に
入
れ
な
い
。

私
の
女
房
が
ロ
ン
ド
ン
に
来
た
と
し

て
も
、
稽
古
場
に
は
全
員
の
許
可
が

無
い
限
り
入
れ
な
い
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
い
ま
せ
ん
。
付
き
人
も

イ
ギ
リ
ス
人
は
、
つ
け
ま
せ
ん
か
ら
絶
対
に

な
い
。
だ
か
ら
当
事
者
だ
け
し
か
入
ら
な
い
。

そ
う
い
う
場
で
あ
る
劇
場
を
、
日
本
で
こ
の

劇
場
で
は
俳
優
た
ち
に
説
明
し
て
、
地
域
で

や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
開
か
れ
た
態
度

を
、
き
ち
っ
と
地
域
に
示
し
続
け
る
こ
と
が

必
要
な
ん
だ
。
だ
か
ら
、
理
解
し
て
欲
し
い

と
い
っ
て
、
俳
優
た
ち
の
協
力
を
取
り
付
け

ま
し
て
、
公
開
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
私
た
ち
は
民
間
の
劇
場
で
は

出
来
な
い
、
公
共
の
劇
場
で
な
け
れ
ば
出
来

な
い
作
品
、
そ
れ
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
よ

う
に
有
名
で
は
な
く
て
も
、
優
れ
た
作
品
が

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
作
品
に
日
の
目

を
当
て
、
文
学
と
し
て
の
持
続
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
、
き
ち
っ
と

優
れ
た
作
品
に
演
劇
化
し
、
皆
さ
ん
の
前
に

お
届
け
す
る
か
。
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

わ
れ
わ
れ
は
公
共
の
お
金
で
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
責
任
に
お
い
て
、
今
、
優

れ
た
も
の
を
、
わ
れ
わ
れ
に
あ
る
能
力
の
ぎ

り
ぎ
り
の
限
界
ま
で
振
り
絞
り
な
が
ら
、
仕

事
を
や
っ
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
劇
場
へ
、
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

民
間
の
劇
場
で
は
出
来
な
い
、
差
別
化
と

い
う
こ
と
も
含
め
て
、
私
は
埼
玉
県
の
行
政

に
携
わ
る
人
た
ち
に
、
本
当
に
感
謝
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ん
な
に
、
わ
れ
わ

れ
の
実
験
を
許
容
し
て
く
れ
、
わ
れ
わ
れ
が

自
由
に
使
え
る
劇
場
を
持
つ
と
い
う
の
は
、

本
当
に
世
界
的
に
も
例
が
な
い
く
ら
い
、
わ

れ
わ
れ
は
自
由
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
芸
術
を
結
果
だ
け
で
は
な
く
て
、

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
支
持
し
て
く
だ
さ
る
。

そ
う
い
う
長
い
目
で
見
て
く
だ
さ
る
と
い
う

こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
現
場
の
人
間
に
と
っ
て
、

ど
れ
ほ
ど
力
に
な
っ
て
い
る
か
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
上
田
知
事
さ
ん
を
は
じ
め
県
行
政

に
携
わ
る
人
た
ち
に
、
わ
れ
わ
れ
は
守
ら
れ

て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
、
改

め
て
こ
う
い
う
場
で
、
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
責
任
の
中
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
考
え
ま
し
た
。
私
が
芸
術
監
督
と
し
て
、

こ
こ
で
働
か
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

た
意
味
を
考
え
、
思
っ
た
の
は
、
ま
ず
お
年

寄
り
の
劇
団
を
つ
く
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ

ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
自
身
は
現

在
七
十
一
歳
な
ん
で
す
が
、
七
十
一
歳
だ
と

は
思
っ
て
い
な
い
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
お

年
寄
り
の
劇
団
を
つ
く
っ
た
ら
面
白
い
な
。

そ
れ
ま
で
の
職
業
的
俳
優
が
、
あ
る
年
齢
を
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重
ね
た
の
と
違
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
演
劇
の

経
験
の
な
い
人
が
、
演
劇
を
つ
く
っ
た
ら
ど

う
い
う
こ
と
が
起
き
る
の
か
。
そ
れ
か
ら
、

高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
、
時
間
を
た
く
さ
ん

持
っ
て
い
る
方
た
ち
が
何
を
発
想
し
、
ど
う

い
う
こ
と
に
情
熱
を
注
ご
う
と
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
、
も
う
一
回
、
考
え
て
見
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
五
十
五
歳
以
上
と
い
う
こ
と

で
、
上
限
は
決
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
十
五

歳
と
い
う
年
齢
は
、
本
当
は
六
十
歳
以
上
に

し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
年
寄
り
の
演
劇

に
関
す
る
デ
ー
タ
が
な
い
ん
で
す
。
例
え
ば
、

せ
り
ふ
は
何
日
間
で
覚
え
ら
れ
る
か
。
何
メ

ー
タ
ー
走
っ
た
ら
、
息
切
れ
が
す
る
の
か
。

何
人
く
ら
い
辞
め
て
し
ま
う
の
か
。
ま
た
、

何
人
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
―
。
そ
う

い
う
一
切
の
演
劇
的
デ
ー
タ
が
な
い
。
そ
の

た
め
に
、
少
し
年
齢
を
下
げ
余
裕
を
持
っ
て
、

幅
広
く
募
集
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

最
初
、
僕
が
想
像
し
た
応
募
者
は
、
二
〇

〇
人
か
、
三
〇
〇
人
く
ら
い
だ
っ
た
。
大
学

で
も
今
は
少
子
化
の
中
で
、
そ
の
程
度
し
か

集
ま
っ
て
こ
な
い
。
そ
れ
で
三
日
間
か
ら
四

日
間
、
審
査
の
日
を
用
意
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
い
ざ
募
集
し
て
み
る
と
一
二
〇
〇
人

近
い
応
募
者
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ハ
ワ
イ
、
そ
れ
か
ら
国
内

で
い
う
と
、
北
海
道
、
九
州
、
四
国
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
か
ら
、
大
勢
の
方
が
集

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
予
想
を
、
は
る

か
に
超
え
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

自
分
の
用
意
し
て
い
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、

大
幅
に
変
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
何
故
か
と
い
う
と
、
一
人
一
人
の

応
募
動
機
を
読
ん
だ
ら
、
凄
く
真
面
目
で
誠

実
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
応
募
者
全
員
、

大
雑
把
に
い
っ
て
し
ま
う
と
、
約
一
二
〇
〇

人
全
員
に
会
お
う
。
そ
の
こ
と
は
、
自
分
に

言
い
聞
か
せ
た
最
低
の
倫
理
で
あ
る
。
人
と

人
が
出
会
う
時
に
、
書
類
審
査
は
止
め
よ
う
。

そ
の
た
め
に
、
僕
は
実
質
十
五
日
間
、
間
も

空
け
て
二
十
日
間
く
ら
い
の
日
時
を
用
意
し

ま
し
て
、
朝
か
ら
晩
ま
で
会
い
続
け
ま
し
た
。

一
人
一
人
、
ち
ゃ
ん
と
演
じ
て
も
ら
っ
て
、

会
話
を
し
、
本
当
に
も
う
疲
れ
果
て
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
化
を
し
た
り
、
書

類
だ
け
で
は
な
く
て
、
必
ず
人
と
人
が
出
会

い
な
が
ら
、
選
ば
せ
て
い
た
だ
く
。
選
ぶ
と

い
っ
て
も
、
基
準
な
ん
て
な
い
わ
け
で
す
。

後
々
、
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
方

か
ら
言
わ
れ
た
ん
で
す
け
ど
、
普
通
の
社
会

と
い
う
も
の
は
、
定
年
に
な
っ
て
再
就
職
、

或
い
は
仕
事
を
探
そ
う
と
す
る
時
に
、
い
ま

ま
で
の
あ
な
た
は
ど
ん
な
経
歴
で
す
か
。
ど

う
い
う
お
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
か
と

聞
く
。
そ
の
こ
と
が
、
大
事
な
次
の
雇
用
、

仕
事
を
選
ぶ
時
の
条
件
に
な
る
。
し
か
し
、

ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
に
関
し
て
い
う
と
、

そ
れ
は
な
い
。
な
い
ほ
う
が
い
い
。
経
歴
と

は
関
係
が
な
い
。
年
齢
に
は
上
限
が
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
本
当
に
優
れ
た
組
織
論
だ
と

い
う
ふ
う
に
褒
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
結

果
と
し
て
な
ん
で
す
が
、
そ
の
こ
と
は
、
実

は
大
事
な
こ
と
だ
っ
た
な
と
、
今
で
も
思
っ

て
い
ま
す
。
勿
論
、
そ
の
中
か
ら
何
人
を
取

る
か
と
い
う
こ
と
も
、
決
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
ど
こ
に
可
能
性
が
あ
る
か
と
い

う
こ
と
は
、
演
劇
的
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
な
人
た
ち
を
見
る
の
と
違
っ
て
、
新
し
い

人
に
ど
ん
な
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
約
五
十

人
弱
の
人
た
ち
、
女
性
の
方
が
ち
ょ
っ
と
多

か
っ
た
ん
で
す
が
、
一
緒
に
仕
事
を
や
る
こ

と
に
し
て
選
び
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
当
然
、
受
か
ら
な
か
っ
た

人
も
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ

れ
ら
の
人
た
ち
と
あ
ち
こ
ち
で
お
会
い
す
る

と
、
皆
さ
ん
が
会
っ
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
と

い
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、
私
に
は

す
ご
く
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。
何
人
か
の
方

に
は
、
落
と
さ
れ
て
も
何
と
も
思
わ
な
い
か

ら
、
気
に
し
な
い
で
い
い
ん
で
す
よ
と
、
声

を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
お
手
紙
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
高
齢
者
社
会
を
迎
え
て
い
く

時
に
、
普
遍
化
し
て
語
っ
て
は
い
け
な
い
。

勿
論
、
普
遍
化
し
て
語
る
べ
き
こ
と
は
あ
る

け
れ
ど
も
、
必
ず
デ
ー
タ
は
個
々
の
も
の
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
同
じ
八
十
歳
で
も
、

Ａ
さ
ん
と
い
う
八
十
歳
と
、
Ｂ
さ
ん
と
い
う

八
十
歳
で
は
、
せ
り
ふ
の
覚
え
が
違
う
わ
け

で
す
。
勿
論
、
性
格
が
違
い
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
対
応
を
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
同
じ
七
十

一
歳
で
も
僕
の
七
十
一
歳
と
、
他
の
方
の
七

十
一
歳
は
同
じ
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う

で
は
な
い
。
僕
が
優
れ
て
い
る
、
優
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
個
々
に
よ

っ
て
違
う
。

そ
れ
か
ら
、
せ
り
ふ
を
覚
え
る
速
度
も
、

全
く
違
う
。
そ
う
す
る
と
年
齢
に
よ
っ
て
、

一
般
論
で
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
必
ず
ケ

ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
考
え
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
始
め
に
必
ず
面
接
を
す

る
と
い
う
こ
と
と
同
じ
く
、
必
ず
個
々
の
問
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題
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
こ
と
を
担
お

う
。
そ
れ
か
ら
、
予
め
決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス

と
い
う
も
の
は
ま
ず
な
い
。
そ
う
考
え
て
、

大
ま
か
な
設
定
は
し
ま
す
け
ど
も
…
。
そ
の

こ
と
は
、
財
団
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。と

も
か
く
デ
ー
タ
が
な
い
の
で
、
や
り
な

が
ら
考
え
て
い
く
か
ら
、
少
し
ゆ
る
や
か
に

埼
玉
県
が
文
化
行
政
の
一
部
と
し
て
、
応
援

し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
何
月
何
日
発

表
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
発
表
で
き
な
い
か

も
知
れ
な
い
。僕
は
と
き
ど
き「
頑
張
れ
よ
」

と
い
っ
て
、
若
い
俳
優
の
頭
を
叩
く
。
例
え

ば
、
僕
よ
り
お
年
寄
り
の
七
十
五
歳
で
、
き

の
う
ま
で
元
気
な
男
性
に
、「
蜷
川
さ
ん
、

私
に
も
頭
を
叩
い
て
欲
し
い
」
と
い
わ
れ
ま

し
た
。「
い
や
だ
よ
」
と
い
っ
た
け
ど
、
叩

け
と
い
う
の
で
、
ち
ょ
っ
と
や
っ
た
ら
病
気

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。（
笑
）
い
け
な
か
っ

た
か
な
と
思
っ
た
が
、
こ
の
間
ま
で
は
元
気

だ
っ
た
の
に
、
病
気
で
入
院
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
う
す
る
と
、
明
日
は
ど
う
な
る
か
分
か

ら
な
い
。
何
人
の
方
が
入
院
な
さ
る

か
も
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
明
日
が

本
番
と
い
う
と
き
に
、
出
演
の
近
親

者
が
集
中
治
療
室
に
入
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
舞

台
稽
古
と
ど
っ
ち
を
と
る
べ
き
か
を

考
え
ま
す
。
近
親
者
を
優
先
し
た
場

合
は
、
そ
の
穴
埋
め
を
い
っ
た
い
ど

う
す
る
か
。
既
成
の
職
業
的
俳
優
だ

っ
た
ら
、
き
っ
と
舞
台
を
選
ん
で
稽

古
に
出
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

け
れ
ど
も
、
ま
だ
そ
う
で
は
な
く

て
プ
ロ
セ
ス
の
と
き
に
、
わ
れ
わ
れ

は
そ
の
問
題
を
ど
う
す
る
か
を
考
え

る
。
或
る
出
演
者
の
場
合
は
、
家
族

に
介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
い
て
、

そ
れ
か
ら
舞
台
稽
古
に
出
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
い
る
。
そ
の
人
か
ら
「
稽
古
が
終
っ
て
家

に
帰
っ
て
か
ら
も
、
夜
十
時
過
ぎ
に
一
時
間

か
け
て
体
を
洗
っ
て
上
げ
る
ん
で
す
よ
」
と

い
う
話
を
聞
く
と
、
僕
は
本
当
に
頭
が
下
が

る
よ
う
な
思
い
で
す
。
た
っ
た
一
つ
、
稽
古

に
来
る
と
い
う
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の

問
題
を
含
ん
で
い
る
か
。
そ
う
い
う
現
実
に

直
面
し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
、
私
た
ち
は
立

ち
止
ま
っ
て
考
え
、「
じ
ゃ
、
稽
古
に
こ
な

く
て
い
い
よ
。
な
ん
と
か
し
て
穴
は
埋
め
る

か
ら
…
」
と
い
う
と
、
そ
の
出
演
者
は
家
に

帰
っ
て
家
族
と
相
談
し
て
、「
や
は
り
芝
居

を
や
る
こ
と
に
し
た
」
と
し
て
、
結
論
を
出

し
て
い
く
。
そ
う
し
た
立
ち
止
ま
り
な
が
ら
、

い
ろ
ん
な
問
題
を
合
わ
せ
て
、
私
た
ち
は
走

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
の
こ
と
は
、
実
は
大
事
な
問
題
を
含
ん

で
い
る
。
未
知
の
領
域
、
或
い
は
個
々
の
人

間
が
六
十
歳
か
ら
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
自
由
で

は
な
く
て
、
生
活
の
上
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
て
お
り
、
ま
た
地
方
か
ら
出
て
き

て
、
ア
パ
ー
ト
に
一
人
で
住
ん
で
い
る
女
性

は
、
郷
里
に
残
し
て
き
た
夫
や
孫
た
ち
な
ど
、

家
族
の
こ
と
を
ど
う
す
る
の
か
。
そ
う
い
っ

た
問
題
を
す
べ
て
抱
え
な
が
ら
、
そ
れ
で
も

な
お
か
つ
、
今
、
自
分
の
表
現
の
意
欲
、
世

界
に
つ
な
が
る
方
法
の
演
劇
、
或
い
は
身
体

的
な
表
現
を
通
し
て
、
そ
れ
に
つ
な
が
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
間
た
ち
が
、
何
に
直
面

し
て
、
何
に
足
踏
み
を
し
て
、
何
を
抱
え
て

い
る
の
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
も
の
を
併
せ

て
考
え
る
契
機
と
い
う
も
の
を
、『
さ
い
た

ま
ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
』
は
つ
く
っ
て
い

る
。そ

し
て
、
み
ん
な
で
そ
れ
を
よ
た
よ
た
と

考
え
な
が
ら
走
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
た

く
さ
ん
の
矛
盾
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
こ
れ

は
本
当
に
埼
玉
県
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
、

私
た
ち
は
許
容
さ
れ
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も

な
い
、
例
え
ば
芝
居
の
形
態
で
も
、
今
日
は

う
ま
く
せ
り
ふ
が
言
え
た
が
、
明
日
う
ま
く

言
え
る
と
は
限
ら
な
い
。
今
日
言
え
た
も
の

が
、
明
日
は
言
え
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
、

プ
ロ
ン
プ
タ
ー
（
せ
り
ふ
を
つ
け
る
人
）
が

必
ず
客
席
の
前
に
い
る
、
と
い
う
劇
の
作
り

方
を
す
る
。

そ
し
て
、
詰
ま
っ
た
と
き
に
は
そ
の
人
が

言
う
。
そ
う
す
る
と
い
ま
ま
で
の
劇
の
枠
組

み
が
壊
れ
て
し
ま
う
。
だ
け
ど
も
、
壊
し
た

た
め
に
自
由
に
安
心
し
て
モ
ノ
を
言
え
る
こ

と
が
出
来
る
。
そ
う
す
る
と
、
い
ま
ま
で
に

は
見
た
こ
と
の
な
い
演
劇
が
、
そ
こ
に
表
れ

て
く
る
わ
け
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
劇
の
領
域

―２２―



が
広
が
り
な
が
ら
、
私
た
ち
は
老
い
と
い
う

も
の
の
不
確
実
性
、
つ
ま
り
今
日
は
大
丈
夫

だ
、
明
日
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
そ

う
い
う
も
の
を
、
ど
う
や
っ
て
ク
リ
ア
で
き

る
か
と
い
う
知
恵
を
、
み
ん
な
で
考
え
て
プ

ロ
ン
プ
タ
ー
を
や
っ
て
い
く
。
劇
の
構
図
を

く
ず
し
な
が
ら
新
し
い
出
来
事
に
、
み
ん
な

で
対
処
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
契
機
を
『
さ

い
た
ま
ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
』
は
、
わ
れ

わ
れ
に
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。

ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
の
ゴ
ー
ル
ド
は
、

「
シ
ル
バ
ー
と
か
、
シ
ニ
ア
で
嫌
だ
な
」
と
、

僕
は
思
っ
た
。
初
め
て
映
画
館
で
シ
ニ
ア
の

チ
ケ
ッ
ト
買
う
の
が
、
す
ご
く
恥
ず
か
し
か

っ
た
。
な
ぜ
、
見
栄
張
る
の
か
分
か
ら
な
い

の
で
す
が
、
二
回
目
に
よ
う
や
っ
と
「
シ
ニ

ア
」
と
、
チ
ケ
ッ
ト
が
買
え
た
。
一
〇
〇
〇

円
で
し
た
。
そ
う
い
う
シ
ル
バ
ー
で
は
嫌
だ

な
。
じ
ゃ
、
関
係
な
く
ゴ
ー
ル
ド
に
し
よ
う

と
。
そ
れ
で
『
さ
い
た
ま
ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア

タ
ー
』
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
良
か

っ
た
か
な
と
さ
さ
や
か
な
見
栄
を
張
り
な
が

ら
、
み
ん
な
で
走
っ
て
い
る
。
僕
自
身
は
シ

ル
バ
ー
シ
ー
ト
に
、
絶
対
座
ら
な
い
で
頑
張

り
、
他
の
と
こ
ろ
に
こ
う
や
っ
て
立
っ
て
い

ま
す
。

そ
う
い
う
つ
ま
ら
な
い
見
栄
も
含
め
て

『
さ
い
た
ま
ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
』
な
わ

け
で
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
私
た
ち
は
行

政
に
守
ら
れ
、
地
域
の
方
の
友
情
に
守
ら
れ

て
、
例
え
ば
僕
が
雨
の
日
、
コ
ン
ビ
ニ
へ
昼

飯
を
買
い
に
走
っ
て
行
っ
た
ら
、
交
差
点
で

近
所
の
方
が
傘
を
さ
し
て
「
蜷
川
さ
ん
、
劇

場
ま
で
送
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
、
言
っ
て
も

ら
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
昔
、
お
そ
ば
屋
さ

ん
の
若
者
に
聞
い
た
ら
知
ら
な
か
っ
た
芸
術

劇
場
も
、
少
し
は
有
名
に
な
っ
た
か
。
僕
も

傘
に
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

う
い
う
地
域
の
人
と
の
結
び
つ
き
や
、
作
品
、

或
い
は
そ
う
い
う
も
の
の
波
及
力
等
を
通
し

て
、
わ
れ
わ
れ
は
よ
う
や
っ
と
、
少
し
場
所

が
確
保
で
き
た
な
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

僕
は
ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
の
皆
さ
ん
を

連
れ
て
、
外
国
の
ツ
ア
ー
に
行
け
た
ら
い
い

と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
も
う
止
め
ま
し

た
。
そ
ん
な
リ
ス
ク
の
大
き
い
こ
と
は
、
や

っ
て
ら
れ
な
い
で
す
ね
。
い
つ
、
ど
こ
で
、

誰
が
病
気
に
な
っ
ち
ゃ
う
か
分
か
ら
な
い
。

そ
れ
よ
り
か
、
埼
玉
へ
来
て
い
た
だ
こ
う
と
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、

ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が

『
さ
い
た
ま
ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
』
を
見

に
世
界
か
ら
、
こ
こ
の
劇
場
に
来
て
も
ら
う
。

そ
う
い
う
発
想
の
転
換
を
す
れ
ば
、
い
い
の

で
は
な
い
か
と
、
今
、
考
え
て
い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
ツ
ア
ー
な
ん
か
に
行
く
も
の
か
。

ツ
ア
ー
で
来
い
！

そ
う
居
直
れ
ば
、�
じ

じ
・
ば
ば
パ
ワ
ー
�
も
す
ご
い
も
ん
で
…
。

そ
う
い
う
ふ
う
に
発
想
を
転
換
し
て
、
こ
こ

に
来
て
も
ら
う
。
そ
れ
か
ら
こ
の
間
の
芝
居

で
は
、
若
者
の
集
団
と
い
っ
し
ょ
に
組
ん
で

や
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
高
齢
者
・
お
じ
い

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
と
、
孫
の
世
代
が
一
つ

の
稽
古
場
に
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
が
奇
妙
な

友
情
を
生
む
。
つ
ま
り
、
二
つ
の
世
代
が
一

つ
の
稽
古
場
に
い
る
と
、
タ
テ
の
歴
史
の
あ

る
世
代
が
仲
良
く
ご
飯
を
た
べ
た
り
、
若
者

の
た
め
に
煮
染
を
つ
く
っ
て
き
た
り
し
な
が

ら
、
交
流
が
生
ま
れ
て
い
く
。
こ
れ
は
い
い
。

外
国
な
ん
か
、
絶
対
行
く
も
ん
か
。
こ
っ
ち

へ
来
い
、
来
い
と
、
今
は
そ
う
思
っ
て
い
ま

す
。大

雑
把
で
荒
っ
ぽ
い
論
理
と
、
口
調
で
し

ゃ
べ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
私
が
公
共
の
劇

場
で
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
一
つ
の
例
で

す
。
多
く
は
『
さ
い
た
ま
ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア

タ
ー
』
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他

の
仕
事
で
も
本
当
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
ご
批
判
、

そ
れ
か
ら
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
ど

う
ぞ
劇
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
も
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
・
事
務
局
）

〔
講
師
略
歴
〕

川
口
市
出
身
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
も

と
よ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
か
ら
日
本
の
古

典
・
現
代
劇
ま
で
幅
広
く
手
が
け
、
数
々

の
名
舞
台
を
世
界
に
送
り
出
し
て
い
る
。

活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
も
国
内
に
留
ま
ら
ず
、

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
も
活
躍
、

二
〇
〇
五
年
も
『
近
代
能
楽
集
』
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
公
演
、
歌
舞
伎
『
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｗ
Ａ
十
二
夜
』、『
メ
デ
ィ
ア
』、『
天
保
十

二
年
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』
な
ど
多
数
の

演
出
を
手
掛
け
、
昨
年
四
月
に
は
五
十
五

歳
以
上
を
対
象
に
し
た
「
さ
い
た
ま
ゴ
ー

ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
」
の
活
動
を
彩
の
国
さ

い
た
ま
劇
場
を
拠
点
と
し
て
開
始
、
新
風

を
吹
き
込
ん
で
い
る
。
六
月
に
は
イ
ギ
リ

ス
で
の
Ｒ
Ｓ
Ｃ
主
催
ザ
・
コ
ン
プ
リ
ー
ト

ワ
ー
ク
ス
に
日
本
で
唯
一
招
待
さ
れ
『
タ

イ
タ
ス
・
ア
ン
ド
ロ
ニ
カ
ス
』
を
上
演
し
、

絶
賛
を
浴
び
た
。
ま
さ
に
世
界
を
舞
台
に

疾
走
し
続
け
る
名
演
出
家
で
あ
る
。
二
〇

〇
五
年
菊
池
寛
賞
受
賞
。
二
〇
〇
六
年
朝

日
舞
台
芸
術
賞
特
別
大
賞
、
読
売
演
劇
大

賞
、
最
優
秀
演
出
家
賞
な
ど
を
受
賞
し
て

い
る
。
現
在
埼
玉
県
芸
術
文
化
振
興
財
団

芸
術
監
督
を
務
め
て
い
る
。

―２３―



																												
																												
																												
																												
																												

西
部
地
区
協
議
会
で
松
井（
日

本

経
団
連

）

野
村（
も
の
つ
く
り

大
学
学
長

）の
両
氏
が
講
演

西
部
地
区
協
議
会
の
本
年
度
下
期
の

集
会
が
二
月
一
日
午
後
、
川
越
の
丸
広

百
貨
店
で
会
員
四
〇
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
当
地
区
議
長
の
ボ
ッ
シ
ュ
�

齊
藤
俊
雄
専
務
取
締
役
の
開
会
挨
拶
、

本
会
野
上
武
利
専
務
理
事
の
挨
拶
・
事

務
局
報
告
で
開
会
。

第
一
部
は
講
演
�
と
し
て
「
今
春
の

労
使
交
渉
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
と
経
営
側

の
対
応
―
日
本
経
団
連
経
労
委
報
告
を

中
心
と
し
て
―
」
と
題
し
て
、
同
報
告

書
の
解
説
を
中
心
に
、
日
本
経
団
連
労

政
第
二
本
部
本
部
長
・
松
井
博
志
氏
が

講
演
。
ま
ず
企
業
を
取
り
巻
く
各
種
の

社
会
環
境
の
分
析
後
、
適
正
賃
金
の
あ

り
方
と
し
て
は
、
一
律
賃
上
げ
の
時
代

で
は
な
い
、
企
業
の
支
払
い
能
力
が
前

提
で
、
生
産
性
を
こ
え
た
賃
上
げ
は
や

る
べ
き
で
な
い
。
こ
れ
を
前
提
に
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
�
付
加
価
値
生
産
性
を
高

め
る
�
公
平
な
評
価
を
前
提
に
仕
事
内

容
や
役
割
に
よ
る
賃
金
制
度
と
し
、
定

昇
は
見
直
す
�
賃
金
の
見
直
し
で
は
な

く
、
賃
金
制
度
の
見
直
し
を
�
技
術
・

技
能
の
継
承
を
�
退
職
金
や
企
業
年
金

の
見
直
し
を
、
と
訴
え
た
。

講
演
�
は
「
も
の
づ
く
り
人
づ
く
り

―
そ
の
原
点
へ
帰
ろ
う
―
」
と
題
し
て
、

も
の
つ
く
り
大
学
学
長
（
横
浜
国
立
大

学
元
学
長
）
野
村
東
太
氏
の
講
演
を
拝

聴
。「
も
の
観
」
を
激
変
さ
せ
た
根
源

は
社
会
的
な
価
値
観
の
大
変
化
で
あ
り
、

地
球
環
境
が
も
の
づ
く
り
の
基
盤
を
変

え
て
い
る
の
で
、
発
想
を
変
え
る
べ
き

と
分
析
。
今
、
若
者
た
ち
に
何
が
お
こ

っ
て
い
る
か
分
析
し
、
現
代
の
若
者
た

ち
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
が
課
題
で
、

時
代
の
背
景
と
大
人
の
反
省
も
必
要
と

さ
れ
た
。
若
者
が
も
の
づ
く
り
か
ら
離

れ
た
の
は
社
会
構
造
と
人
づ
く
り
の
欠

陥
に
あ
り
、
�
見
え
な
い
も
の
づ
く
り

�
他
人
事
社
会
�
自
己
実
現
否
定
の
体

制
�
経
済
優
先
の
風
潮
�
旧
来
型
技
能

の
減
価
と
所
得
減
�
生
産
拠
点
の
海
外

流
出
	
徒
弟
制
度
の
崩
壊
を
原
因
に
あ

げ
ら
れ
た
。
残
る
べ
き
も
の
と
し
て
は

�
保
存
す
る
こ
と
自
体
に
意
義
あ
る
も

の
�
芸
術
・
文
化
的
な
も
の
�
経
済
的

技
能
で
あ
り
、
明
日
の
技
能
は
�
創
造

的
な
も
の
�
飛
躍
を
す
る
も
の
�
無
形

的
技
能
�
魂
の
伝
承
が
今
後
伸
び
て
い

く
で
あ
ろ
う
し
、
情
報
時
代
の
落
と
し

穴
に
も
留
意
し
つ
つ
、
二
一
世
紀
は
創

造
的
も
の
づ
く
り
に
あ
り
、
中
小
企
業

の
時
代
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
産
学
共

同
の
改
善
も
必
要
と
し
め
く
く
ら
れ
た
。

第
二
部
の
交
流
懇
親
会
は
当
地
区
唯

一
の
も
の
で
、
齊
藤
議
長
の
開
会
挨
拶

と
と
も
に
、
原
宏
本
会
会
長
（
武
州
ガ

ス
�
代
表
取
締
役
会
長
）
も
同
席
さ
れ
、

挨
拶
の
の
ち
両
講
師
も
ま
じ
え
て
懇

談
・
交
流
後
、
地
区
幹
事
の
日
本
伸
管

�
荻
原
正
臣
取
締
役
総
務
部
長
の
し
め

で
散
会
し
た
。

南
部
地
区
協
議
会
が
二
月
六
日


午

後
、
川
口
市
の
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
（
リ
リ
ア
十
二
階
）
に
て
三
十
八
名

が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

始
め
に
、
小
嶋
隆
善
南
部
地
区
議
長

（
�
小
島
鉄
工
所
社
長
）
は
挨
拶
で
日

本
経
済
の
現
状
を
分
析
さ
れ
た
後
、
こ

の
会
で
経
営
側
と
し
て
、
春
季
労
使
交

渉
に
臨
む
姿
勢
を
し
っ
か
り
確
認
し
て

欲
し
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

次
い
で
、
本
会
の
事
業
状
況
に
つ
い

て
野
上
武
利
専
務
理
事
が
報
告
し
、
続

い
て
、
毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
長
の
潮

田
道
夫
氏
に
よ
る
「
内
外
諸
情
勢
と
今

年
の
見
通
し
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
た
。（
講
演
内
容
は
別
掲
）

そ
の
後
、
日
本
経
団
連
地
方
経
協
専

務
理
事
会
議
長
の
大
久
保
力
氏
が
「
春

季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の

基
本
姿
勢
」
と
題
し
講
演
を
お
こ
な
っ

た
。（
講
演
内
容
は
別
掲
）（
氏
の
略
歴

は
、
昭
和
三
十
九
年
、
日
経
連
入
局
。

組
織
部
、
労
働
経
済
研
究
室
、
労
政
部
、

調
査
部
勤
務
の
後
、
理
事
・
組
織
協
力

部
長
を
歴
任
。
平
成
十
年
、
オ
ム
ロ
ン

�
入
社
、
理
事
・
顧
問
就
任
。
平
成
十

四
年
、
東
京
経
営
者
協
会
・
専
務
理
事

に
就
任
。
平
成
十
五
年
、
日
本
経
団
連
・

地
方
経
協
専
務
理
事
会
・
議
長
に
就
任
）

講
演
終
了
後
、
小
原
歯
車
工
業
�
代

表
取
締
役
社
長
の
小
原
敏
治
氏
の
謝
辞

な
ら
び
に
挨
拶
で
閉
会
し
た
。

諸諸情情勢勢とと経経営営側側のの対対応応

潮
田
道
夫（
毎
日
新
聞

論
説
委
員
長

）氏
ら
が
講
演

南
部
地
区
協
議
会
開
か
れ
る

潮
田
道
夫
氏

齊藤俊雄議長

野村東太氏

挨拶する
小嶋隆善議長

松井博志氏

丸
広
百
貨
店
で
の
西
部
地
区
協
議
会

―２４―



																														
																														
																														
																														
																														

労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側

ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
所
見
中部地区
協 議 会

森
本
頼
子
氏
ら
三
人
が
講
演

熊
谷
で
北
部
地
区
協
議
会
開
く

中
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
新
井
是

男
東
京
電
力
執
行
役
員
埼
玉
支
店
長
）

が
、
二
月
十
五
日
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は

五
〇
名
を
超
え
た
。
会
は
事
務
局
の
司

会
で
進
行
し
、
新
井
議
長
は
挨
拶
で
、

わ
が
国
経
済
の
状
況
や
雇
用
情
勢
な
ど

に
触
れ
た
後
、
今
次
春
季
労
使
交
渉
に

臨
む
経
営
側
の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
所

見
を
述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
事
務
局
か

ら
野
上
武
利
専
務
理
事
が
「
経
営
労
働

政
策
委
員
会
報
告
」
の
位
置
づ
け
や
、

会
務
と
り
わ
け
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

各
種
事
業
と
経
営
と
の
係
わ
り
な
ど
の

報
告
と
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
講
演
へ
と
移
り
、
は
じ
め
に

毎
日
新
聞
社
の
潮
田
道
夫
論
説
委
員
長

を
お
迎
え
し
、「
安
倍
政
権
と
日
本
経

済
の
今
後
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
を
い

た
だ
い
た
。（
講
演
内
容
は
別
掲
）。
講

演
日
以
降
、
連
日
報
道
さ
れ
た
政
治
や

経
済
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
、
極
め
て

身
近
に
感
ず
る
よ
う
な
ホ
ッ
ト
な
話
題

を
提
供
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
の
講
演
は
、「
春
季
労
使
交

渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿

勢
」
と
題
し
、
日
本
経
団
連

地
方
経

協
専
務
理
事
会
議
長
の
大
久
保
力
氏
を

迎
え
、
考
え
を
聴
取
し
た
。（
講
演
内

容
は
別
掲
）
長
年
の
経
験
と
実
績
に
基

づ
く
迫
力
に
満
ち
溢
れ
る
熱
弁
に
、
参

加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
、
課
題
を

確
認
す
る
な
ど
講
演
内
容
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

最
後
に
、
リ
ズ
ム
時
計
工
業
の
大
川

康
寛
社
長
か
ら
閉
会
に
あ
た
る
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
協
議
会
は
終
了
し
た
。

北
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
根
本
清

司
�
リ
ケ
ン
特
別
顧
問
）
が
二
月
九
日

�
、
�
リ
ケ
ン

熊
谷
事
業
所
で
約
三

十
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
根
本
議
長
は
、「
景

気
回
復
基
調
と
い
う
こ
と
も
あ
り
今
年

の
春
季
労
使
交
渉
は
ベ
ア
要
求
が
増
え

て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
論
と
し
て
、

月
例
賃
金
は
日
本
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
、
企
業
の
成
果
配
分
は
賞
与
で

支
給
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
だ
と
思

う
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
事
務
局
の
野
上
武
利
専
務

理
事
が
事
務
局
の
会
務
な
ど
を
報
告
、

そ
の
後
、
講
演
を
三
本
行
っ
た
。

講
演
�
は
「
改
正
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で
、
森

本
頼
子
埼
玉
労
働
局
雇
用
均
等
室
長
よ

り
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
改
正
男
女
雇

冒
頭
安
倍
政
権
の
現
状
に
つ
い
て
、

官
邸
独
自
の
世
論
調
査
で
は
、
順
調

に
推
移
し
て
い
る
結
果
が
で
て
お
り
、

そ
れ
が
支
え
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で

い
ろ
い
ろ
と
問
題
も
吹
き
で
て
き
て

お
り
、
閣
内
・
官
邸
内
の
体
制
な
ど
、

そ
の
建
て
直
し
が
急
務
で
あ
る
と
指

摘
し
た
。
続
い
て
天
王
山
の
参
議
院

選
挙
や
そ
の
前
哨
戦
と
な
る
東
京
都

知
事
選
挙
の
動
向
に
つ

い
て
触
れ
た
後
、
安
倍

首
相
の
「
美
し
い
国
」

や
「
憲
法
改
正
」
更
に
、「
新
保
守

本
流
」
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
解

説
し
た
。
次
に
、
主
張
す
る
外
交
に

つ
い
て
は
、
中
韓
関
係
の
改
善
が
見

ら
れ
た
も
の
の
、
世
界
に
向
け
た
プ

レ
ゼ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
と
中
国
と

の
違
い
、
具
体
的
に
は
、
ア
フ
リ
カ

に
対
す
る
中
国
の
積
極
的
な
外
交
活

動
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
お
け
る
大
使

館
の
数
の
違
い
な
ど
を
例
に
、
抱
え

て
い
る
課
題
を
挙
げ
た
。

一
方
、
経
済
政
策
面
で
は
、「
成

長
な
く
し
て
改
革
な
し
」
へ
転
換
し

て
い
る
が
、
こ
の
楽
観
主
義
も
気
分

と
し
て
は
良
い
の
で
は
と
の
認
識
を

示
し
、
日
本
経
済
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
軽
い
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
る
と

の
見
通
し
や
、
個
人
消
費
の
拡
大
が

見
込
め
な
い
回
復
感
の
な
い
中
で
は

あ
る
が
、
通
年
で
は
大
丈
夫
で
あ
ろ

う
と
展
望
し
た
。

続
い
て
日
経
平
均
と
ダ
ウ
三
〇
種

平
均
の
一
九
八
六
年
以
降
の
推
移
の

比
較
や
、
日
米
主
要
企
業
の
時
価
総

額
の
違
い
、
利
益
率
の
違
い
を
示
し

わ
が
国
の
国
際
化
の
遅
れ
を
指
摘
、

「
正
に
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

必
要
性
」を
強
調
し
た
。
例
え
ば
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
の
成
功
事

例
や
、
サ
ム
ス
ン
が
日
本
か
ら
一
兆

円
の
部
品
を
購
入
し
、
組
み
立
て
て

一
兆
円
の
利
益
を
計
上
し
て
い
る
こ

と
を
例
示
し
つ
つ
、
真
の
国
際
化
へ

の
取
組
の
必
要
性
を
力
説
し
た
。
財

政
運
営
に
つ
い
て
は
、
増
税
し
な
け

れ
ば
悪
影
響
が
想
定
さ
れ
る
中
、
選

挙
な
ど
を
踏
ま
え
、
ど
う
舵
取
り
す

る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
し
た
。

最
後
に
、
市
町
村
合
併
に
触
れ
た

上
で
、
今
後
の
高
齢
化
社
会
に
あ
っ

て
は
、
病
院
が
あ
る
か
な
い
か
が
、

自
治
体
の
存
在
を
決
め
て
い
く
の
で

は
な
い
か
。
病
院
を
拠
点
に
町
が
出

来
て
い
く
、
そ
う
い
う
世
の
中
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
そ
の
く

ら
い
医
療
や
病
院
の
問
題
は
大
き
い

と
し
、
日
本
全
体
の
選
択
と
集
中
に

も
言
及
し
た
。

今今春春のの労労使使交交渉渉ををめめぐぐるる

潮
田
論
説
委
員
長
講
演
概
要

新井是男議長

森本頼子埼玉労働局雇用均等室長

講
演
す
る
大
久
保
力
氏
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用
機
会
均
等
法
は
四
月
一
日
よ
り
ス
タ

ー
ト
し
、
◆
性
別
に
よ
る
差
別
禁
止
の

拡
大
、
◆
妊
娠
等
を
理
由
と
す
る
不
利

益
取
扱
い
の
禁
止
等
が
主
な
改
正
点
。

森
本
室
長
は
、
�
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
、

�
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
ポ
イ

ン
ト
、
�
職
場
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
、
�
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
推
進
企
業
の
募
集
、
な
ど
を
資

料
を
用
い
て
説
明
、
参
加
企
業
に
呼
び

か
け
た
。

講
演
�
は
「
労
働
者
派
遣
・
請
負
関

係
（
偽
装
請
負
）」と
い
う
演
題
で
、
島

村
隆
埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
部
需
給
調

整
事
業
室
需
給
調
整
指
導
官
よ
り
講
演

い
た
だ
い
た
。
労
働
者
派
遣
と
請
負
に

関
し
て
は
、
区
分
の
必
要
性
と
区
分
基

準
の
具
体
化
・
明
確
化
が
問
わ
れ
て
お

り
、
特
に
偽
装
請
負
は
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
島
村
指
導
官
は
、
�
労
働

者
派
遣
・
請
負
を
適
正
に
行
う
た
め
に
、

�
派
遣
と
請
負
の
注
意
点
及
び
派
遣
先

が
講
ず
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
、
�
派

遣
に
関
す
る
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
、
モ
デ

ル
例
に
つ
い
て
、
�
製
造
業
へ
の
派
遣

ル
ー
ル
、
�
派
遣
労
働
者
を
受
け
入
れ

る
に
あ
た
っ
て
の
ル
ー
ル
、
�
請
負
事

業
に
つ
い
て
な
ど
に
つ
い
て
資
料
説
明

し
、
島
村
指
導
官
が
企
業
査
察
し
た
際

の
実
態
な
ど
を
紹
介
し
た
。

三
本
目
の
講
演
と
し
て
、「
春
季
労

使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
」
と
題
し
て
、
大
久
保
力
日
本
経

団
連
地
方
経
協
専
務
理
事
会
議
長
よ
り

講
演
を
い
た
だ
い
た
。（
内
容
別
掲
）

最
後
に
佐
藤
良
明
地
区
幹
事
（
岩
崎

電
気
	
総
務
グ
ル
ー
プ
長
）
が
謝
辞
お

よ
び
閉
会
挨
拶
を
行
い
、
協
議
会
は
終

了
し
た
。

大
久
保
力
氏
の
講
演
概
要

大
久
保
力
氏
は
冒
頭
、
オ
ム
ロ
ン
	
の
理
事
に
就

任
し
た
経
験
か
ら
「
今
年
は
我
慢
の
で
き
る
従
業
員

の
育
成
を
は
か
り
た
い
。
そ
れ
は
、
企
業
は
良
い
時

も
、
悪
い
時
も
あ
る
。
良
い
時
は
ボ
ー
ナ
ス
で
、
悪

い
時
は
我
慢
を
す
る
。
従
業
員
も
経
営
者
も
共
に
」

と
述
べ
、
講
演
に
入
っ
た
。

は
じ
め
に
、
経
営
環
境
の
変
化
と
企
業
経
営
は
、

Ｉ
Ｔ
Ｃ
（
情
報
通
信
技
術
）
時
代
が
到
来
し
、
ユ
ビ

キ
タ
ス
経
済
社
会
の
進
展
の
中
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
激
烈
な
展
開
が
お
こ
る
。
ま
た
、
大
手
と

中
小
企
業
の
情
報
格
差
の
解
消
が
図
ら
れ
る
。少
子
・

高
齢
時
代
が
到
来
し
、
団
塊
世
代
の
退
職
に
よ
る
〇

七
年
問
題
が
発
生
す
る
が
、
こ
れ
は
問
題
で
は
な
く
、

課
題
で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
成
熟
経
済
社
会
が

到
来
す
る
。
消
費
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
五
百
億
円

の
新
し
い
消
費
が
増
加
し
て
も
、
片
方
で
は
、
同
額

の
消
費
が
減
少
し
、
消
費
の
総
額
は
変
化
し
な
い
と

述
べ
た
。

続
い
て
、
大
久
保
氏
は
以
下
の
項
目
で
講
演
を
進

め
ら
れ
た
。

一
、
今
後
の
景
気
の
見
方
と
企
業
の
取
ら
ま
え
方

経
済
実
質
成
長
率
は
来
年
も
二
％
か
ら
二
・
五
％

成
長
と
し
、
経
済
指
標
の
見
方
・
考
え
方
で
は
、

四
半
期
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
速
報
の
中
で
は
民
間
企
業
設
備
、

財
貨
・
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
に
注
目
す
べ
き
で
、
民

間
最
終
消
費
支
出
と
政
府
最
終
消
費
支
出
は
経
済

へ
の
影
響
面
で
は
小
さ
い
と
し
た
。
さ
ら
に
、
日

経
新
聞
毎
週
月
曜
日
の
国
内
景
気
指
標
の
国
内
総

生
産
、
日
銀
短
観
、
景
気
動
向
指
数
、
鉱
工
業
指

数
、
集
積
回
路
、
粗
鋼
生
産
高
、
機
械
受
注
、
マ

ン
シ
ョ
ン
契
約
率
、
公
共
工
事
請
負
金
額
、
消
費

支
出
、
上
場
株
時
価
総
額
の
具
体
的
見
方
を
説
明

し
た
。

二
、
企
業
経
営
の
現
状
と
課
題

企
業
は
三
つ
の
過

剰
（
人
、
借
金
、
設
備
）
を
克
服
し
た
。
し
か
し
、

今
は
、
不
足
に
な
っ
て
い
る
企
業
も
あ
る
。
損
益

分
岐
点
を
低
下
さ
せ
、
低
成
長
で
も
業
績
の
上
げ

や
す
い
ス
リ
ム
な
体
質
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要

と
話
さ
れ
た
。

三
、
今
後
の
企
業
経
営
の
あ
り
方

八
十
二
年
ま
で

は
、
コ
ス
ト
＋
利
益
�
価
格
、
で
あ
っ
た
が
、
今

は
、
コ
ス
ト
�
価
格－

利
益
、
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
は
付
加
価
値
重
視
の
経
営
で
あ
り
、
企
業
は
付

加
価
値
製
造
工
場
で
あ
り
、
企
業
・
国
の
発
展
は

付
加
価
値
の
増
加
に
あ
る
。
ま
た
、
人
件
費
の
適

切
な
管
理
は
企
業
経
営
そ
の
も
の
と
説
い
た
。

四
、
今
次
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
対
す
る
基
本
的

な
考
え
方

本
件
に
つ
い
て
は
、日
本
経
団
連「
経

営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
」
を
中
心
に
話
さ
れ
た
。

日
本
は
「
希
望
の
国
」
を
め
ざ
す
。
そ
れ
は
、
挑

戦
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
社
会
、
リ
タ
ー
ン
マ
ッ

チ
の
可
能
な
社
会
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
が
張
ら
れ
た

社
会
で
あ
る
。
希
望
の
国
を
実
現
す
る
に
は
、
絶

え
ざ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
革
新
）
が
必
須
で
あ

る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
新
た
な
市
場
と
新
た

な
価
値
を
創
造
し
、
そ
の
源
は
、
科
学
技
術
と
そ

れ
を
担
う
人
材
に
あ
る
と
「
序
文
」
を
解
説
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
あ
る
べ
き
労
使
関
係
は
、
協
力
す

べ
き
は
協
力
し
、
討
議
す
べ
き
は
十
分
討
議
し
、

是
々
非
々
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

五
、
労
使
の
賃
上
げ
要
求
と
労
使
交
渉
・
協
議
の
焦
点

�
格
差
問
題

�
労
働
配
分
率

�
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

�
賃
金
決
定

が
焦
点
に
な

る
。

六
、
自
社
の
賃
金
決
定
を
ど
う
考
え
る
か

最
大
の

ポ
イ
ン
ト
は
支
払
能
力
で
あ
る
。
先
ず
、
自
社
の

過
去
五
年
間
の
実
績
分
析
及
び
総
額
人
件
費
の
分

析
を
行
い
、
付
加
価
値
生
産
性
、
自
己
資
本
比
率

を
念
頭
に
、
三
年
、
五
年
後
の
経
営
の
姿
を
考
え

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
支
払
能
力
を
求
め
る
。
そ
の

た
め
に
も
中
期
経
営
計
画
に
よ
る
支
払
能
力
を
自

社
で
決
定
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

今今
春春
のの
労労
使使
交交
渉渉
をを
めめ
ぐぐ
るる
諸諸
情情
勢勢
とと
経経
営営
側側
のの
対対
応応

根本清司北部地区協議会議長
島村隆埼玉労働局職業安定部
需給調整事業室需給調整指導官

―２６―















































































日
本
経
団
連
は
一
月
十
一
日
、
十
二

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
都
内
で
「
第

一
〇
九
回
日
本
経
団
連
労
使
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
、
全
国
の
経
営
ト
ッ
プ

や
人
事
・
労
務
担
当
者
な
ど
約
四
七
〇

名
が
参
加
し
た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、「
企
業
価
値
向
上
へ
の
挑
戦
〜

人
と
組
織
の
あ
り
方
を
見
直
す
〜
」
を

総
合
テ
ー
マ
に
、
新
た
な
人
事
戦
略
や

今
次
の
春
季
労
使
交
渉
に
お
け
る
課
題

や
対
応
策
な
ど
を
議
論
し
た
。

一
日
目
は
、
は
じ
め
に
御
手
洗
冨
士

夫
日
本
経
団
連
会
長
が
、
開
会
あ
い
さ

つ
と
基
調
講
演（
要
旨
別
掲
）を
行
っ
た
。

続
い
て
湯
元
健
治
日
本
総
合
研
究
所

調
査
部
長
・
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が

「
新
た
な
成
長
に
挑
戦
す
る
日
本
経
済
」

と
題
し
て
講
演
し
、
�
ア
メ
リ
カ
、
中

国
の
経
済
情
勢
や
、
原
油
価
格
の
見
通

し
�
個
人
消
費
の
動
向
�
小
泉
構
造
改

革
路
線
を
引
き
継
い
だ
安
倍
政
権
の
成

長
戦
略
・
政
策
は
有
効
に
機
能
す
る
か

な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
今
年
の
日

本
経
済
の
動
向
を
予
測
し
、「
基
本
的

に
は
日
本
経
済
の
着
実
な
成
長
は
十
分

見
込
め
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
見
方

を
示
し
た
。

次
に
、
紀
陸
孝
日
本
経
団
連
専
務
理

事
が
「
二
〇
〇
七
年
版
『
経
営
労
働
政

策
委
員
会
報
告
』
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ

い
て
解
説
し
、
続
い
て
「
企
業
の
未
来

像
を
描
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
岡
村
正
東

芝
会
長
（
日
本
経
団
連
副
会
長
・
経
営

労
働
政
策
委
員
長
）、
加
藤
丈
夫
富
士

電
機
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
相
談
役
（
日

本
経
団
連
労
使
関
係
委
員
長
）、
伊
丹

敬
之
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
教

授
が
鼎
談
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め

に
は
企
業
と
そ
こ
で
働
く
個
人
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

岡
村
氏
は
「
人
材
の
育
成
に
励
み
つ
つ

科
学
技
術
立
国
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
、

二
十
一
世
紀
は
心
の
豊
か
さ
の
追
求
を

目
標
と
す
べ
き
」
と
主
張
し
、
加
藤
氏

は
「
企
業
の
国
際
競
争
力
を
回
復
さ
せ

る
た
め
の
、
積
極
的
な
研
究
開
発
投
資

の
必
要
性
」
を
力
説
し
た
。
伊
丹
氏
は

「
原
動
力
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
日
本

は
技
術
者
を
重
ん
じ
、
技
術
者
自
身
も

専
門
領
域
に
閉
じ
こ
も
る
傾
向
か
ら
脱

却
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
述
べ
た
。

一
日
目
の
最
後
は
、
�
木
剛
日
本
労

働
組
合
総
連
合
会
会
長
が
「
二
〇
〇
七

年
―
労
働
組
合
の
役
割
と
課
題
」
と
題

し
て
講
演
を
行
っ
た
。�
木
会
長
は�
二

〇
〇
七
年
春
季
生
活
闘
争
�
の
課
題
や

「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
」
な
ど
に
つ
い
て
の

連
合
の
考
え
方
を
説
明
し
た
。

二
日
目
は
「
二
〇
〇
七
年
へ
の
展
望

―
世
界
の
潮
流
と
日
本
の
進
路
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
寺
島
実
郎
三
井
物

産
常
務
執
行
役
員
・
戦
略
研
究
所
所
長

が
特
別
講
演
を
行
っ
た
。
こ
の
中
で
寺

島
氏
は
、
世
界
の
潮
流
に
つ
い
て
、
世

界
経
済
に
お
い
て
は
か
つ
て
な
か
っ
た

「
高
成
長
の
同
時
化
」
が
持
続
す
る
状

況
に
あ
る
こ
と
や
、「
脱
九
・
一
一
」

へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
指
摘
。
ま
た
日
本
は
「
マ
ネ
ー

ゲ
ー
ム
資
本
主
義
」
で
な
く
、
も
の
づ

く
り
と
産
業
技
術
力
を
重
視
す
る
「
育

て
る
資
本
主
義
」
を
選
択
す
べ
き
だ
と

主
張
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
討
論
で
は
、

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
山
崎
啓
二
郎
キ
ャ

ノ
ン
取
締
役
人
事
本
部
長
、
大
矢
和
子

資
生
堂
執
行
役
員
企
業
文
化
部
長
、
福

島
伸
一
松
下
電
器
産
業
常
務
取
締
役
が

参
加
。
法
政
大
学
大
学
院
教
授
の
藤
村

博
之
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
「
多

様
な
働
き
方
を
め
ぐ
っ
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
現
場
に
お
け
る
多
様
性
へ
の
対
応

や
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

山
崎
氏
は
「
緊
張
感
と
信
頼
感
の
均
衡

を
図
る
」、
大
矢
氏
は
「
男
女
共
同
参

画
の
仕
組
み
の
形
成
」、
福
島
氏
は「
組

織
構
成
す
る
人
材
の
多
様
化
」
に
つ
い

て
強
調
し
た
。

産
別
労
組
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
講
演
で

は
、
加
藤
裕
治
自
動
車
総
連
会
長
、
落

合
清
四
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
会
長
が

「
今
次
労
使
交
渉
に
臨
む
方
針
」
を
説

明
。
続
く
企
業
労
務
担
当
役
員
に
よ
る

講
演
で
は
、
小
澤
哲
ト
ヨ
タ
自
動
車
常

務
役
員
、
河
西
晋
二
郎
日
立
製
作
所
執

行
役
常
務
が
経
営
側
と
し
て
の
「
今
次

労
使
交
渉
に
臨
む
方
針
」
を
明
ら
か
に

し
た
。
小
澤
氏
は
、「
競
争
力
強
化
に

向
け
た
話
し
合
い
」、
河
西
氏
は
「
労

使
で
人
を
テ
ー
マ
に
議
論
」
す
る
こ
と

を
強
調
し
た

基
調
講
演
要
旨

冒
頭
、
こ
れ
か
ら
の
十
年
を
視
野

に
置
い
た
「
御
手
洗
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

し
て
元
旦
に
公
表
し
た
「
希
望
の
国
、

日
本
」
に
つ
い
て
触
れ
、
わ
れ
わ
れ

が
目
指
す
「
希
望
の
国
」
と
は
、
誰

し
も
が
、
今
日
よ
り
明
日
が
、
明
日

よ
り
明
後
日
が
よ
り
良
く
な
る
と
い

う
希
望
の
も
と
に
、
気
概
を
も
っ
て

挑
戦
し
て
い
く
国
で
あ
る
と
し
、
こ

の
「
希
望
の
国
」
の
実
現
に
向
け
た

め
ざ
す
国
の
か
た
ち
と
し
て
「
精
神

面
を
含
め
た
豊
か
な
生
活
」、「
開
か

れ
た
機
会
、
公
正
な
競
争
に
支
え
ら

れ
た
社
会
」、「
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ

親
し
み
を
持
た
れ
る
国
」
と
述
べ
、

そ
し
て
「
希
望
の
国
」
の
実
現
に
向

け
た
優
先
課
題
と
し
て
は
、「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
や
「
高
度
人

材
の
育
成
」・「
生
産
性
の
向
上
」
な

ど
、「
新
し
い
成
長
エ
ン
ジ
ン
に
点

火
す
る
」
こ
と
が
柱
の
一
つ
で
あ
り
、

以
下
「
ア
ジ
ア
と
と
も
に
世
界
を
支

え
る
」、「
政
府
の
役
割
を
再
定
義
す

る
」、「
道
州
制
、
労
働
市
場
改
革
に

よ
り
暮
ら
し
を
変
え
る
」、「
教
育
を

再
生
し
、
社
会
の
絆
を
固
く
す
る
」

と
い
っ
た
項
目
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

続
い
て
経
営
と
労
働
の
課
題
へ
と

話
を
進
め
、「
活
か
す
べ
き
も
の
」

と
「
変
え
る
べ
き
も
の
」
に
つ
い
て
、

帰
属
意
識
の
高
さ
と
組
織
内
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ
を
今
後
も

活
か
す
べ
き
も
の
と
し
て
挙
げ
た
。

一
方
変
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
は
、

年
功
序
列
賃
金
で
あ
り
、
競
争
力
強

化
の
観
点
か
ら
従
来
型
の
人
事
・
賃

金
制
度
の
見
直
し
の
必
要
性
を
指
摘

し
た
。

春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
に
あ
た
っ

て
は
、「
個
別
企
業
レ
ベ
ル
の
賃
金

決
定
は
、
自
社
の
支
払
能
力
を
基
本

と
し
、
個
別
労
使
で
決
定
す
べ
き
で

あ
る
」
と
し
、
続
い
て
、「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
切
り
拓
く
新
し
い
働
き

方
」
に
つ
い
て
話
を
進
め
、「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
の
実
践

を
力
説
、
最
後
に
、「
経
営
者
が
持

つ
べ
き『
高
い
志
』の
継
承
・
発
展
」

を
強
調
し
た
。

企企
業業
価価
値値
向向
上上
へへ
のの
挑挑
戦戦
でで
論論
議議

日
本
経
団
連

労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

基
調
講
演
の
御
手
洗
富
士
夫
氏

―２７―






































































埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
（
母
体

�
本
会
、
連
合
埼
玉
）
は
、
県
教
育
委
員
会

と
共
催
で
「
県
立
高
校
就
職
希
望
者
に
対
す

る
四
者
面
談
会
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
面
談

会
は
生
徒
、
保
護
者
、
教
員
に
よ
る
三
者
に

産
業
人
（
企
業
経
営
者
）
を
加
え
た
四
者
が

一
組
と
な
っ
て
、
個
別
に
面
談
を
行
う
も
の
。

一
月
十
三
日
�
は
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
深

谷
、
一
月
二
十
七
日
�
は
浦
和
東
武
ホ
テ
ル

を
会
場
と
し
、
合
計
四
十
三
組
の
面
談
を
実

施
し
た
。

本
年
度
で
四
年
目
を
迎
え
た
四
者
面
談
は
、

年
々
参
加
校
が
増
え
、
県
立
高
校
で
の
認
知

度
も
高
ま
り
、
日
本
経
団
連
も
「
全
国
の
モ

デ
ル
的
な
取
組
み
」
と
評
価
、
大
き
な
関
心

を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
面
談
会
は
、
生
徒
、

保
護
者
、
教
員
が
産
業
界
経
営
者
と
直
接
向

き
合
い
、
一
時
間
に
亘
り
面
談
し
、
産
業
人

と
し
て
の
役
割
や
経
験
談
、
そ
し
て
理
念
な

ど
を
聴
く
こ
と
に
よ
り
、
職
業
観
、
勤
労
観
、

よ
り
よ
い
進
路
選
択
を
考
え
る
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
が
目
的
。
産
業
人
は
、
人
材
育
成

に
注
力
し
て
い
る
本
会
会
員
企
業
の
経
営
者

で
あ
る
。（
後
記
）

今
年
度
は
参
加
高
校
が
昨
年
の
二
十
二
校

か
ら
三
十
校
に
増
え
、
関
心
の
高
さ
が
覗
え

た
。
面
談
で
は
、
最
初
は
緊
張
気
味
で
あ
ま

り
声
の
出
な
か
っ
た
生
徒
だ
が
、
経
営
者
が

熱
心
に
か
つ
真
剣
に
向
き
合
い
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
た
め
、
途
中
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
進

路
や
夢
、
悩
み
、
会
社
の
実
態
な
ど
に
つ
い

て
相
談
や
質
問
を
し
、
面
談
が
終
わ
っ
た
生

徒
の
目
は
輝
き
、
満
足
を
得
た
と
い
う
顔
つ

き
に
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
参
加
し
た
教
員
か

ら
は
「
昨
年
こ
の
面
談
会
に
参
加
し
た
全
て

の
生
徒
が
、
無
事
就
職
が
内
定
し
、
こ
の
会

が
採
用
面
接
の
際
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
と

の
感
想
を
聞
い
た
」
と
の
嬉
し
い
報
告
も
あ

っ
た
。そ
し
て
面
談
を
終
え
た
保
護
者
は「
企

業
が
求
め
る
人
材
像
や
企
業
内
で
の
職
種
な

ど
が
聴
け
て
、
大
変
参
考
に
な
る
」
と
の
感

想
を
語
っ
た
。

面
談
経
営
者
は
、
我
が
子
の
よ
う
に
真
剣

に
向
き
合
い
「
志
を
持
つ
こ
と
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
の
必
要
性
」「
進
路
選
択
の
考

え
か
た
」
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
、

自
ら
の
経
験
談
や
失
敗
談
な
ど
も
語
っ
た
。

あ
る
経
営
者
か
ら
は
「
面
談
会
に
参
加
し
、

自
分
自
身
も
勉
強
に
な
る
。
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
こ
と
で
生
徒
に
と
っ
て
の
選
択
の
幅
が
広

が
れ
ば
や
り
が
い
も
あ
る
」
と
の
感
想
も
い

た
だ
い
た
。

四
者
面
談
会
は
、
本
会
と
県
教
育
局
と
の

長
年
に
亘
る
様
々
な
連
携
を
活
用
し
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
産
業
界
、
労
働
界
、
県

教
育
委
員
会
が
連
携
し
高
校
生
の
進
路
・
就

職
を
支
援
し
て
い
る
。

◆
一
月
十
三
日
�
・
深
谷
会
場

〔
産
業
界
側
面
談
者
〕（
敬
称
略
・
順
不
同
）

▽
藤
池

誠
治

�
デ
サ
ン代

表
取
締
役
社
長

▽
桑
原

克
己

サ
イ
エ
ン
ス
�

代
表
取
締
役
社
長

▽
鳥
羽
山
伸
夫

フ
ジ
ノ
ン
�

取
締
役

▽
五
藤

高
司

�
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所

熊
谷
事
業
所
長

▽
石
塚

巧

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
�

取
締
役
管
理
本
部
人
事
部
長

▽
安
倍

勝

ボ
ッ
シ
ュ
�
東
松
山
工
場

人
事
グ
ル
ー
プ
セ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

〔
面
談
会
参
加
高
校
〕（
順
不
同
）

▽
深
谷
商
業
高
等
学
校
、
寄
居
高
等
学
校
、

進
修
館
高
等
学
校
、
本
庄
北
高
等
学
校
、

皆
野
高
等
学
校
、
熊
谷
農
業
高
等
学
校
、

熊
谷
商
業
高
等
学
校
、
川
本
高
等
学
校
、

小
鹿
野
高
等
学
校
、
妻
沼
高
等
学
校
、
鳩

山
高
等
学
校
、
児
玉
白
楊
高
等
学
校

以
上
十
二
校
か
ら
二
十
三
組

◆
一
月
二
十
七
日
�
・
浦
和
会
場

〔
産
業
界
側
面
談
者
〕（
敬
称
略
・
順
不
同
）

▽
斉
之
平
伸
一

三
州
製
菓
�

代
表
取
締
役
社
長

▽
牛
窪

啓
詞

�
愛
工
舎
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

▽
井
橋

吉
一

�
イ
ハ
シ代

表
取
締
役
社
長

▽
吉
野

寛
治

吉
野
電
化
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

▽
小
川

鉄
雄

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
�

総
務
部
人
事
サ
ー
ビ
ス
担
当
部
長

〔
面
談
会
参
加
高
校
〕（
順
不
同
）

▽
狭
山
清
陵
高
等
学
校
、
川
口
清
陵
高
等
学

校
、
岩
槻
商
業
高
等
学
校
、
浦
和
工
業
高

等
学
校
、
上
尾
橘
高
等
学
校
、
八
潮
南
高

等
学
校
、
大
宮
工
業
高
等
学
校
、
岩
槻
北

陵
高
等
学
校
、
い
ず
み
高
等
学
校
、
吉
川

高
等
学
校
、
浦
和
商
業
高
等
学
校
、
北
川

辺
高
等
学
校
、
大
井
高
等
学
校
、
松
伏
高

等
学
校
、
日
高
高
等
学
校
、
越
谷
総
合
技

術
高
等
学
校
、
玉
川
高
等
学
校
、
川
口
工

業
高
等
学
校

以
上
十
八
校
か
ら
二
十
一
組

イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
学学
生生
受受
入入
れれ
のの
おお
願願
いい

さ
て
、
当
会
で
は
、
次
代
を
担
う
意

識
・
意
欲
の
高
い
人
材
を
育
て
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
在
学
中
に
実
社
会
で

就
業
体
験
を
行
う
）
の
普
及
・
拡
大
に

向
け
て
の
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

当
会
で
は
、
ま
も
な
く
開
学
６
年
目

を
迎
え
る
行
田
市
の
も
の
つ
く
り
大
学

が
行
っ
て
い
る
デ
ュ
ア
ル
版
と
も
言
う

べ
き
在
学
中
に
半
年
間
必
須
と
い
う
長

期
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
、
一
般
的

に
行
わ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
普
及
・
拡
大
を
県
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
並
行
し
て
強
力
に
推
進
し
て
お

り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
学
生
が
社

会
や
企
業
の
実
情
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

職
業
観
・
就
労
意
識
を
醸
成
さ
せ
、
就

職
時
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぎ
、
ま
た
、

就
職
後
の
定
着
化
を
高
め
る
上
で
も
大

き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
学
生

の
受
入
に
是
非
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

１
�
対
象
学
生

大
学
、
短
大
、
専
修

学
校
、
高
等
専
門
学
校

２
�
期

間

も
の
つ
く
り
大
学
イ
ン
タ
ン
シ
ッ
プ

�
正
味
２
カ
月
程
度

学
科
は
製
造
技
能
工
芸
学
科
・
建
設

技
能
工
芸
学
科

一
般
的
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
�

１
〜
２
週
間
程
度

平
成
１８
年
度
登
録
大
学
・
短
大
は
３７

校

３
�
受
入
企
業
登
録
実
績（
平
成
１８
年
度
）

も
の
つ
く
り
大
学
�
４４
社

（
会
員
企
業
）

そ
の
他
大
学
・
短
大
�
４８
社

（
会
員
企
業
ほ
か
）

４
�
受
入
登
録
方
法

�
も
の
つ
く
り
大
学

「
も
の
つ
く
り
大
学
２
０
０
７
年
度

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
先
調
査
票
」

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
も
の
つ

く
り
大
学
学
生
課
に
直
接
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
に
て
ご
返
送
願
い
ま
す
。

「
受
入
先
調
査
表
」
は
、
左
記
も
の

つ
く
り
大
学
お
よ
び
本
会
に
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
も
の
つ
く
り
大
学

学
生
課

就
職
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
係

〒
３
６
１
―

０
０
３
８

行
田
市
前
谷
３
３
３
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８
―

５
６
４
―

３
８
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
―

５
６
４
―

３
２
０
１

�
そ
の
他
の
大
学
・
短
大
等

詳
し
い
資
料
請
求
、
説
明
、
登
録
そ

の
他
の
お
問
合
せ
は
下
記
、
当
会
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
先
〉

●
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
務
局

宮
田
、
臼
倉
、
山
本

〒
３
３
０
―

８
６
６
９

さ
い
た
ま
市
大
宮
区

桜
木
町
１
―

７
―

５

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
９
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８
―

６
４
７
―

４
１
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
―

６
４
１
―

０
９
２
４

全
国
の
モ
デ
ル
取
組
み
と
評
価

県
立
高
校
就
職
希
望
の
四
者
面
談

１
／
２７
�
浦
和
会
場

�
愛
工
舎
製
作
所

牛
窪
社
長

―２８―
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去
る
二
月
五
日
、
地
域
に
根
ざ
し
た

企
業
活
動
と
社
会
貢
献
に
取
り
組
む
経

営
者
を
表
彰
す
る
「
第
五
回
渋
沢
栄
一

賞
」（
県
な
ど
主
催
、
日
本
経
団
連
並

び
に
本
会
な
ど
後
援
）
と
、
渋
沢
栄
一

翁
の
起
業
家
精
神
に
ち
な
み
県
内
産
業

の
活
性
化
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
躍
進

を
支
援
す
る
た
め
に
昨
年
か
ら
設
け
ら

れ
た
「
渋
沢
栄
一
ベ
ン
チ
ャ
ー
ド
リ
ー

ム
賞
」
の
第
二
回
表
彰
式
が
浦
和
の
埼

玉
会
館
で
受
賞
者
を
は
じ
め
県
や
経
済

界
の
関
係
者
ら
約
五
百
名
が
出
席
し
開

催
さ
れ
た
。

渋
沢
栄
一
賞
は
、
本
会
推
薦
の
埼
玉

ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会

長
の
平
沼
康
彦
氏（
本
会
の
理
事
会
員
）、

株
式
会
社
埼
玉
種
畜
牧
場
代
表
取
締
役

会
長
の
笹
�
龍
雄
氏
、
そ
し
て
滋
賀
県

の
株
式
会
社
た
ね
や
代
表
取
締
役
社
長

の
山
本
徳
次
氏
の
三
氏
が
受
賞
し
た
。

表
彰
は
、
渋
沢
栄
一
賞
選
考
委
員
長

原
宏
氏
（
本
会
会
長
）
の
講
評
の
後
、

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
し
て
渋
沢

栄
一
記
念
財
団
と
翁
の
生
誕
の
地
深
谷

市
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
た
。

受
賞
理
由
は
、
次
の
と
お
り
。

�
平
沼

康
彦
氏

「
地
域
社
会
に
信
頼
さ
れ
貢
献
す

る
」
を
経
営
理
念
に
、「
企
業
は
人
な

り
」
と
の
信
念
の
も
と
、
県
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
し
て
安

定
し
た
業
績
を
挙
げ
る
一
方
、
長
年
に

わ
た
っ
て
障
害
者
や
高
齢
者
の
就
労
や

子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
支
援
を
行
な

う
ほ
か
、
三
十
年
間
継
続
し
て
苗
木
を

寄
贈
、
植
樹
活
動
を
展
開
し
て
き
た
こ

と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

�
笹
�

龍
雄
氏

「
緑
の
牧
場
か
ら
食
卓
へ
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
本
物
の
食
と
健
康
を
志
向

し
た
生
産
、
加
工
、
販
売
の
一
貫
経
営

を
行
な
い
好
業
績
を
挙
げ
て
い
る
。
一

方
、
海
外
を
含
め
延
二
千
人
以
上
の
研

修
生
を
受
入
れ
る
な
ど
教
育
、
国
際
貢

献
が
評
価
さ
れ
た
。

�
山
本

徳
次
氏

「
先
義
・
後
利
」
を
経
営
理
念
と
し

て
、
自
社
農
場
に
お
い
て
食
の
安
心
・

安
全
、
美
味
し
さ
を
追
求
し
た
経
営
を

行
な
い
、
安
定
し
た
業
績
を
挙
げ
て
い

る
。
同
時
に
社
内
に
菓
子
職
業
訓
練
校

を
設
立
し
、
多
数
の
菓
子
職
人
を
輩
出

す
る
な
ど
人
材
育
成
に
長
年
努
め
て
き

た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

受
賞
者
の
う
ち
平
沼
康
彦
氏
が
代
表

取
締
役
を
努
め
る
埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株

式
会
社
は
、
本
協
会
の
理
事
企
業
で
あ

り
会
を
挙
げ
て
祝
意
を
表
し
た
い
。

平
沼
康
彦
氏
は
、
昨
年
六
月
「
私
の

人
生
ノ
ー
ト
」
を
著
述
、
発
刊
し
た
が
、

著
書
の
中
で
、社
会
貢
献
に
つ
い
て「
会

社
と
い
う
も
の
は
た
だ
利
益
を
上
げ
る

だ
け
で
は
ダ
メ
。
社
会
の
役
に
立
つ
存

在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
わ
れ

わ
れ
の
よ
う
に
車
の
販
売
を
仕
事
に
し

て
い
る
会
社
は
、
車
の
排
ガ
ス
に
よ
る

大
気
汚
染
に
少
な
か
ら
ず
か
か
わ
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
他
業
種
以
上
に
環
境

を
守
る
こ
と
に
気
を
配
る
こ
と
が
必
要

だ
。
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
さ
に

こ
れ
は
渋
沢
栄
一
翁
の
「
右
手
に
算
盤
、

左
手
に
論
語
」
の
精
神
を
今
に
受
け
継

ぐ
も
の
で
大
い
に
賞
賛
し
た
い
。

尚
、
同
時
開
催
さ
れ
た
第
二
回
「
渋

沢
栄
一
ベ
ン
チ
ャ
ー
ド
リ
ー
ム
賞
」
の

大
賞
（
賞
金
三
百
万
円
）
に
は
、
電
子

認
証
技
術
を
活
用
し
た
文
書
管
理
用
ソ

フ
ト
「
Ｚ
ｉ
ｅ
３
」
の
開
発
会
社
「
ネ

ク
ス
テ
ー
ジ
」、
優
秀
賞
（
同
七
十
万

円
）
に
は
、
ア
メ
リ
カ
ア
ッ
プ
ル
社
の

パ
ソ
コ
ン
「
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
」
で

使
用
可
能
な
情
報
漏
洩
防
止
装
置
「
Ｚ

ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｙ
」
を
企
画
開
発
し
た
「
テ

ク
ノ
ス
コ
ー
プ
」
が
選
ば
れ
た
。

表
彰
式
終
了
後
、
二
十
一
世
紀
政
策

研
究
所
理
事
長
田
中
直
毅
氏
が
「
日
本

近
代
資
本
主
義
の
父
渋
沢
栄
一
か
ら
学

ぶ
も
の
」
と
題
す
る
講
演
を
行
な
い
表

彰
式
を
盛
り
上
げ
た
。

渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
なな
どど
をを
表表
彰彰

平
沼
康
彦
氏
ら
三
氏
が
受
賞

上
田
知
事（
右
）と
埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
�

平
沼
康
彦
代
表
取
締
役
会
長

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
の
渋
沢
理
事
長
か

ら
記
念
品
を
授
与
さ
れ
る

審
査
講
評
を
す
る
原
会
長

―２９―
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株
式
会
社
山
崎
鐵
工
所
の
醤
油

も
ろ
み
圧
搾
機
は
九
十
パ
ー
セ
ン

ト
の
シ
ェ
ア
を
持
ち
、
こ
の
分
野

で
は
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
企
業

で
あ
る
と
増
井
正
樹
社
長
は
語
る
。

そ
の
歩
み
は
創
立
者
山
崎
幾
造

氏
が
明
治
二
十
四
年
、
日
本
橋
に

創
業
し
、
本
年
で
百
十
一
年
の
歴

史
を
誇
る
醸
造
機
械
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
。

山
崎
幾
造
氏
は
静
岡
県
森
町
の

醸
造
家
に
生
ま
れ
、
自
家
用
の
道

具
類
を
次
々
に
発
明
し
、
こ
の
業

界
で
は
醸
造
機
械
の
始
祖
と
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
と
伝
統
は
、

常
に
他
社
に
先
駆
け
て
新
製
品
を

開
発
す
る
技
術
力
に
表
れ
、
現
在

に
至
る
ま
で
脈
々
と
受
継
が
れ
て

い
る
。

製
造
す
る
醸
造
機
械
の
種
類
は

多
種
多
様
で
、
醤
油
醸
造
に
例
を

と
れ
ば
、
大
豆
や
小
麦
の
貯
蔵
・

供
給
を
行
う
機
器
。
大
豆
を
蒸
し
、

小
麦
を
炒
っ
て
砕
く
原
料
処
理
機

械
。
熟
成
さ
せ
る
発
酵
タ
ン
ク
や

貯
蔵
タ
ン
ク
。
そ
し
て
圧
倒
的
シ

ェ
ア
の
あ
る
も
ろ
み
か
ら
醤
油
を

搾
る
圧
搾
機
械
で
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
醤
油
製
造
の
瓶
詰
め
以

外
の
機
械
・
装
置
の
全
て
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
Ｎ
Ｋ
式
蒸
煮
缶
、

連
続
蒸
煮
缶
装
置
、
自
動
製
麹
装

置
、
も
ろ
み
整
形
装
置
、
Ｙ
―
１
、

２
、
３
、
圧
搾
装
置
等
を
、
そ
し

て
、
近
年
は
こ
れ
と
併
行
し
て
全

自
動
バ
ッ
チ
式
丸
大
豆
高
圧
蒸
煮

装
置
、
種
麹
培
養
装
置
、
高
性
能

膜
濾
過
装
置
、
省
エ
ネ
型
小
麦
焙

煎
装
置
等
も
研
究
・
開
発
・
販
売

し
て
い
る
。

主
な
機
器
納
入
先
は
、
醤
油
・

味
噌
工
場
で
は
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
、

ヤ
マ
サ
醤
油
、
ヒ
ガ
シ
マ
ル
醤
油
、

ヒ
ゲ
タ
醤
油
等
の
大
手
か
ら
中
小

醤
油
メ
ー
カ
ー
、
各
県
の
醤
油
協

同
組
合
ま
で
、
そ
の
数
、
数
百
社
。

酒
・
飲
料
関
係
で
は
、
日
本
デ
ル

モ
ン
テ
、
菊
正
宗
酒
造
、
白
鶴
酒

造
、
月
桂
冠
等
々
、
こ
れ
ま
た
数

百
社
に
及
び
、
さ
ら
に
、
各
種
油

圧
プ
レ
ス
等
の
産
業
機
械
関
係
で

は
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
、
三
菱
電
機
、

日
立
製
作
所
等
で
あ
る
。
ま
た
、

海
外
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
台
湾
、

韓
国
に
輸
出
し
て
い
る
。

圧
搾
機
は
醸
造
以
外
に
も
、
漬

物
の
塩
抜
き
、
食
品
会
社
の
香
料

搾
り
等
に
も
利
用
さ
れ
販
路
は
広

が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
香
り
と
味

が
勝
負
の
吟
醸
酒
で
は
、
現
代
の

装
置
で
は
な
く
、
当
社
の
圧
搾
機

で
な
い
と
う
ま
い
酒
が
で
き
な
い

と
の
こ
と
。

最
後
に
当
社
の
基
本
は
、
と
の

問
い
に
、
増
井
社
長
も
門
井
常
務

も
退
職
金
制
度
等
々
の
福
利
厚
生

の
充
実
を
は
じ
め
、
仕
事
を
遂
行

す
る
上
で
も
、「
社
員
を
大
切
に

す
る
温
か
い
会
社
」
と
話
さ
れ
た
。

増井正樹社長

ア
ル
ビ
オ
ン
は
「
世
界
一
の
高
級

化
粧
品
メ
ー
カ
ー
に
な
る
」
と
い
う

夢
を
持
っ
て
誕
生
し
、
昨
年
で
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
た
。
社
名
の
「
ア

ル
ビ
オ
ン
（
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）」は
、

英
国
（
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
島
）
の

古
名
で
、
原
義
は
「W

hite
Land

（
白
亜
の
国
、
白
い
国
）」で
あ
る
。

英
国
の
伝
統
・
権
威
と
「
白
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
創
業
者
小
林
英
夫
氏
が

命
名
し
た
。

熊
谷
工
場
は
平
成
十
四
年
、
上
尾

か
ら
移
転
し
、
緑
豊
か
な
化
粧
品
工

場
と
し
て
、
ア
ル
ビ
オ
ン
グ
ル
ー
プ

の
生
産
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
工
場

で
は
、
安
心
・
安
全
・
信
頼
の
も
の

づ
く
り
を
心
が
け
、
徹
底
し
た
品
質

管
理
と
衛
生
管
理
に
よ
り
、
本
物
志

向
に
徹
し
た
「
最
高
の
品
質
」
を
維

持
し
高
め
る
様
々
な
工
夫
を
実
践
し

て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
基
礎
製
造

室
は
業
界
に
先
駆
け
、
ス
テ
ン
レ
ス

床
を
採
用
し
完
全
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
を

実
現
し
、
検
査
工
程
で
は
先
進
の
機

械
検
査
と
と
も
に
作
業
者
の
目
視
と

触
覚
に
よ
り
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
体
制

が
と
ら
れ
て
い
る
。
工
場
の
品
質
方

針
は
、「
本
物
志
向
意
識
の
共
有
化

を
は
か
り
、
常
に
誠
意
を
も
っ
て
、

お
客
様
一
人
ひ
と
り
に
、
最
高
の
品

質
を
提
供
す
る
」
と
い
う
こ
と
。
品

質
方
針
を
達
成
す
る
た
め
、
徹
底
し

た
管
理
体
制
の
継
続
改
善
に
努
め
て

い
る
。

昨
年
、
工
場
長
に
就
任
さ
れ
た
佐

久
間
昇
工
場
長
（
写
真
）
は
、
製
造

現
場
一
筋
で
四
十
年
以
上
、「
も
の

づ
く
り
は
手
順
が
大
切
で
、
現
場
、

現
実
を
肌
身
で
知
る
た
め
に
毎
日
必

ず
現
場
に
足
を
運
び
、
従
業
員
と
の

会
話
を
心
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
安

全
・
衛
生
に
関
し
て
は
繰
り
返
し
の

教
育
し
か
な
い
。
と
に
か
く
基
本
を

守
る
こ
と
を
徹
底
し
て
呼
び
か
け
て

い
る
」
と
熱
く
語
っ
た
。

女
性
従
業
員
が
約
七
割
を
占
め
る

工
場
で
は
、
県
が
推
進
す
る
「
子
育

て
応
援
宣
言
企
業
」
と
し
て
、
仕
事

と
家
庭
の
両
立
に
向
け
て
の
し
く
み

や
制
度
を
確
立
す
る
活
動
も
展
開
し

て
い
る
。

ア
ル
ビ
オ
ン
は
創
業
以
来
一
貫
し

て
高
品
質
の
化
粧
品
開
発
と
Ｔ
Ｖ
等

の
マ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
依
存
し

な
い
専
門
店
流
通
政
策
を
展
開
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
の
人
材
育
成
�
人

間
性
の
育
成
に
注
力
し
て
い
る
。
そ

し
て
一
時
的
な
流
行
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

独
自
の
企
業
価
値
の
創
造
に
挑
ん
で

い
る
。

アルビオン
佐久間昇工場長

なな話話題題 南南 北北 中中 西西

南
部

�
山
崎
鐵
工
所

醤
油
も
ろ
み
圧
搾
機
シ
ェ
ア
９０

％
、
世
界
ナ
ン
バ
ー
１
の
企
業

北
部
�
ア
ル
ビ
オ
ン

熊

谷

工

場

伝
統
と
権
威
の
白
を
イ
メ
ー
ジ

独
自
の
企
業
価
値
創
造
に
挑
戦
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「
会
計
の
世
界
で
は
、
二
〇
〇

八
年
問
題
が
あ
り
、
会
計
基
準
の

国
際
化
、
内
部
統
制
の
構
築
義
務

化
、
新
リ
ー
ス
会
計
基
準
の
導
入

等
企
業
経
営
に
と
っ
て
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
大
企
業
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
そ
う
い
っ
た
企
業
と
取
引

す
る
中
堅
・
中
小
企
業
に
あ
っ
て

も
、
そ
の
影
響
は
避
け
て
通
れ
な

い
」
と
強
調
す
る
寺
山
昌
文
所
長

（
写
真
）。
内
部
統
制
整
備
の
指

針
と
な
る
「
財
務
報
告
に
係
る
内

部
統
制
の
評
価
及
び
監
査
に
関
す

る
実
施
基
準
」
が
一
月
末
に
公
表

さ
れ
た
が
、「
監
査
の
現
場
で
は

す
で
に
実
施
し
て
き
た
こ
と
で
あ

り
違
和
感
は
な
い
」
と
言
う
。

内
部
統
制
ル
ー
ル
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
よ
れ
ば
、
企
業
の
管
理
体

制
を
幅
広
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組

み
で
、
企
業
経
営
者
が
年
一
回
、

一
例
を
あ
げ
れ
ば
在
庫
や
売
掛
金

の
処
理
に
関
し
、
き
っ
ち
り
と
チ

ェ
ッ
ク
機
能
が
働
い
て
お
り
財
務

諸
表
の
信
頼
性
が
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
、
投
資
家
向
け

に
「
評
価
報
告
書
」
を
公
表
、
更

に
、
誤
り
が
な
い
と
い
う
「
宣
誓

書
」
を
提
出
、
そ
の
上
で
、
監
査

法
人
が
再
点
検
し
国
に
提
出
す
る

も
の
。
万
一
、
虚
偽
記
載
が
あ
れ

ば
監
査
法
人
は
不
適
正
意
見
を
出

し
、
経
営
者
は
刑
事
罰
の
対
象
と

な
る
。
金
融
庁
は
、
今
夏
施
行
さ

れ
る
予
定
の
金
融
商
品
取
引
法
の

政
省
令
案
に
、
こ
の
内
部
統
制
ル

ー
ル
を
盛
り
込
む
予
定
で
準
備
が

進
ん
で
い
る
。
そ
う
な
る
と
確
か

に
、
大
企
業
以
外
で
も
、
担
当
部

署
の
設
置
や
社
内
規
定
の
整
備
、

新
た
な
シ
ス
テ
ム
作
り
な
ど
の
検

討
が
必
要
と
な
る
。

カ
ネ
ボ
ウ
の
粉
飾
決
算
事
件
や

日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
事

件
な
ど
企
業
不
祥
事
も
発
生
し
て

い
る
折
、
そ
れ
だ
け
に
、
監
査
法

人
の
監
査
体
制
や
監
査
水
準
の
高

度
化
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
監

査
リ
ス
ク
の
問
題
か
ら
監
査
契
約

を
断
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
」
と
言
う
。

も
う
ひ
と
つ
、
寺
山
所
長
が
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
、
監
査
法
人

の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
べ
く
、

中
堅
・
中
小
企
業
の
再
生
を
支
援

し
て
い
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
「
埼

玉
事
業
活
性
化
支
援
機
構
」。
こ

ち
ら
の
特
徴
は
、
公
認
会
計
士
は

も
ち
ろ
ん
税
理
士
・
弁
護
士
・
弁

理
士
・
不
動
産
鑑
定
士
な
ど
の
い

わ
ゆ
る
「
士
業
」
を
結
集
し
、
専

門
的
知
識
集
団
に
よ
り
企
業
再
生

や
健
全
経
営
を
支
援
す
る
も
の
。

事
ほ
ど
左
様
に
繁
忙
を
極
め
て

い
る
が
、
息
抜
き
は
数
少
な
い
休

日
の
「
山
登
り
」
や
「
芝
居
見
物
」、

そ
し
て
家
族
と
の
旅
行
。
ま
だ
ま

だ
先
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
夢
を

伺
う
と
、「
若
い
頃
、
過
日
逝
去

さ
れ
た
秩
父
セ
メ
ン
ト
の
諸
井
虔

さ
ん
に
影
響
を
受
け
た
。
実
父
も

地
域
社
会
で
活
躍
し
た
が
、
熊
谷

で
生
ま
れ
、
浦
和
に
居
住
し
て
い

る
私
に
と
っ
て
、
と
に
か
く
、
さ

い
た
ま
の
産
業
の
活
性
化
・
地
域

社
会
の
発
展
に
役
立
つ
活
動
を
続

け
た
い
」。『
地
域
経
済
の
活
性

化
』
そ
の
も
の
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
だ
っ
た
。

初
雁
興
業
�
は
明
治
三
〇
年
関
根

組
と
し
て
土
木
建
築
請
負
業
を
創
業
、

昭
和
一
六
年
株
式
会
社
に
組
織
改
正
、

二
二
年
に
現
商
号
に
変
更
、
そ
の
後

資
本
金
も
五
回
に
わ
た
り
増
資
、
私

募
債
は
平
成
一
八
年
の
二
億
円
ま
で

六
回
発
行
し
て
い
る
。
こ
の
間
一
貫

し
て
土
木
、
建
設
工
事
の
設
計
・
施

行
、
宅
地
建
物
取
引
な
ど
に
携
わ
り
、

県
内
同
業
界
の
中
核
的
存
在
と
し
て

の
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

事
業
内
容
は
土
木
部
門
（
官
庁
、

民
間
、
伝
統
文
化
関
係
）、
建
設
部

門
（
同
前
）、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

（
リ
ー
シ
ン
グ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
医

療
福
祉
事
業
）、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事

業
、
一
般
住
宅
事
業
、
環
境
事
業（
生

活
環
境
保
全
事
業
、
自
然
環
境
保
全

事
業
）
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
主
に
三
つ
あ
る
、

ま
ず
「
品
質
管
理
」、
高
い
技
術
力

と
そ
の
向
上
に
裏
付
け
ら
れ
た
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
を
平
成
一
一
年
認
証
取

得
（
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
）。
次
に

「
環
境
」
は
積
極
的
に
環
境
優
先
の

施
工
を
実
施
し
、
同
一
四
年
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
を
認
証
取
得
（
同
）。

更
に
「
安
全
」
面
で
は
「
安
全
第
一
」

を
基
本
に
同
一
八
年
建
設
業
労
働
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
「
Ｃ
Ｏ

Ｈ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
コ
ス
モ
ス
）」の
評
価
証

も
取
得
し
て
い
る
。

と
く
に
そ
の
得
意
分
野
は
建
築
で

は
特
養
ホ
ー
ム
、
病
院
な
ど
、
土
木

で
は
河
川
、
下
水
道
な
ど
で
、
イ
ン

フ
ラ
関
連
事
業
が
多
い
。
表
彰
工
事

例
も
数
多
く
あ
り
、
業
界
で
は
埼
玉

の
ラ
ン
ク
で
マ
ル
Ａ
に
評
価
さ
れ
て

い
る
。

社
員
に
も
「
人
財
」
を
大
切
に
と
、

月
一
回
の
自
己
革
新
の
日
（
イ
ン
プ

ル
ー
ビ
ン
グ
サ
タ
デ
ー
）
を
会
社
費

用
で
研
修
日
と
す
る
な
ど
、
教
育
と

社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
は
格
別
力

を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
少
子
化
時

代
の
な
か
、
最
大
第
四
子
ま
で
累
計

一
〇
〇
万
円
の
出
産
祝
金
制
度
（
結

婚
祝
は
五
万
か
ら
二
〇
万
円
に
ア
ッ

プ
）、
環
境
面
で
は
エ
コ
カ
ー
購
入

者
に
は
最
大
三
〇
万
円
を
補
助
し
て

い
る
。

関
根
賢
一
社
長
は
「
こ
の
業
界
は

イ
メ
ー
ジ
が
今
ひ
と
つ
だ
が
、
談
合

根
絶
な
ど
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
発
注
者
も
変
わ
っ
て
ほ
し
い
が
、

当
方
も
お
客
様
に
信
頼
し
て
頂
け
る

よ
う
倫
理
感
を
も
っ
て
仕
事
に
臨
む

た
め
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
制
定
し
た
。
業

界
は
厳
し
い
が
社
員
を
大
切
に
し
、

少
子
化
の
折
か
ら
雇
用
対
策
に
も
配

慮
し
、
特
徴
あ
る
事
業
を
展
開
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
ら
れ
た
。

代表取締役社長
関根賢一氏

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

中
部
新
日
本
監
査
法
人

さ
い
た
ま
事
務
所

企
業
経
営
の
支
援
で
地
域
活
性

化
へ
貢
献
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

西
部

初
雁
興
業
�

技
術
・
環
境
・
安
全
に
配
慮
し
、「
社
会
に

あ
っ
て
な
く
て
な
ら
な
い
会
社
に
し
よ
う
」

DATA
会 社 名：初雁興業�
本 社：川越市鯨井１７０５‐２ 〒３５０‐０８１５
電 話：０４９‐２３１‐０８００
Ｆ Ａ Ｘ：０４９‐２３２‐７０６８
関連企業 営業所：３社、県内６営業所
代 表 者：代表取締役社長 関根 賢一
設 立：１９４１（昭和１６年）４月
従業員数：１３５名
資 本 金：１億１，２００万円
主な事業内容：土木、建設工事の施工・宅地建

物取引業ほか
http : //www.hazkari.co.jp/profile/

summary.html

DATA
会 社 名：新日本監査法人さいたま事務所
開 設：平成７年１１月
事業内容：上場企業の監査、株式公開支援

業務、その他コンサルティング
等

住 所：�いたま市大宮区桜木町１‐７‐５
ソニックシティビル２６階

電 話：０４８‐６４９‐８４６１
所 員：公認会計士７名、会計士補４名

施
工
例
・
川
越
市
立

霞
ケ
関
北
小
学
校

寺
山
昌
文
所
長

川
越
市
の
本
社
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１．微細加工技術による

マイクロセンサの開

発

２．センサを用いた計測

システムの構築

３．新規材料、プロセス

を用いた電子デバイ

ス開発

高橋 幸郎

（たかはし こうろう）

１９７７年 東北大学院博士

課程電子専攻修

了

１９７７年 東北大学工学部

助手

１９８８年 電子工学科助教

授

１９９６年 埼玉大学工学部

教授

半導体微細加工技術を用いた、
マイクロ電子デバイスの研究・開

発を行っている。具体的には、マイクロ圧力セン
サ、超小型酸素センサ、神経活動電位誘導用多重
微小電教、や真空マイクロデバイスとして、ダイ
ヤモンドおよびカーボンナノチューブフィールド
エミッション電極、マイクロチャネルプレート
（MCP）などが挙げられる。
近年の成果として、光ファイバーを用いた圧力
センサでは、シリコンのドライエッチング技術を
用いて作成した感圧ダイヤフラムを直径１２５�の
光ファイバー先端に装着
する製法を実現した。ま
たマイクロ波によるダイ
ヤモンド成長において、
ダイヤモンドパウダーを
用いたスピンコートシー
ディング法を適用し、３
極管型のダイヤモンドフ
ィールドエミッション源
のエミッション開始電圧
を僅か０．５Vに低下させ
ることに成功している。

また医用電子計測・制御に関する研究では、完
全埋め込み型機能的電気刺激（FES）システムの
開発を実施している。このシステムは、病気や事
故で手足の運動機能を失った患者に対し、神経・
筋に電極を刺入して、体外からこの電極に刺激波
形を伝送し、目的とする動作の再建を行うもので
あり、スムーズな動作を得るために最大１６チャネ
ルの同時刺激が可能である。このシステムは、心
臓ペースメーカと異なり、刺激に多くの電力を必
要とするため、体外から経皮的に電磁結合を使っ
て、電力と情報を取り入れる方式を採用している。

１．バイオディーゼル燃
料製造プロセスの開
発

２．水素化反応、酸・塩
基反応に用いるカス
タム触媒の開発

３．高分解能走査型電子
顕微鏡を使った工業
材料の形態観察

黒川 秀樹
（くろかわ ひでき）
１９８９年、東京工業大学総
合理工学研究科化学環境
工学専攻博士課程修了
１９８９―１９９７年、三菱油化
�（現、三菱化学�）四
日市総合研究所
１９９７―現在、埼玉大学工
学部助手を経て、現在、
埼玉大学科学分析支援セ
ンター助教授
現在の専門：触媒化学

私は学内共同利用施設の一つで
ある科学分析支援センターの専任

教員として分析装置の維持管理、依頼分析等を行
いながら、出身学科である旧工学部応用化学科の
一員として研究・教育を行っており、理工学研究
科三浦教授の研究室と一緒に活動しています。
我々の研究室では、水素化反応、脱水素反応、酸・
塩基反応、付加重合などの多彩な反応に関して、
より高性能な触媒の開発を進めており、これらの
研究を通じて、資源の有効利用や化学プロセスの
省エネルギー化を目指しています。
その中で現在、特に私が力を入れているのは、
ポリエチレン、ポリプロピレンなどの製造に用い
られているオレフィン重合触媒に関する研究です。
ポリエチレン、ポリプロピレンなどのポリオレフ
ィン類は、自動車部品、家電製品から日用品に至
るまで多彩な用途に用いられています。当研究室
では、ポリオレフィン製造の効率を左右する重合
触媒の性能向上、新しい機能を持つポリオレフィ
ン材料を製造可能な新規触媒の開発等を目指して、
日々、学生と共に研究を進めております。
一方で触媒化学以外の研究として、長く民間の
化学会社に勤務していた経験を生かして、化学反

応プロセス、特に少量多品種生産を目的とした化
学プロセスの開発も手がけています。特に近年は、
温室効果ガスの削減に向けた取り組みの一つとし
て注目されているバイオディーゼル燃料の製造に
関して、製造プロセスの設計や品質分析なども手
がけています。さらに本テーマでは、実用レベル
の研究を民間企業と共同で進めながら、平成１７年
度より理工学研究科坂本教授、王助教授、関口助
手と連携して文部科学省「都市エリア産学官連携
推進事業」に参画し、より斬新なバイオディーゼ
ル燃料製造プロセスの開発を目指しています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、事務局長 三国 雅裕 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４００００００００００００００００００００００００回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

半導体微細加工技術を用いたマイクロ電子デバイスの開発
大学院理工学研究科 数理電子情報部門 高 橋 幸 郎 教授

環境調和型高機能固体触媒の開発
科学分析支援センター 黒 川 秀 樹 助教授

研究室のメンバー

完全埋め込み型機能的電気刺激装置ダイヤモンドフィールドエミッタアレイ

―３２―
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摩擦や摩耗、潤滑技術を総称してトライボロジーといい
ますが、この分野における研究開発が専門です。
具体的には軸受、電気接点、工具などの摩耗低減、真空、

高温など特殊環境中での潤滑、表面処理などに関する技術
です。産業界からの依頼で、機械部品等の摩耗原因を現地
に出向いて調査することもあり、材料や潤滑法あるいは基
本的な設計の面からアドバイスしています。
トライボロジーの最先端理論は世界各国がしのぎを削っ

ていますが、実用的技術面では我が国の水準は国際的にも
トップクラスにあると思います。最近は技術の熟成が進み、
トライボロジーに関する技術不足ゆえに製品が成立しない
というようなことは少なくなったようですが、解決される
べき問題、課題はまだまだ山積しており、時には人命に関
わるような重大事故の原因になったりもしています。
せっかく技術が存在するのに、その最良の技術が実地で

は適用されず、効率が低いまま運用されていることも多い

ようです。特に中小の企業において、「摩耗がひどくなれ
ば取り替えればよい」、「だましだまし使えば何とかなる」、
「部品の摩耗なんてこんなものだ」という意識のもと、低
効率のまま設備稼動を続けるケースが多い。トライボロジ
ーの専門家を抱えているような大企業の場合でも、末端の
現場では同じような状況にあることがあります。
本学のトライボロジー研究室には摩擦摩耗試験機が２台

設置されており、簡単な形状の試験片で材料の基本的な摩
擦摩耗特性を調べることができます。この他、ミリグラム
オーダの低荷重での摩擦も調査できる装置も備えています。
これらに加え、摩耗の進行形状を予測するシミュレータ等
による理論解析や各種の計測によって、種々のトライボロ
ジー現象の理解をサポートします。
企業が現在の技術を実務的に改善したい時、技術を基礎

から見直したい時、機器を新規に開発したい時など、あら
ゆる場面でお手伝いできると考えています。

歴史的建造物と称される、建築の修復及び保存再生に関
する研究を専門としています。
広義での歴史的建造物には、国指定の文化財建造物や地

方公共団体指定の文化財建造物も含まれますが、無指定で
あっても郷土に根差し、歴史を今に伝える重要な遺構は各
地に数多く点在しています。
例えば深谷市に一昨年まで操業していた「七ツ梅」とい

う造り酒屋があり、歴史的な蔵が残っています。埼玉県内
では最も古い酒屋でした。それぞれ個々の蔵が有する様相
や建築技法、更に欅を柱等の主材としてふんだんに使用す
る豪華さは、歴史を知るうえでも貴重です。
埼玉県出身で明治の財界人・渋沢榮一も、敷地内にある

煉瓦蔵の建設に協力しており、群域としても単体として郷
土に残る貴重な遺産であることは間違いありません。
将来的にこれら歴史的建造物を地域活性化の有効資源と

位置付け、その地域ならではの活用施策が展開されれば、
より良い形で保存されていくことになるのです。

我国の高度経済成長期或いはバブル期においては、都市
形成はスクラップ＆ビルドの建築行為がスタンダードとさ
れ、所謂一級品扱いの歴史的建造物枠から外れる建物は、
容赦なく解体されていったのが現状です。
歴史を葬り去ることは簡単ですが、これを築くことは容

易ではありません。勿論、全てを往時の姿で保存すること
は、現代生活環境のなかでは厳しいものがあることも事実
です。このため、近代歴史的建造物を現代社会の有効資産
として活用するために、コンバージョン（用途変更）と言
う保存再生法が、一つの手段として考えられるようになり
ました。具体的には、外観意匠は往時の姿を変えないよう
に努め、内部は現代の生活機能を満たす内容で整備改修を
行う、動態保存法です。
現代に生きる我々の責務として、歴史を次の世代に正し

く引き継ぐ必要性がありますが、その地域の方々と共に、
未だ潜む歴史的建造物の発掘と保存活動を、精力的に行っ
て参りたいと考えております。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００００回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

摩擦、磨耗、潤滑の面で多い改善の余地
製造技能工芸学科 平 岡 尚 文 助教授

平岡尚文（ひらおか なおふみ）助教授 京大、大学院修了、博士（工学）、特許５件、２００３年からものつくり大学 日本機械
学会、日本トライボロジー学会、砥粒加工学会所属。（連絡先：０４８‐５６４‐３８４２／hiraoka@iot.ac.jp）

歴史的構造物保存のキーワードは資産の有効活用
建設技能工芸学科 横 山 晋 一 助教授

横山晋一（よこやま しんいち）助教授 東亜大学大学院総合学術研究科デザイン専攻。修士（芸術）。�文化財建造物保存技
術協会、�立教学院立教大学を経て、２００５年４月からものつくり大学講師、現在助教授。日本建築学会、日本建築家協会などに
所属。（連絡先：０４８‐５６４‐３８６１／yokoyama@iot.ac.jp）
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人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
の
進
展
、
ま
た
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

や
雇
用
形
態
の
多
様
化

な
ど
、
本
県
経
済
を
取

り
ま
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
き
て
お
り
、

経
済
規
模
の
縮
小
懸
念

や
事
業
所
数
の
減
少
、

競
争
の
激
化
、
労
働
力

人
口
の
減
少
な
ど
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対

応
し
本
県
経
済
の
さ
ら

な
る
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
た
め
、
産
業
労
働

施
策
の
方
向
性
や
施
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示
し
た

「
埼
玉
県
産
業
元
気
・

雇
用
ア
ッ
プ
戦
略
」
を

策
定
し
ま
し
た
。「
ゆ

と
り
と
チ
ャ
ン
ス
の
埼

玉
」
の
実
現
に
向
け
、

３
つ
の
基
本
方
向
に
沿

っ
て
施
策
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
６
つ
の
緊

急
課
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

目
標
年
次

平
成
２３
年
度

特

徴

�
埼
玉
県
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
を
具
現
化
す

る
戦
略

�
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
的
確
に
対
応
す
る
戦

略
�
中
小
企
業
と
勤
労
者
を

と
こ
と
ん
支
援
す
る
戦
略

�
産
業
施
策
と
労
働
施
策
の
連
携
を
目
指

し
た
戦
略

施
策
展
開
の
基
本
方
向
と
主
な
施
策

基
本
方
向
１

埼
玉
県
経
済
を
支
え
て
い

る
産
業
の
力
を
高
め
る

施
策
展
開

産
業
競
争
力
の
強
化

オ
プ
ト
、
バ
イ
オ
、
環
境
、
医
療
・
福

祉
の
４
分
野
に
お
け
る
産
業
創
造
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
や
知
的
財
産
を
活
用
し
た

新
製
品
の
開
発
、
映
像
関
連
産
業
の
集
積

等
を
進
め
ま
す
。

施
策
展
開

中
小
企
業
の
事
業
革
新
の
支
援

経
営
革
新
計
画
の
策
定
・
実
行
や
技
術

革
新
、
地
場
産
業
の
活
性
化
等
を
支
援
し

ま
す
。

施
策
展
開

商
店
街
の
活
性
化

市
町
村
が
進
め
る
中
心
市
街
地
活
性
化

へ
の
取
組
支
援
、
専
門
家
に
よ
る
経
営
支

援
や
若
手
経
営
者
の
人
材
育
成
支
援
等
を

進
め
ま
す
。

施
策
展
開

魅
力
あ
る
観
光
の
推
進

観
光
資
源
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
、
参
加

型
・
体
験
型
観
光
の
推
進
、県
産
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
・
販
路
拡
大
等
を
進
め
ま
す
。

基
本
方
向
２

新
た
な
企
業
を
育
成
・
導

入
す
る

施
策
展
開

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
支
援

創
業
に
か
か
る
経
営
相
談
、
資
金
調
達
、

人
材
育
成
な
ど
支
援
体
制
の
充
実
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
製
品
Ｐ
Ｒ
、
販
路
拡
大
支

援
等
を
進
め
ま
す
。

施
策
展
開

企
業
立
地
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
の
推
進

企
業
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
誘
致
活
動
や
手

続
き
の
迅
速
化
・
簡
素
化
、
圏
央
道
周
辺

地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
促
進
、
立
地

企
業
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
を
進
め
ま

す
。

基
本
方
向
３

豊
か
な
就
業
機
会
と
働
き

や
す
い
環
境
を
つ
く
る

施
策
展
開

産
業
を
支
え
る
人
材
の
能
力

開
発
と
就
業
支
援

若
者
、
女
性
、
中
高
年
齢
者
、
障
害
者

の
職
業
能
力
開
発
、
就
業
支
援
や
学
校
教

育
と
連
携
し
た
人
材
育
成
等
を
進
め
ま
す
。

施
策
展
開

ゆ
と
り
を
も
っ
て
い
き
い
き

と
働
け
る
環
境
づ
く
り

子
育
て
し
や
す
い
就
業
環
境
づ
く
り
、

働
き
方
の
多
様
化
な
ど
労
働
環
境
の
改
善

の
支
援
等
を
進
め
ま
す
。

緊
急
課
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
、

当
面
、
力
を
入
れ
る
べ
き
事
項
を
緊
急
課

題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
づ
け
て
推
進
し

ま
す
。

企
業
育
成
と
こ
と
ん
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

創
業
支
援
及
び
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、

経
営
革
新
支
援
、
新
規
立
地
企
業
へ
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
産
学
連
携
等
の
各
種
施

策
を
効
果
的
に
連
携
さ
せ
、
中
小
企
業
を

と
こ
と
ん
支
援
し
ま
す
。

埼
玉
の
キ
ラ
リ
と
光
る
産
業
育
成
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

多
様
な
業
種
の
中
か
ら
埼
玉
ら
し
い
産

業
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
産
業
の
高
度
化
を
促
進
し
ま
す
。

産
業
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
人
材

の
育
成
を
各
種
施
策
を
連
携
さ
せ
て
総
合

的
に
実
施
し
ま
す
。

仕
事
と
子
育
て
両
立
応
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

「
子
育
て
す
る
な
ら
埼
玉
県
」

の
実
現
を
目
指
し
、
子
育
て
支
援

に
関
連
す
る
産
業
労
働
施
策
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

元
気
な
中
高
年
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
団
塊
の
世
代
を
含
む
中
高
年
齢

者
を
対
象
に
、
そ
の
能
力
や
キ
ャ

リ
ア
を
活
用
し
た
活
動
を
総
合
的

に
支
援
し
ま
す
。

障
害
者
の
就
労
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
企
業
に
対
し
て
雇
用
の
場
の
創

出
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
障
害

者
へ
の
就
労
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

戦
略
の
推
進
に
あ
た
っ
て

こ
の
戦
略
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
県
内
経
済
団
体
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
の
協
働
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
御
理
解
と
御
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
２
７
）

県
は
先
に
１９
年
度
か
ら
の
５
年
間
の
県
政

の
方
向
を
示
し
た
「
新
５
か
年
計
画
」
を
発

表
し
た
が
、
今
度
産
業
労
働
部
は
「
埼
玉
県

産
業
元
気
・
雇
用
ア
ッ
プ
戦
略
」
を
策
定
し
、

新
５
か
年
計
画
が
目
指
す
「
ゆ
と
り
と
チ
ャ

ン
ス
」
の
埼
玉
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
展

開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

盛
り
込
ま
れ
た
施
策
の
多
く
が
当
会
、
ま

た
会
員
企
業
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ

と
は
必
定
で
あ
り
高
い
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た

い
。
ま
た
意
見
等
あ
る
場
合
に
は
事
務
局
に

一
報
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
戦
略
の
成
否
は

県
と
産
業
界
の
一
体
化
、
連
帯
に
か
か
っ
て

い
る
と
言
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
な
く
是
非

施
策
の
動
向
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

彩
の
国
か
ら
第第３３４４回回

県
政
情
報

本
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

「「埼埼玉玉県県産産業業元元気気・・雇雇用用アアッッププ戦戦略略」」をを策策定定
～「ゆとりとチャンスの埼玉」の実現に向けて～

施策展開の基本方向

基本方向１
埼玉県経済を支えている産業
の力を高める

産業競争力の強化

中小企業の事業革新の支援

商店街の活性化

魅力ある観光の推進

基本方向２
新たな企業を育成・導入する

創業・ベンチャーの支援

企業立地・フォローアップの推進

基本方向３
豊かな就業機会と働きやすい環境をつくる

産業を支える人材の能力開発と就業支援

ゆとりをもっていきいきと働ける環境づくり

埼玉県産業
の高度化

産業と労働
の好循環

産業と労働の好循環

―３４―



男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進

に
功
績
が
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰

す
る
「
第
二
回
さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟

子
賞
」
を
、
本
会
推
薦
の
「
日
本
ピ
ス

ト
ン
リ
ン
グ
」
が
事
業
所
の
部
で
受
賞

し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
埼
玉
県
出
身
で
日
本

最
初
の
公
認
医
師
に
な
っ
た
「
荻
野
吟

子
」
に
ち
な
み
、
女
性
と
男
性
が
個
性

と
能
力
を
発
揮
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

対
等
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
郷
土
の
偉
人
で
あ
る
荻
野
吟

子
を
顕
彰
す
る
た
め
、
平
成
十
七
年
度

に
創
設
さ
れ
た
。

日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
は
女
性
社
員

の
比
較
的
少
な
い
製
造
業
に
お
い
て
、

「
男
女
の
均
等
な
職
場
づ
く
り
を
目
指

し
て
〜
Ｄ
Ｏ
！
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ

ン
！
」
を
策
定
し
、
グ
ル
ー
プ
各
社
も

含
め
て
強
力
に
推
進
。
女
性
の
採
用
率

や
育
児
休
業
を
支
援
す
る
専
門
ス
タ
ッ

プ
の
育
成
な
ど
具
体
的
な
目
標
を
設
定

し
、
女
性
の
登
用
や
仕
事
と
家
庭
の
両

立
支
援
な
ど
の
取
組
が
評
価
さ
れ
た
も

の
。
二
月
二
日
�
ホ
テ
ル
ブ
リ
ラ
ン
テ

武
蔵
野
で
行
な
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、

吉
永
汎
社
長
が
出
席
し
、
上
田
清
司
埼

玉
県
知
事
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

各
部
門
の
受
賞
者
と
主
な
功
績
は
以

下
通
り
で
す
。

【
個
人
の
部
】

○
宇
津
木

妙
子
氏

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
日
本
代
表
チ
ー

ム
監
督
と
し
て
、
チ
ー
ム
を
シ
ド
ニ

ー
五
輪
で
銀
メ
ダ
ル
、
ア
テ
ネ
五
輪

で
銅
メ
ダ
ル
へ
と
導
い
た
。
平
成
十

七
年
に
は
日
本
人
指
導
者
と
し
て
は

初
め
て
国
際
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の

殿
堂
入
り
を
果
た
し
た
。

○
長
島

房
江
氏

・「
鴻
巣
雛
」
づ
く
り
に
携
わ
り
、
平

成
十
一
年
、
女
性
で
初
め
て
埼
玉
県

伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
た
。

○
矢
内

理
絵
子
氏

・
中
学
二
年
で
、
最
年
少
女
流
二
級
プ

ロ
棋
士
と
な
り
、
平
成
十
八
年
、
女

流
棋
士
界
で
最
も
権
威
あ
る
「
女
流

名
人
位
」
を
獲
得
。

【
団
体
の
部
】

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
新
座
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
企
業
と
連
携
し
て
全
国
各
地
で
子
育

て
し
て
い
る
母
親
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
講
座
を
開
催
、
再
就
職

を
支
援
。

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ん
な
の

ま
ち
草
の
根
ネ
ッ
ト
の
会

・
平
成
八
年
発
足
で
、
全
国
で
も
先
駆

け
の
男
女
共
生
、
子
育
て
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
動
に
取
り
組
む
。

【
事
業
所
の
部
】

○
医
療
法
人
社
団
誠
弘
会
池
袋
病
院

・
女
性
の
管
理
職
登
用
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
注
力
、
院
内
保
育
室
な
ど
家
庭

と
仕
事
の
両
立
を
支
援
。

○
生
活
協
同
組
合
さ
い
た
ま
コ
ー
プ

リ
リ
ブ
北
本

・
女
性
パ
ー
ト
の
管
理
職
登
用
や
職
域

拡
大
を
推
進
。
男
性
向
け
子
育
て
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催
。

○
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
株
式
会
社

・
詳
細
既
報

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍、、転転職職ををササポポーートト！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の出向・移籍のお手伝いや転職を希望する在職者の方の
職業相談・職業紹介を行っております。
経験豊かで優秀な人材を紹介いたします。

無 料
情報の提供、相談、
あっせん等の費用
はかかりません。

出向・移籍の専門機関

全国ネット
全国４７都道府県の
事務所の情報を提
供します。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

ささ
いい
たた
まま
輝輝
きき
荻荻
野野
吟吟
子子
賞賞

日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
受
賞

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

埼玉
事務所

上
田
清
司
県
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
る

吉
永
汎
社
長

―３５―
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開
講
満
三
二
周
年
を
迎
え
て
、
昨
年

一
〇
月
に
開
講
し
た
本
会
主
催
の
「
第

四
二
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
全
八
講
」

が
一
月
二
三
日
の
最
終
講
で
終
了
し
た
。

会
場
は
全
講
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

で
行
わ
れ
、
全
講
（
及
び
準
全
講
）
ご

参
加
に
よ
る
修
了
証
授
与
者
は
一
二
名

様
で
あ
っ
た
。
個
別
講
ご
参
加
を
含
む

の
べ
受
講
者
は
一
六
〇
名
様
と
な
り
、

今
期
は
最
近
の
期
の
う
ち
で
は
多
く
の

ご
参
加
を
頂
き
、
各
講
師
の
ご
支
援
を

頂
き
つ
つ
す
べ
て
の
課
程
が
修
了
し
た

（
第
三
講
ま
で
は
本
誌
一
〇
・
一
一
月

号
で
既
報
）。

第
四
講
（
写
真
�
）
は
一
一
月
一
六

日
、
安
西
�
弁
護
士
の
ご
担
当
で
「
こ

ん
な
場
合
ど
う
す
る
か
、
社
員
の
日
常

管
理
上
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と
対
策
、
就

業
規
則
の
適
用
・
ゼ
ミ
」
を
、
あ
ら
か

じ
め
講
師
か
ら
提
示
さ
れ
た
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
を
中
心
に
研
修
後
、
名
刺
交
換

交
流
会
を
開
催
。

第
五
講
（
写
真
�
）
は
一
二
月
五
日
、

外
井
浩
志
弁
護
士
の
ご
担
当
で
、「
労

働
安
全
衛
生
、
労
災
、
職
業
病
な
ど
」。

第
六
講
（
写
真
�
）
は
一
二
月
二
一

日
、岩
本
充
史
弁
護
士
の
ご
担
当
で「
労

働
時
間
・
休
日
・
休
暇
・
裁
量
・
割
増

な
ど
」。

第
七
講
（
写
真
�
）
は
年
が
明
け
た

一
月
一
〇
日
、
石
嵜
信
憲
弁
護
士
の
ご

担
当
で「
問
題
社
員
の
懲
戒
・
賃
下
げ
・

解
雇
な
ど
」。

最
終
の
第
八
講
（
写
真
�
）
は
一
月

二
三
日
、
岡
芹
健
夫
弁
護
士
の
ご
担
当

で
「
労
働
組
合
活
動
の
変
化
と
対
応
な

ど
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
半
日
ま
た
は
一
日

か
け
て
研
修
し
た
。
最
終
講
で
は
修
了

証
も
授
与
さ
れ
、
の
べ
四
ヵ
月
に
わ
た

る
当
期
の
ゼ
ミ
の
す
べ
て
が
終
わ
っ
た
。

次
期
の
当
第
四
三
期
ゼ
ミ
は
改
め
て

本
年
秋
頃
よ
り
開
講
の
予
定
。

男
女
均
等
法
の
改
正
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る

間
接
差
別
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
措
置
が
禁

止
さ
れ
、
そ
の
一
つ
と
し
て
「
労
働
者
の
募

集
又
は
採
用
に
関
す
る
措
置
（
事
業
主
が
、

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
労
働
者

の
職
種
、
資
格
等
に
基
づ
き
複
数
の
コ
ー
ス

を
設
定
し
、
コ
ー
ス
ご
と
に
異
な
る
雇
用
管

理
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
複
数
の
コ

ー
ス
の
う
ち
当
該
事
業
主
の
事
業
の
運
営
の

基
幹
と
な
る
事
項
に
関
す
る
企
画
立
案
、
営

業
、
研
究
開
発
等
を
行
う
労
働
者
が
属
す
る

コ
ー
ス
に
つ
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）
で

あ
っ
て
、
労
働
者
が
住
居
の
移
転
を
伴
う
配

置
転
換
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
要

件
と
す
る
も
の
」及
び「
労

働
者
の
昇
進
に
関
す
る
措

置
で
あ
つ
て
、
労
働
者
が

勤
務
す
る
事
業
場
と
異
な

る
事
業
場
に
配
置
転
換
さ

れ
た
経
験
が
あ
る
こ
と
を

要
件
と
す
る
も
の
」
が
定

め
ら
れ
た
（
同
規
則
第
二

条
）。そし

て
、
改
正
さ
れ
た
「
指
針
」
に
お
い

て
、「
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
に
お
け
る
総
合

職
の
労
働
者
の
募
集
又
は
採
用
に
当
た
っ
て
、

転
居
を
伴
う
転
勤
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
要
件
と
す
る
こ
と
」
及
び
、「
労
働

者
の
昇
進
に
当
た
り
、
転
勤
の
経
験
が
あ
る

こ
と
を
要
件
と
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、「
そ

の
合
理
的
な
理
由
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
個

別
具
体
的
な
事
案
ご
と
に
総
合
的
に
判
断
が

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
�
広
域
に
わ
た

り
展
開
す
る
支
店
、
支
社
等
が
な
く
、
か
つ
、

支
店
、
支
社
等
を
広
域
に
わ
た
り
展
開
す
る

計
画
等
も
な
い
場
合
、
�
広
域
に
わ
た
り
展

開
す
る
支
店
、
支
社
等
は
あ
る
が
、
長
期
間

に
わ
た
り
、
家
庭
の
事
情
そ
の
他
の
特
別
な

事
情
に
よ
り
本
人
が
転
勤
を
希
望
し
た
場
合

を
除
き
、
転
居
を
伴
う
転
勤
の
実
態
が
ほ
と

ん
ど
な
い
場
合
、
�
広
域
に
わ
た
り
展
開
す

る
支
店
、
支
社
等
は
あ
る
が
、
異
な
る
地
域

の
支
店
、
支
社
等
で
管
理
者
と
し
て
の
経
験

を
積
む
こ
と
、
生
産
現
場
の
業
務
を
経
験
す

る
こ
と
、
地
域
の
特
殊
性
を
経
験
す
る
こ
と

等
が
幹
部
と
し
て
の
能
力
の
育
成
・
確
保
に

特
に
必
要
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
か
つ
、

組
織
運
営
上
、
転
居
を
伴
う
転
勤
を
含
む
人

事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
特
に
必

要
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
場
合
」
と
さ

れ
て
い
る
。
逆
に
い
う
と
、「
異
な
る
地
域

の
支
店
、
支
社
に
お
け
る
勤
務
経
験
が
特
に

必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
転
居
を
伴
う
転
勤
を

含
む
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が

特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、

転
居
を
伴
う
転
勤
の
経
験
が
あ
る
こ
と
を
要

件
と
す
る
場
合
」
は
、
合
理
的
理
由
が
あ
り

コ
ー
ス
別
雇
用
の
要
件
と
す
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
る
。

そ
こ
で
、『
総
合
職
�
全
国
的
に
転
勤
が

で
き
る
者
、
一
般
職
�
全
国
的
転
勤
は
せ
ず

当
該
地
域
内
の
み
で
勤
務
す
る
者
』、
と
い

う
転
勤
要
件
の
み
で
両
者
を
区
分
す
る
コ
ー

ス
別
雇
用
は
是
正
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
、
総
合
職
の
包
括
的
社
員
に
は

全
国
的
転
勤
を
要
求
す
る
の
か
の
、
合
理
的

な
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、

な
ぜ
総
合
職
社
員
に
は
「
転
勤
要
件
」
が
必

要
か
を
明
示
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
両
者
間
の
転
換
制
度
を
設
け

る
な
ど
、
適
当
な
時
点
で
労
働
者
が
自
ら
の

所
属
す
る
コ
ー
ス
等
の
区
分
の
見
直
し
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
制
度
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
、
転
換
制
度
を
設
け
る
場
合

に
お
い
て
も
、「
転
換
の
チ
ャ
ン
ス
が
広
く
、

転
換
の
可
否
の
決
定
、
転
換
時
の
格
付
け
が

適
正
な
基
準
で
行
わ
れ
る
こ
と
」
等
に
考
慮

し
た
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

３

４

１

２

５

第第
４４２２
期期
労労
働働
法法
ゼゼ
ミミ
全全
八八
講講
終終
わわ
るる

コ
ー
ス
別
雇
用
の
留
意
点

弁
護
士

安
西

�
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福
利
厚
生
費
、
７
年
連
続
で
過
去
最
高
更
新

―
３
年
連
続
１０
万
円
台
／

日
本
経
団
連
福
利
厚
生
費
調
査

日
本
経
団
連
は
１
月
１６
日
、
第
５０
回
福
利
厚
生
費
調
査
（
２

０
０
５
年
度
）
の
集
計
結
果
の
概
要
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
法
定
福
利
費
、
法
定
外
福
利
費
が
と
も
に
増
加
し
、
企

業
が
負
担
し
た
福
利
厚
生
費
が
７
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新

し
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
同
調
査
結
果
の
概
要
は

次
の
と
お
り
。

企
業
が
負
担
し
た
福
利
厚
生
費
は
、
従
業
員
１
人
１
カ
月
平

均
１０
万
３
７
２
２
円
（
前
年
度
比
１
・
３
％
増
）
と
３
年
連
続

で
１０
万
円
台
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
社
会
保
険
料
等
の
企
業

拠
出
分
で
あ
る
「
法
定
福
利
費
」
は
７
万
５
４
３
６
円
（
同
１
・

８
％
増
）、
企
業
が
任
意
に
行
う
福
祉
施
策
に
要
す
る
費
用
で

あ
る
「
法
定
外
福
利
費
」
は
２
万
８
２
８
６
円
（
同
０
・
１
％

増
）
と
な
っ
た
。

法
定
福
利
費
の
増
加
は
、
月
例
給
与
と
賞
与
・
一
時
金
を
含

め
た
現
金
給
与
総
額
（
５８
万
３
３
８
６
円
）
の
伸
び
（
前
年
度

比
０
・
９
％
増
）
と
厚
生
年
金
保
険
料
率
、
雇
用
保
険
料
率
の

改
定
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
法
定
福
利
費
も
過
去
最
高

額
と
な
っ
て
い
る
。

現
金
給
与
総
額
に
対
す
る
比
率
は
、
福
利
厚
生
費
全
体
で

１７
・
８
％（
前
年
度
比
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
）と
な
り
、
そ
の
う

ち
法
定
福
利
費
は
１２
・
９
％
（
同
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
）、
法

定
外
福
利
費
は
４
・
８
％
（
同
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
）
で
あ
る
。

法
定
外
福
利
費
は
全
体
で
は
微
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
項
目

別
に
み
る
と
、「
医
療
・
健
康
」「
共
済
会
」
が
増
加
し
、「
住

宅
関
連
」「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
」「
慶
弔
関
係
」「
文
化
・
体
育
・

レ
ク
」「
福
利
厚
生
代
行
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
減
少
し
た
。
法
定

外
福
利
費
の
お
よ
そ
半
分
を
占
め
る
住
宅
関
連
費
用
の
減
少
を

医
療
・
健
康
費
用
の
伸
び
が
相
殺
す
る
形
と
な
っ
た
。

退
職
金
（
退
職
一
時
金
と
退
職
年
金
の
合
計
額
）
は
、
従
業

員
１
人
１
カ
月
平
均
８
万
１
６
８
５
円
、
前
年
度
比
１
・
５
％

増
と
な
っ
た
。
現
金
給
与
総
額
に
対
す
る
退
職
金
の
比
率
も

１４
・
０
％
（
前
年
度
１３
・
９
％
）
と
、
そ
の
割
合
は
上
昇
し
た
。

図
表
は
１
９
７
０
年
度
の
現
金
給
与
総
額
、
法
定
福
利
費
、

法
定
外
福
利
費
、
退
職
金
そ
れ
ぞ
れ
の
額
を
１００
と
し
た
と
き
の

推
移
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
法
定
外
福
利
費
は
現
金
給
与
総

額
と
ほ
ぼ
同
じ
伸
び
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
法
定
福
利
費
と

退
職
金
は
、
現
金
給
与
総
額
の
伸
び
を
大
幅
に
上
回
っ
て
お
り
、

総
額
人
件
費
の
観
点
か
ら
、
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

日
本
経
団
連
福
利
厚
生
費
調
査
は
、
１
９
５
５
年
度
か
ら
毎

年
実
施
し
、
今
回
で
５０
回
目
。
半
世
紀
に
わ
た
る
企
業
の
福
利

厚
生
費
の
動
向
を
把
握
で
き
る
日
本
に
お
い
て
唯
一
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
福
利
厚
生
費
の
調
査
で
あ
る
。
同
調
査
は
、
法
定

福
利
費
、
法
定
外
福
利
費
の
各
項
目
に
つ
い
て
企
業
の
年
間
負

担
総
額
を
年
間
延
べ
従
業
員
数
で
除
し
た
１
人
１
カ
月
当
た
り

の
平
均
値
（
加
重
平
均
）
を
産
業
別
、
規
模
別
に
算
出
し
た
も

の
で
あ
る
。
回
答
企
業
数
は
６４５
社
。

提
言
「
日
本
型
成
長
モ
デ
ル
の

確
立
に
向
け
て
」
公
表

―
わ
が
国
の
持
続
的
成
長
達
成
へ

具
体
的
方
策
取
り
ま
と
め
／

新
ビ
ジ
ョ
ン
の
最
優
先
課
題
に

日
本
経
団
連
は
１
月
１６
日
、
わ
が
国
が
持
続
的
成
長
を
果
た

す
た
め
の
具
体
的
方
策
を
取
り
ま
と
め
た
提
言
「
日
本
型
成
長

モ
デ
ル
の
確
立
に
向
け
て
」
を
公
表
し
、
関
係
各
方
面
に
建
議

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
１
月
１
日
に
公
表
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
「
希

望
の
国
、
日
本
」
に
最
優
先
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
提
言
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
中
長
期
的
な
成
長
目
標
に
係
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成

持
続
的
成
長
な
く
し
て
生
活
水
準
の
向
上
、
雇
用
機
会
の
確

保
、
財
政
や
社
会
保
障
制
度
の
維
持
・
存
続
は
困
難
で
あ
る
。

官
民
で
中
長
期
的
な
成
長
目
標
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
し
た

上
で
、
わ
が
国
経
済
の
潜
在
力
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め
の
総

合
的
な
政
策
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
�
潜
在
成
長
力
の
強
化

持
続
的
成
長
の
実
現
に
向
け
て
は
、
潜
在
成
長
力
の
強
化
が

不
可
欠
で
あ
る
。
い
か
に
高
い
成
長
目
標
を
掲
げ
よ
う
と
も
、

十
分
な
潜
在
成
長
力
が
確
保
さ
れ
な
い
限
り
、
供
給
面
の
制
約

に
直
面
し
、
そ
の
達
成
は
困
難
と
な
る
。
具
体
的
な
方
策
と
し

て
は
、
�
研
究
開
発
の
促
進
、
研
究
成
果
の
円
滑
な
産
業
化
、

知
的
財
産
政
策
の
強
化
、
国
際
標
準
化
の
推
進
な
ど
を
通
じ
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
�
人
材
の
質
の
改
善
、
資
本
装
備
率

の
引
き
上
げ
な
ど
に
よ
る
生
産
性
の
上
昇
�
潜
在
的
労
働
力
の

顕
在
化
、
海
外
か
ら
の
人
材
の
受
け
入
れ
な
ど
を
通
じ
た
労
働

力
人
口
減
少
の
影
響
の
緩
和

に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

３
�
需
要
の
創
出
・
拡
大

潜
在
的
な
成
長
力
を
高
い
経
済
成
長
に
結
実
さ
せ
る
た
め
に

は
、
十
分
な
水
準
の
有
効
需
要
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

ま
ず
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
の
締
結
促
進
な
ど
を
通
じ
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
海
外
需
要
の
拡
大
に
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
。
国
内
で
は
、
�
高
付
加
価
値
商
品
の
市
場
投
入
に
よ

る
既
存
市
場
の
深
化
・
拡
大
�
官
製
市
場
な
ど
開
放
が
遅
れ
て

い
る
分
野
の
需
要
の
引
き
出
し
�
住
宅
投
資
の
推
進
、
コ
ン
テ

ン
ツ
市
場
の
拡
大
、
観
光
市
場
の
振
興
、
家
事
労
働
の
市
場
化
・

製
品
化
な
ど
に
よ
る
成
長
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
分
野
の
需

要
の
拡
大

が
求
め
ら
れ
る
。

４
�
安
定
的
な
物
価
上
昇
の
実
現

デ
フ
レ
は
、
実
質
金
利
の
上
昇
や
実
質
債
務
負
担
の
増
大
な

ど
、
経
済
に
多
岐
に
わ
た
る
弊
害
を
も
た
ら
す
。
そ
の
た
め
、

経
済
な
ら
び
に
物
価
に
細
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
、
デ
フ
レ
回

避
型
の
金
融
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

５
�
２
０
１
５
年
の
経
済
・
産
業
構
造
の
展
望

マ
ク
ロ
経
済
モ
デ
ル
に
よ
る
検
証
を
行
っ
た
結
果
、
以
上
の

諸
改
革
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
わ
が
国
経
済
は
２
０
０

６
年
か
ら
２
０
１
５
年
ま
で
の
間
、
実
質
で
年
平
均
２
・
２
％
、

名
目
で
同
３
・
３
％
の
成
長
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
間
の
１
人
当
た
り
国
民
所
得
は
、
２
０
１
５
年

時
点
で
は
２
０
０
５
年
比
で
３
割
程
度
増
大
す
る
。
ま
た
、
潜

在
国
民
負
担
の
国
民
所
得
比
は
、
２
０
１
５
年
で
も
４５
・
９
％

と
、
め
ざ
す
べ
き
目
標
と
す
る
５０
％
以
下
の
水
準
で
推
移
す
る
。

今
後
の
産
業
構
造
に
つ
い
て
、
２
０
０
３
年
か
ら
２
０
１
５

年
ま
で
の
実
質
産
出
額
の
年
平
均
伸
び
率
は
、産
業
全
体
で
２
・

０
％
弱
と
な
る
。
内
訳
別
で
は
、
製
造
業
が
２
・
０
％
強
、
サ

ー
ビ
ス
業（
注
）が
２
・
４
％
程
度
と
、
わ
が
国
経
済
の
成
長
を

力
強
く
牽
引
し
、
非
製
造
業
が
し
っ
か
り
と
下
支
え
す
る
。

注
�
サ
ー
ビ
ス
業
と
は
、
狭
義
の
サ
ー
ビ
ス
業
に
運
輸
業
、

通
信
業
を
加
え
た
も
の
。

提
言
「
成
長
と
財
政
健
全
化
の

両
立
に
向
け
て
」
公
表

―
財
政
の
持
続
性
を
確
保
へ

目
標
と
具
体
策
な
ど
を
提
示

日
本
経
団
連
は
１
月
１６
日
、
提
言
「
成
長
と
財
政
健
全
化
の

両
立
に
向
け
て
」を
公
表
し
、
政
府
・
与
党
等
関
係
方
面
に
建
議

し
た
。
同
提
言
は
、今
後
１０
年
程
度
を
見
通
し
、財
政
の
持
続
性

を
確
保
す
る
た
め
の
健
全
化
目
標
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
と
な

る
具
体
的
施
策
、
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
に
関
す
る
財
政
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
日
本
経
団

連
の
ビ
ジ
ョ
ン
「
希
望
の
国
、
日
本
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

基
本
的
考
え
方
と
め
ざ
す
べ
き
目
標

わ
が
国
の
財
政
状
況
は
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
長
期
債
務

残
高
の
水
準
で
み
る
と
、
依
然
と
し
て
先
進
国
中
最
悪
の
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
財
政
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
上
で
、
歳

出
・
歳
入
改
革
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
同
提
言
で
は
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
�
経
済

成
長
と
財
政
健
全
化
の
両
立
�
小
さ
く
て
効
率
的
な
政
府
の
実

現
�
継
続
的
か
つ
着
実
な
取
り
組
み
の
重
要
性

の
３
点
を

掲
げ
た
上
で
、
め
ざ
す
べ
き
財
政
収
支
の
水
準
と
し
て
、
１０
年

後
ま
で
に
、
国
と
地
方
そ
れ
ぞ
れ
の
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を

安
定
的
に
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
の
黒
字
幅
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

財
政
構
造
改
革
に
関
す
る
具
体
的
方
策

歳
出
改
革
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
と
し
て
は
、
ま
ず
公
務

員
制
度
改
革
を
は
じ
め
と
し
た
、
行
政
機
構
自
体
を
抜
本
的
に

改
革
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
と

指
摘
し
た
上
で
、
�
最
大
の
歳
出
圧
迫
要
因
で
あ
る
社
会
保
障

制
度
の
一
体
的
改
革
�
地
方
財
政
の
見
直
し
�
公
務
員
人
件
費

の
さ
ら
な
る
削
減
�
わ
が
国
経
済
の
成
長
を
支
え
る
分
野
に
対

す
る
重
点
的
資
源
配
分

と
い
っ
た
具
体
的
な
歳
出
改
革
を

求
め
て
い
る
。

歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
の
経
路

同
時
に
、
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
の
経
路
と
選
択
肢
を
示
す

た
め
、
名
目
成
長
率
と
金
利
を
固
定
し
た
モ
デ
ル
に
よ
り
、
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
２
０
１
５
年
度
ま
で
の
１０

年
間
を
２
つ
の
期
間
に
分
割
し
、
２
０
１
１
年
度
ま
で
は
「
基

本
方
針
２
０
０
６
」
で
定
め
ら
れ
た
歳
出
削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

着
実
な
実
行
に
加
え
、
２
０
０
９
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
基

礎
年
金
国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
等
を
踏
ま
え
て
、
消
費
税

率
を
２
％
引
き
上
げ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

２
０
１
１
年
度
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、

国
・
地
方
と
も
に
黒
字
と
な
る
が
、
国
の
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
を
安
定
化
さ
せ
る
に
は
至
ら
ず
、
さ
ら
な
る
歳
出
・
歳
入
改

革
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
２
０
１
５
年
度
ま
で
に
つ
い
て
、
社
会
保
障
制
度

の
改
革
を
通
じ
て
、
こ
の
間
の
社
会
保
障
給
付
の
伸
び
を
、
高

齢
化
の
進
捗
度
合
い
を
加
え
た
成
長
率
の
範
囲
内
に
抑
制
す
る

こ
と
と
し
た
上
で
、
消
費
税
率
に
換
算
し
て
３
％
程
度
の
歳
入

増
を
図
る
か
、
あ
る
い
は
社
会
保
障
関
係
費
以
外
の
歳
出
を
毎

年
４
・
６
％
ず
つ
削
減
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
場
合
、
債
務
残

高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
２
０
１
５
年
度
時
点
で
、
国
と
地
方
合
計

で
も
、
ま
た
国
単
独
で
も
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
安
定
的
に

低
下
し
、
財
政
の
持
続
性
が
確
保
さ
れ
る
と
試
算
し
て
い
る
。

「
共
同
宣
言
」８５７
社
が
賛
同
を
表
明

―
「
倫
理
憲
章
」
の
趣
旨
徹
底
め
ざ
す

日
本
経
団
連
は
１
９
９
７
年
の
就
職
協
定
廃
止
以
降
、
企
業

に
責
任
と
秩
序
あ
る
採
用
活
動
を
促
す
た
め
、「
新
規
学
卒
者

の
採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章
」（
倫
理
憲
章
）
を
、

毎
年
発
表
し
て
い
る
。

昨
年
１０
月
に
発
表
し
た
２
０
０
７
年
度
の
倫
理
憲
章
で
は
、

�
正
常
な
学
校
教
育
と
学
習
環
境
の
確
保
�
採
用
選
考
活
動
早

期
開
始
の
自
粛
�
公
平
・
公
正
な
採
用
の
徹
底
�
情
報
の
公
開

�
採
用
内
定
日
の
順
守
�
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
や
高
校
卒

業
者
へ
の
配
慮

を
企
業
に
呼
び
か
け
た
。

０７
年
度
の
倫
理
憲
章
の
発
表
後
に
実
施
し
た
「
倫
理
憲
章
の

趣
旨
実
現
を
め
ざ
す
共
同
宣
言
」（
共
同
宣
言
）
で
は
、
８５７
社

が
賛
同
の
意
向
を
表
明
し
て
い
る
。

共
同
宣
言
は
、
倫
理
憲
章
の
趣
旨
の
周
知
徹
底
と
実
効
性
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
０４
年
度
の
倫
理
憲
章
か
ら
実
施
。

０４
年
度
は
６４４
社
、
０５
年
度
は
８１４
社
、
０６
年
度
は
８８８
社
が
賛
同
を

表
明
し
た
。

公
平
・
公
正
で
秩
序
あ
る
採
用
活
動
の
実
現
に
向
け
、
倫
理

憲
章
の
趣
旨
徹
底
を
望
む
声
は
大
学
側
、
企
業
側
と
も
に
強
い

も
の
が
あ
る
。
日
本
経
団
連
で
は
、
今
後
も
望
ま
し
い
就
職
・

採
用
活
動
の
実
現
に
向
け
て
、
関
係
者
に
対
し
て
一
層
の
理
解

と
実
践
を
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

「
２
０
０
５
年
度

社
会
貢
献
活
動
実
績
調
査
結
果
」
要
約

日
本
経
団
連
で
は
、
１
９
９
１
年
か
ら
会
員
企
業
と
１
％
ク

ラ
ブ
法
人
会
員
を
対
象
に
、「
社
会
貢
献
活
動
実
績
調
査
」
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
は
３
年
毎
の
大
規
模
調
査
６
回
目
の
年
に

あ
た
り
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
支
出
と
活
動
事
例
の
調
査
に
加

え
、
意
識
調
査
も
実
施
し
た
。
質
問
事
項
が
多
岐
に
わ
た
る
調

査
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
回
答
社
数
は
４４７
社
と
な
り
、
前

回
の
大
規
模
調
査
か
ら
１００
社
以
上
増
え
た
。

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
社
会
貢
献
活
動
支
出
額
は
総
額
１
、

４
４
４
億
円
と
前
年
度
比
で
４
・
２
％
減
少
し
た
が
、
１
社
平

均
は
３
億
５
、４
０
０
万
円
と
０
・
９
％
増
加
し
た
。
こ
の
う

ち
、
１
％
ク
ラ
ブ
法
人
会
員
１４２
社
の
平
均
支
出
額
は
８
億
１
、

１
０
０
万
円
と
な
り
、
バ
ブ
ル
期
の
１
９
９
１
年
度
（
９
億
３
、

９
０
０
万
円
）
に
次
ぐ
歴
代
２
番
目
の
額
と
な
っ
た
。
支
出
額

の
対
経
常
利
益
比
は
１
・
３８
％
と
前
年
度
に
比
べ
て
０
・
３７
ポ

イ
ン
ト
下
が
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
経
常
利
益
額
の
１
社
平
均
が

調
査
開
始
以
来
最
高
と
な
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
金
額
ベ
ー

ス
の
年
間
予
算
制
度
を
導
入
し
た
企
業
が
増
加
し
た
こ
と
も
影

響
し
て
い
る
。
１
９
９
０
年
以
降
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で

も
一
定
規
模
の
社
会
貢
献
活
動
を
維
持
し
て
き
た
企
業
の
実
績

と
経
験
が
、
制
度
に
も
反
映
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

意
識
・
制
度
調
査
結
果
に
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ

Ｒ
）
の
一
環
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
を
位
置
づ
け
、
積
極
的
に

展
開
し
よ
う
と
す
る
企
業
の
姿
勢
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。「
Ｃ

Ｓ
Ｒ
元
年
」
と
呼
ば
れ
る
２
０
０
３
年
か
ら
の
３
年
間
に
、
半

数
以
上
の
企
業
が
社
会
貢
献
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
お
り
、

「
基
本
方
針
の
明
文
化
」「
専
門
部
署
や
専
任
担
当
者
の
設
置
」

「
社
内
横
断
的
組
織
の
設
置
」
な
ど
社
内
体
制
の
整
備
も
大
き

く
前
進
し
た
。
社
会
貢
献
活
動
の
情
報
開
示
も
進
ん
で
お
り
、

「
広
く
一
般
向
け
に
開
示
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
は
、

１
９
９
３
年
度
に
は
３
割
だ
っ
た
が
、
今
回
の
調
査
で
は
７
割

に
達
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
情
報
提
供
、
Ｃ
Ｓ

Ｒ
報
告
書
等
へ
の
記
載
も
進
ん
で
お
り
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

か
ら
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
企
業
も
出
て
き
て
い
る
。

今
後
、
各
社
が
企
業
活
動
全
体
の
中
で
社
会
貢
献
活
動
を
戦

略
的
に
位
置
づ
け
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
大
き
な
社
会
的
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

各
社
が
説
明
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
、
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し

て
独
自
性
あ
る
活
動
を
着
実
に
展
開
し
て
い
く
上
で
、
こ
の
調

査
結
果
が
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。（１２

月
６
日
発
表
）

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・・
提提
案案
なな
どど

現金給与総額、福利厚生費、退職金の推移

―３７―



第２５期 人事・労務・総務・庶務・現場管理担当者養成講座 全６講
＝開講満２５周年＝ ２００７年６月～７月、毎週午後開講、２１時間３０分コース

本会主催ご案内

ご指導講師

弁護士
外井 浩志 氏

弁護士
外井 浩志 氏

弁護士
外井 浩志 氏

弁護士
新 弘江 氏

社会保険労務士
佐藤 基彦 氏

社会保険労務士
佐藤 基彦 氏

注）詳細のご案内状は後日お届けいたします。 お茶代、資料代、参考図書代（講によって配布）、消費税など
の費用を含みます。全講参加お申込の場合、交代でのご参
加もけっこうです。会場は、すべて大宮ソニックシティビ
ル８階または９階、講義時間には、休憩・質問時間が含ま
れています。受付はいずれも開講１０分前から（１３時頃）。

会 費 �全講参加： 全講一括参加 会 員 ７５，０００円
（１名に付） 非会員 ９３，０００円
�特定講参加： 個別の希望講 会 員 １３，０００円
（１講・１名に付） ご参加 非会員 １６，０００円

◎会費振込み先： 埼玉りそな銀行 大宮西支店 埼玉県経営者協会名義 普通預金口座 �３７２２１２
または武蔵野銀行 本店 同名義 同口座 �０４４４１９

申込・問い合わせ先 〒３３０‐８６６９ さいたま市大宮区桜木町１－７－５ソニックシティビル９Ｆ
社団法人 埼玉県経営者協会 担当：法規部 会場は事務局と同じ住所（大宮駅西口正面２００�）
TEL０４８―６４７―４１００� FAX０４８―６４１―０９２４〈主会場・ソニックシティビル TEL０４８―６４７―４１１１�〉

※参加お申込は FAXでも可能です。後程参加費をお振込み下さい。または、申込書に参加費を添えて現金書留でお送
り下さい。送金費用はご負担下さい。

※全講一括ご参加（その場合は交代出席も可能です、会費割引）はもとより、ご希望の個別講分割参加も可能です。

◎定 員 各講 ４０名（申込先着順〆切）

テ ー マ

人事・労務・総務・庶務・現場管理部門に必要な労働法・労務
管理の基本知識 パート�
～担当者の人事・労務管理能力パワーアップコース
（採用、労働契約、労働慣行、職場生活の基礎、賃金）～

人事・労務・総務・庶務・現場管理部門に必要な労働法・労務
管理の基本知識 パート�
～担当者の人事・労務管理能力パワーアップコース（労働時間、
外勤・裁量のみなし労働時間、休憩・休日、時間外・休日労働、
サービス残業）～

人事・労務・総務・庶務・現場管理部門に必要な労働法・労務
管理の基本知識 パート�
～担当者の人事・労務管理能力パワーアップコース

（休暇、企業内・外人事異動、懲戒、退職、解雇）～

人事・労務・総務・庶務・現場管理部門に必要な労働法・労務
管理の基本知識 パート�
～担当者の人事・労務管理能力パワーアップコース（改正法に
対応：パート・臨時・嘱託、就業規則、男女均等と母性保護、
セクハラ、個別紛争解決手続、労働審判制度）～

すぐ役立つ社会保険の実務 パート�
～社会保険実務コース

（健康保険・厚生年金保険、改正点を含めて）～

すぐ役立つ労働保険の実務 パート�
～労働保険実務コース

（労災保険・雇用保険、改正点を含めて）～

時 間

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

１３：１０
～１６：４５

日程・会場

６月１２日�
ソニックシティ
８０４研修室（８Ｆ）

６月１９日�
同 上

９０１研修室（９Ｆ）

６月２８日�
同 上

９０１研修室（９Ｆ）

７月５日�
同 上

９０１研修室（９Ｆ）

７月１１日�
同 上

９０１研修室（９Ｆ）

７月１８日�
同 上

９０１研修室（９Ｆ）

講番号

第１講

第２講

第３講

第４講

第５講

第６講

―３８―
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一
月
一
六
日
〜
三
月
一
五
日

�音
�
埼
玉
音
協

◆
一
・
一
九

新
年
会
員
懇
談
会
（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
・
二
三

第
四
二
期
労
働
法
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
第
八
講（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
一

西
部
地
区
協
議
会
（
�
丸

広
百
貨
店
）

◆
二
・
六

南
部
地
区
協
議
会
（
川
口

リ
リ
ア
）

◆
二
・
九

北
部
地
区
協
議
会
（
�
リ

ケ
ン
熊
谷
事
業
所
）

◆
二
・
一
五

中
部
地
区
協
議
会
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）、
第
二
〇
回
生
き

生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い
打
ち
合

わ
せ
（
事
務
局
）

◆
二
・
二
六

青
年
経
営
者
部
会
新
春

特
別
講
演
会
（
サ
ン
パ
レ
ス
）

◆
三
・
八

第
二
〇
回
生
き
生
き
職
場

体
験
交
流
の
集
い
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
三
・
一
四

地
域
社
会
問
題
委
員
会

（
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
）

◆
三
・
一
五

�音
立
川
談
春
独
演
会

（
埼
玉
会
館
）

労
働
保
険
の
平
成
１８
年
度
確
定
保
険
料

と
平
成
１９
年
度
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納

付
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

申
告
書
・
納
付
書
は
、
４
月
初
め
に
郵

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
申

告
書
等
の
記
入
方
法
の
説
明
書
も
同
封
さ

れ
て
い
ま
す
）
な
ど
の
説
明
に
従
っ
て
作

成
し
、
保
険
料
を
添
え
て
５
月
２１
日
ま
で

に
銀
行
、
郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関
窓
口

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
説
明
会
を
封
筒
裏
面
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
１９
年
度

年
度
更
新
等
か
ら
「
石
綿
に
よ
る
健
康
被

害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
石

綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康
被
害
者
の
救
済

費
用
に
充
て
る
た
め
平
成
１８
年
度
の
確
定

保
険
料
に
併
せ
て
「
一
般
拠
出
金
」
を
申

告
・
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
課
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
８
‐
６
０
０
‐
６
２
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
８
‐
６
０
０
‐
６
２
２
３

道
路
貨
物
運
送
業
に
お
け
る

労
働
条
件
の
改
善
等
の
た
め
の

協
力
要
請
に
つ
い
て

埼
玉
労
働
局
よ
り
左
記
に
つ
い
て
会
員

各
位
に
周
知
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
し
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※

１

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
拘
束
時
間
や
運

転
時
間
に
つ
い
て
は
、「
改
善
基
準
告
示
」

で
そ
の
限
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

２

運
送
の
発
注
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

「
改
善
基
準
告
示
」
等
法
令
を
遵
守
し
た

安
全
な
運
行
等
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

次
の
事
項
に
配
慮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

�
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
適
切
な
運
行

計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

発
注
条
件
を
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
急
な
条
件
変
更
を
行
わ
な

い
こ
と
。

�
適
正
な
運
行
時
間
等
を
考
慮
し
た
配
送

時
刻
等
を
設
定
す
る
こ
と
。

�
手
待
時
間
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
荷
受
、
荷
卸
の
時
間
帯
の

設
定
等
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
。
ま

た
、
荷
受
、
荷
卸
時
の
安
全
の
確
保
に

つ
い
て
も
配
慮
す
る
こ
と
。

�
運
送
契
約
に
お
い
て
は
、
運
送
事
業
者

の
法
令
順
守
の
た
め
適
正
な
運
賃
の
設

定
に
配
慮
す
る
こ
と
。

３

同
封
し
た
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
発
注
に

当
た
っ
て
の
自
主
点
検
」
を
傘
下
事
業
場

に
配
布
の
上
、
右
記
１
、
２
の
取
組
み
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。

な
お
、
自
主
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
貴

団
体
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
場
合
は
、
当

局
あ
て
ご
報
告
願
い
た
い
こ
と
。

平
成
１９
年
３
月
２８
日

埼
玉
労
働
局
長

間
も
な
く
新
年
度
を
迎
え
る
。

新
年
度
か
ら
は
、所
謂「
団
塊
の
世
代
」

が
６０
歳
を
迎
え
、
２
０
０
７
年
問
題
を
企

業
は
否
応
な
し
に
直
面
す
る
こ

と
に
な
る
。

日
本
の
雇
用
面
に
お
け
る
新

旧
交
代
の
大
き
な
過
渡
期
が
到

来
す
る
わ
け
で
あ
る
。

キ
ヤ
ノ
ン
の
「
実
力
終
身
雇

用
制
度
」
は
、
こ
の
時
期
を
如

実
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
も
い

え
る
。

こ
の
過
渡
期
は
良
否
両
面
が

企
業
経
営
に
顕
著
に
出
て
、
企

業
経
営
者
に
と
っ
て
は
企
業
存

続
の
苦
慮
の
時
期
到
来
と
も
い

え
る
。

団
塊
世
代
が
第
一
線
を
退
き
、

今
後
は
企
業
の
良
き
古
い
伝
統

は
継
承
し
、
新
し
い
感
覚
で
の

経
営
戦
略
も
導
入
し
な
い
と
若

者
達
は
付
い
て
き
て
は
く
れ
な
い
。

相
当
に
柔
軟
な
頭
の
切
り
替
え
が
要
求

さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

先
ず
は
、
し
っ
か
り
と
企
業
理
念
を
確

立
し
て
、
そ
の
精
神
を
末
端
社
員
ま
で
十

分
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

抽
象
的
な
表
現
で
は
な
く
、
よ
り
具
体

性
を
持
た
せ
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
社
員
の

言
動
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
が
企
業
成
長
の
大
原
則
と
の
自
覚

で
あ
る
。
こ
れ
が
き
ち
ん
と
出
来
な
い
こ

と
に
は
、
企
業
の
組
織
力
は
発
揮
出
来
な

い
。社

長
自
ら
が
率
先
垂
範
し
て
行
う
こ
と

が
、
企
業
の
存
続
と
比
例
し
、
生
き
る
道

は
こ
こ
に
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

仕
事
の
関
係
上
、
企
業
ト
ッ
プ
か
ら

諸
々
の
相
談
を
受
け
る
が
、
共
通
し
て
い

る
欠
陥
は
す
べ
て
こ
こ
に
存
在
し
て
い
る
。

わ
か
り
易
く
一
言
で
表
現
す
る
な
ら
ば
、

社
員
に
も
顧
客
に
も
取
引
先
に
も
地
域
の

人
に
も
「
魅
力
企
業
」
の
評
価

を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ

る
。「

企
業
に
魅
力
が
な
け
れ
ば
、

優
秀
な
人
材
は
絶
対
に
集
ま
っ

て
は
こ
な
い
」

こ
ん
な
算
式
を
見
せ
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
。

Ｙ＝

２Ａ
×
（
Ｂ
＋
Ｃ
）

Ｙ
と
は
企
業
成
長
力
、
Ａ
と

は
幹
部
社
員
の
能
力
、
Ｂ
と
は

一
般
社
員
の
成
熟
度
、
Ｃ
と
は

職
場
環
境
。

こ
れ
を
見
て
お
気
づ
き
で
あ

ろ
う
が
、
Ａ
の
と
こ
ろ
が
二
乗

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
。

あ
な
た
の
企
業
の
幹
部
に
こ
ん
な
人
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

「
あ
の
人
と
一
緒
に
ど
う
し
て
も
仕
事

が
し
た
い
」

「
私
も
将
来
は
あ
ん
な
人
に
な
り
た

い
」「

あ
の
人
に
な
ら
何
処
ま
で
も
付
い
て

行
き
た
い
」

「
あ
の
人
に
付
い
て
行
け
ば
心
配
が
一

切
な
い
」

事
業
だ
よ
り

第１５６回
企業存続の岐路はここに

エッセイスト 和 宮 英 之

事事
業業
主主
のの
みみ
なな
ささ
まま
へへ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

手
続
き
並
び
に

一
般
拠
出
金
の
申
告
・

納
付
に
つ
い
て

（
平
成
１９
年
４
月
１
日
〜
５
月
２１
日
）
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★
正
・
副
会
長
会
議

日
時

４
月
２０
日
�
１２
時
〜
１３
時
２０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ス
カ
イ
ル
ー

ム

内
容

理
事
会
に
付
議
す
る
議
題
の
検

討
、
そ
の
他

★
理
事
会

日
時

４
月
２０
日
�
１３
時
３０
分
〜
１５
時

３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
会
議
室

内
容

平
成
１８
年
度
決
算
・
事
業
報
告
、

平
成
１９
年
度
予
算
・
事
業
計
画
、

そ
の
他
、
講
演

講
師

埼
玉
県
産
業
労
働
部

★
定
時
総
会

日
時

５
月
１０
日
�
１３
時
３０
分
〜

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
ロ
ー
ズ
ル

ー
ム

内
容

平
成
１８
年
度
決
算
・
事
業
報
告
、

平
成
１９
年
度
予
算
・
事
業
計
画
、

そ
の
他
、
懇
親
会

★
第
２５
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・

現
場
管
理
担
当
者
養
成
講
座
第
１
講

日
時

６
月
１２
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時

４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
８０４
会
議
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・

現
場
管
理
部
門
に
必
要
な
労
働

法
・
労
務
管
理
の
基
本
知
識
パ

ー
ト
�
〜
担
当
者
の
人
事
・
労

務
管
理
能
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
コ

ー
ス
（
採
用
、
労
働
契
約
、
労

働
慣
行
、
職
場
生
活
の
基
礎
、

賃
金
）
〜

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
２
講

日
時

６
月
１９
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時

４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・

現
場
管
理
部
門
に
必
要
な
労
働

法
・
労
務
管
理
の
基
本
知
識
パ

ー
ト
�
〜
担
当
者
の
人
事
・
労

務
管
理
能
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
コ

ー
ス
（
労
働
時
間
、
外
勤
・
裁

量
の
み
な
し
労
働
時
間
、休
憩
・

休
日
、
時
間
外
・
休
日
労
働
、

サ
ー
ビ
ス
残
業
）
〜

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
３
講

日
時

６
月
２８
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時

４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・

現
場
管
理
部
門
に
必
要
な
労
働

法
・
労
務
管
理
の
基
本
知
識
パ

ー
ト
�
〜
担
当
者
の
人
事
・
労

務
管
理
能
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
コ

ー
ス
（
休
暇
、企
業
内
・
外
人
事

異
動
、
懲
戒
、
退
職
、
解
雇
）〜

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
国
際
学
院

理
事
長

大
野

誠

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
吉
敷
町
二
―
五

電
話
〇
四
八
―
六
四
一
―
七
四
六
八

（
従
）
五
七
名

学
校
教
育

〈
代
表
者
変
更
〉

コ
ス
モ
・
ク
リ
ー
ン

代
表
取
締
役
社
長

鷲
巣

實
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埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
三
七
号

２
０
０
７
年
３
月
３０
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

野
上
武
利

編
集
人

野
口
寛
治

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

埼
玉
音
協

JJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAALLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKK CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOONNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEERRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTT TTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUURRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRR 2222222222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000007777777777777777777777777777777777777
＝ GOOD FELLOWS ＝

平成19年5 月26日 �
17：00 開場 17：30 開演▲

会場／大宮ソニックシティ・大ホール▲

会費／6,000円（一般6,300円を）（全席指定・税込）

リリチチャャーードド・・ククレレイイダダーーママンン
Dream Concert 2007 With Strings Trio

平成19年5月27日�
14 : 30 開場 15 : 00 開演▲

会場／大宮ソニックシティ・大ホール▲

会費／Ｓ席6,000円（一般6,500円を）
（全席指定・税込）
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